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序奏「ヒカリの羽根。」
introduction: I Wish U Heaven






　　　　♪




　昔、そこにあったパン屋やクリーニング店、それからやさしいおばあさんがいた駄だ菓が子し屋や。もう取とり壊こわされてしまっている。

　再開発の名のもとに、跡地に建てられたのは、マンションだった。

　しかし、誰だれかが、家族か恋人かいろいろなひとがそこで新しい生活をはじめるはずだったが、建設は途中で投げだされたままになっていた。

　窓ガラスも入れられてない吹き抜けの廃はい墟きよ。そこへ、『関係者以外立ち入り禁止』の看かん板ばんを無視して立ち入る人ひと影かげがあった。

　その人影は、となり街の素そ行こうの悪いひとたちが原動機付自転車ゲンチヤリに乗って遠征してきたときに、記念に「ここに俺らチームのマーク描かかね？」と残した、アート気取りのらくがきに目もくれず、廃墟の奥へと進んでいく。

　ここに踏み入った経けい験けんがあるのか、その人影は慣なれた様よう子すで、エレベーターが設置されなかった空くう洞どうの脇わきをすりぬけ、階段を一段一段踏みつけるように登りだした。

　この廃墟は、『高層マンション』と呼ぶには寸足らずだが、それなりに背せい高たかノッポな建物だ。

　息を切らしながら、それでも人影は上へ上へと一心不乱に登っていく。そして、どれくらいの時間がかかったのか。空高くあった太陽は、すでに傾き、目に染みる色の夕焼けが、街を、この廃墟を包みこんでいた。

「僕は……」

　人影が、いや、彼が呟つぶやいた。

　最上階のフロアは、何もない。さすがの悪いひとたちもこんなところまでわざわざやってくることもなく（降りることも考えると登りたくもなくなる）、ほかの階のように家なき子が居住していた跡もない。

　しかも、ここで以前、少年の飛び降り自殺があった。この最上階からだった。それ以来、この廃墟に誰も近寄らなくなった。

　少年が飛び降りる前に残したとされる一いつ編ぺんの詩が、このフロアの壁かべにちいさく黒い油性ペンで書かれてあった。







『僕が死んでも世界は変わらない。だから、世界はすべてを殺さなくてはならない。この星は死ぬべきだ。』







　この世界に残した爪つめ痕あと。

　誰だれかの心に残した引っかき傷。

　それは、今ここに立つ彼の心にもやさしく爪を立てていた。

「ここから飛べば……」

　彼がまたつぶやく。

　生なま唾つばをごくりと呑のみこむ音が、風以外の音がしない最上階に響ひびいた。

　じっくりと一歩を踏みだし、彼はガラスの入っていない大きな窓まど枠わくに近づいていく。

　そこから見えるのは、夕焼けの画え。まるで街が、世界が、太陽に焼かれているような殺風景、殺す風景。

「ここから飛べば、僕も──ヒカリに……」

　彼が確たしかめるように、決心をもう一度、口の中でその科白せりふを繰くり返そうとした。

　そのときだった。




「──飛ぶの？」




　耳もとすぐ傍そば。

　声が鳴った。

　突然のできごとに彼の喉のどは、ぐぅ、と奇妙な音を立てた。

　この場所にはほかに誰もいなかったはず。

　それとも登ってきた？

　だとしたら、気づくだろう。

　こんなにも近くに──その女の子は、いたんだから。

「………………ひっ……!?」

　白目をむきながら彼は、飛とび跳はねるように窓から離はなれた。いきおいで、みっともなくしりもちをつく。

　窓から射さしこむ夕ゆう陽ひを背に、女の子がちいさく笑った。

　気がした。

　彼は、喉にたまった泡のような空気といっしょに、ごくり、大きく唾を飲みこんだ。喉がカラカラで渇かわきに痛みが走る。それでも彼は、女の子から視し線せんを離せなかった。直前まで身体からだを支配していた恐怖が薄うすれようとしていた。

　見み惚とれてしまっていた。

　強い意志を秘めた黒目がちな大きな瞳ひとみに長い睫まつ毛げ。紅あかく薄うすい唇。透すき通りそうなくらい淡あわく白い肌。陽ひが沈みはじめた薄暗い世界に浮かび上がる、白いワンピースに、ヒカリを線せんで描いたような長い真っ白い髪の毛。女の子は、淡雪のような真っ白い姿をしていた。

　そんな中でとても目を引くのは、赫あかい靴だ。それだけが世界で唯一の色を持つような鮮あざやかさで、純白に映はえてひどく幻想的だった。

「飛ぶなら、羽根を広げないと。それとも──ただ、死にたかっただけ？」

　女の子の薄い唇が言葉を弾はじく。オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが鼓こ膜まくを刺し激げきする。

　ゆっくりと近づいてくる女の子。膝ひざを抱えるようにしゃがみこむと、首をややかたむけて彼の顔をじっと見つめた。

「ここから落ちたらけっこー痛いんじゃないかな？　ほんとうに死にたかったの？」

　声が、言葉が心の闇やみにそっと触れる。

「……ぼ、僕は……ッ！」

　つづけよう、科白せりふを吐き出そうとする。

「死にたいんだ！　死んで輝かがやくヒカリになる！」

　彼は嗄かれた喉のどをひゅうひゅう鳴らしながら、叫んだ。

　すると、

「そう……」

　女の子がため息のようにこぼす。ひどく哀かなしく、やけに大きく響ひびいた。彼の心がドクンと揺れた。

「死ぬ」と言ったことを哀しんでいるのか？

　なげいているのか？

　なんてやさしい。この光に透ける真っ白い姿は、まるで、天使のようじゃないか……！

　彼は、そう思った。

　まあ、それもほんの一いつ瞬しゆんだった。

「アハハハハッ。なんなら、ソレ、あたしがやってあげようか？」

「へ……？」

「判わからない？　あたしが〝殺やってやる〟って言ってんの」

　一瞬にして、前言撤てつ回かい。

　女の子が、笑っている。

「……エェッ!?」

　さっきまでのむしゃぶりつきたくなるような、どうにかなってしまいそうな、可愛かわいらしい微笑ほほえみなんかじゃなくて、ひどくイタズラな笑え顔がおだった。

　それはまるで、──〝死シニ神ガミ〟だった！

「…………なっ、何を……！」

　彼の喉のどから悲鳴が漏れる。

　気がつけば、女の子は身長以上の巨大な鈍にび色いろの鎌カマを、その花きや車しやな指ゆび尖さきにからめ持っていた。

　そして、刃先は彼の首もとに突きつけられている。

　すると、女の子がまた笑った。しかもひどく可お笑かしそうに。

「望みどおりでしょ？」

「ち、ち、ち、ち、違……ッッッッ！」

「違うの？」

　彼が首をぶんぶんと横に振った。女の子は、残念そうにしたが、すぐに、笑え顔がおに戻る。

「そっか。そうだよね。キミ、転落死したかったんだもんねっ[image: ]」

　その笑顔は、あまりにもラヴリーで、もしも、こんな状況でなかったら、彼は女の子に「恋してしまう！」かもしれなかった。

　が。

　仮定の話だ。場違いな以上に、恋に落ちる前に、どうやら、自分自身が落ちそうだった。

　地上へ。まっしぐら。

　しかも信じられないことに、彼の身体からだは女の子の花車な腕が持つ鈍色の鎌の尖せん端たんに、服の襟えりをひっかけられているだけで、そのまま窓の外へぶらさげられていた。

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁ、やめてくれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえぇぇぇえぇぇぇえぇぇっっっっ！」

　彼が必死で叫ぶ。ただひたすらに死にたくない一心だった。一いつ瞬しゆん前まえまで、死にたいと言っていたことなど脳がすでに忘却していた。

　どうして、こんな可愛かわいいちいさな女の子が、頭ふたつ分ほども身長差のある彼をひょいと持ち上げて、

「はい、死んだっ[image: ]」

　こんな軽い調ちよう子しで言う余裕があるほどの力があるのか。

　だが、そんなことすら、もう頭に浮かんでこない。彼は必死だった。

　ただただ、必死だった。

　死にたくない！

　生まれてはじめて本気になったかもしれない。人生はじまって以来の、大大大大大大大大ピンチだからだ！

「し、死にたくないぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

「あれ？　死にたいんじゃなかったっけ？」

　けたけたと笑う女の子。ひどく楽しそうにしている。

　しかし、彼は、

「たす、たうす、けてくあぁぁぁ…………………………………………ぇっ」

　ついには、気を失ってしまった。

　鎌カマの尖さきに引っかけられた彼を洗せん濯たく物もののように風が揺らす。よく乾きそうだ。

　と、

「──モモぉ。もう、いいんじゃないの？」

　やれやれといった風ふうなくたびれた声が聴きこえてきた。

　かわいらしい幼い男の子みたいなその声の主は、ひょこひょこと四足歩行で、斜めになった太陽光こう線せんの影かげの中から出てくる。

「ダメ駄だ目めだったね、そいつ……なんてゆうか……そんな弱い〝意志〟だったなんてさ……」

　それは真っ黒の猫だった。闇やみ夜よに浮かぶ月のような大きな黄おう金ごん色いろの瞳ひとみ。ブカブカの赫あかい首くび輪わ。黒猫が歩くと、首輪に付けられた大おお袈げ裟さな鈴すずが、りりりんと唄うたうように鳴る。

「ダニエルとどっこいどっこいじゃん？　ヘタレぐあいでゆったら」

　可愛かわいらしい顔が台なしになるような軽い口く調ちようで、女の子は鎌を引っこめると、

「よっこらしょっと」

　気絶した彼を室内に放り投げる。どさっ、とたまったほこりを舞まい上げ、彼がごろごろ床ゆかを転がった。そうとうの衝しよう撃げきがあったはずだが、彼の意い識しきは戻ってこない。

　死ぬ（殺されそうになった）思いをした衝撃のほうが大きかったらしい。

「ボクは、こんな弱っちくないよっ」

　大量のほこりにけほけほしながら、黒猫がプーっと不満げにほっぺを膨ふくらます。

「ぬあーっ！」

　突然、女の子が黒猫の抗こう議ぎをあっさり無視して、なおかつ奇声を発した。

「ど、どっ、どうしたの、モモッ!?」

　びっくりした黒猫が、キシャーと毛を逆さか立だてる。

「つーか、やっべ。こいつに、この〝意志〟を何ど処こで手に入れたのか訊きくの忘れたっ！」

　女の子は、ペロッと舌を出した。黙だまっていれば、いちいち可愛かった。黙っていればだ。それに何処か聞きき慣なれない口調もこれが今のこの子だ。しょうがない。

　黒猫は、そんな女の子の言動に慣れているのか、それともあきらめているのか、がっくり頭をたらしながら言った。

「しょうがないよ。気絶しちゃったっていうかさせたっていうか……とりあえず回収はしておこう」

「しっかし、なさけないなー、こいつ」

　女の子はしゃがみこんで、鎌の尖で、汚いモノにでも触れるように、ツンツンする。

　あいかわらず意識なし。

「まあ、これくらいの〝意志〟なら、放っておいてもたいしたことなかったかもだけど。この程度の意志で、気が大きくなってさ。まったく、人間って、つくづくおめでたいよね」

　黒猫が言う。

「どーせ、自殺する理由も、好きな相手に『うっわ、キモッ』とか言われたんじゃん？　イマドキ七しち三さん分わけだし」

　やはり軽い口く調ちようで女の子は言った。

「モモ、ヒドくない……？　全宇宙の七三分けのひとに謝あやまったほうがいいと思うよ……？」

　としかし困った表情で黒猫は、ため息をついた。女の子はそんなことにかまうそぶりひとつ見せない。

「まあいいや。さっさと、この〝意志〟も回収しちゃうかー。こんなのでも、〝意志〟は〝意志〟だし。どんな〝意志〟だったかは回収してみたら判わかる。ってことでっ」

「軽いなー。なんかさあ。あいかわらず、そういうトコは、真ま面じ目めなんだか不真面目なんだかよく判んないね」

　また、やれやれと黒猫はより深く頭こうべをたれる。

「よーっし！　殺やるぞ！」

「いやいやいやいや、殺っちゃだめだからっ」

　はりきった女の子を黒猫がとめた。

　そんな黒猫を、

「必死になってやんの、ダニエル。ヘタレのくせに」

　女の子がちゃかす。

「だってさー……」

　と言いい訳わけをしようとしたダニエルだったが、女の子の表情が変わっていたのに気づいて、

「あ……っ」

　としかし口を閉じた。

　女の子にうつる。

　静かで。

　やさしく。

　かなしく。

　つめたく。

　あったかく。

　たくさんの感情。

「判ってるよ、ダニエル」

「モモ……」

「戦やって殺れないこともない。でも……殺らないって、言ってんじゃん」

　笑う。

　黒猫の黄おう金ごん色いろの瞳ひとみが、女の子を見上げる。

　沈みかけの夕ゆう陽ひが最後の光を発して、真っ白い女の子を照らしている。

　それはあまりにも綺き麗れいで、いつも見なれたはずの女の子を遠くの世界へと連れて行ってしまうような錯さつ覚かくがした。

　黒猫は、まだ、そこに女の子が立っていることに、ほっとした。

　それと同時に、「あーあ、また振ふり廻まわされちゃいそうだなぁ」とこっそり、内ない緒しよでため息をついた。

　女の子は、それを知っているのか、知らないのか、光をまといながら真っ白なままで、

「だって、あたしは、〝死シニ神ガミ〟だから──」

　笑った。




　綺麗に笑った。







　真っ白い女の子が、鈍にび色いろの鎌カマを手に舞まい踊る。




　そして、一いつ線せん。

　一いつ閃せん。




　はじまる。

　あたらしい、ひとつのものがたり。
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　　　　♪




　近年、『超学園都市』などという、関係者がにやりとするような呼び方をされはじめた『新しんトウキョウ市し王オウ子ジ町ちよう』。

　この三十年ほどの再開発によって、じょじょにただの殺風景な住宅街から変へん貌ぼうしていった、数百の学校や研究機き関かん、それに関した企業などからなる学園都市。その中心であり町全体、町そのものといっていいのが、通称『花はな園ぞの学がく園えん』の名で知られる──『新トウキョウ王子花園学園』だった。

　保育部、幼等部、初等部、中等部、高等部、大学、大学院……、ほぼすべての教育機関で構成される学園の範はん囲いは、町の範囲と同意。そのため、町の公共施設、商業施設の多くが、学生のためのモノだ。学園内の移動には、専用のバス、電車があり、学生たちはそれらを自由に使える。また、それ以外の交通機関も格安で利用することが可能。

　学生たちが優ゆう遇ぐうされているのは、コンビニ、スーパー、ＣＤショップ、ブックセンター、シネコン、などなどありとあらゆる商業施設においてもそうだ。

　これらには『新トウキョウ王子花園学園』通称、花園学園に出資する企業、そこに通う生徒たちの親の会社等などの影えい響きよう力りよくが関係している。

　けれど、子供たちは、自分たち学生が優遇されることを有意義に感じつつも、過か剰じような感かん謝しやや特別な意い識しきを持つことなく、普通の学生生活、学園生活を送っている。

　何ど処こにいる子供たちだって、おそらく何も変わらないだろう。

　たとえば、

「──知ってる？　なんかさ、転校生くるらしいよ？」

　なんていう、『転校生』の三文字にテンションが上がるのも、普通だ。

　新トウキョウ王子花園学園高等部一年桜組の生徒たちは、朝一番、教室に入った瞬しゆん間かんからこの話題で盛り上がっていた。

　ただ、その盛り上がり方は、普通とは違っていた。

　何な故ぜなら──

「転校生って？　マジで？」

「だってさあ、今って……」

「だろ？　すごくね？」

「だよなー」

「そう。まだ、〝四月〟なんだよ！」

　というアレだ。

　その多くが中等部からの持ち上がりで、高等部からの編へん入にゆう組ぐみもいるが、

「この時期に転校生？」

「入学したばっかじゃね？」

　というのが、最大の疑問。つまり、

　四月一日に入学式があり、その約一週間後に、一学期の始業式。さらに、その約一週間後が……今日きよう。ちなみに天気は、快晴。気温も高くなく風もゆるやかで、たいへん気持ちのよろしい一日がはじまる予感がぷんぷんなかんじ。

　でも、そんな予感など置いといて。

　クラスの全員の頭の上に、ものすごくでっかい『？』が浮かび上がっていた。

　高校生活は、はじまったばかりだ。

　なのに、転校生？

「病気とかケガとか、なんらかの理由で、入学したのはいいけど、一学期の開始に間に合わなかった生徒がようやくやってくるっ！」

　とかいう理由なら、判わかりそうだが。

　そうじゃない。そんな話は、担任に聞かされていなかったし、気け配はいすらなかった。

　あまりにも、妙なタイミングでやってくる突然の転校生。

　そして、その騒そう動どうは、ほかのクラス、ほかの学年にも飛び火しようとしていた。

　やがて、学校中を巻きこむ騒動になる……なんて想像できるワケもなく、ただただ平和に呑のん々のんと、一年桜組の生徒たちは、普通の転校生を迎える落ち着かない雰囲気のまっただ中だった。

　このタイミングで。ということは気になるものの、女子も男子も、結局一番気になるのは、

「つーか、オトコ!?　オンナ!?」

　やっぱり、これだ。

　どういう子だろうかと、それぞれがそれぞれに想像、妄想をふくらませる。

　オトコだったら、こうだとか。

　オンナだったら、ああだとか。

　しかしながら、たいがいがだいたい、

「あー……」

　と、やってくるのは、冷たい現実。日常の中のちょっとだけ刺し激げき的てきな事件は、そうやって幕まくを下ろす。

　そのはずだった──




　　　　♪




　同時刻。

　新しんトウキョウ王オウ子ジ町ちよう。

　旧住宅街、現学がく生せい寮りよう街、路地。

「はぁー、めんどくせー」

　オトナのような子供のような不ふ思し議ぎな響ひびきの声に合わない軽い口く調ちようで、女の子が言った。

　ワンストラップの革シユ靴ーズのかかとが、女の子が歩くリズムで、カツカツと鳴る。

「そんなこと言わないでよ。『仕事』だよ、しーごーとー」

　今度は、何ど処こからか、かわいらしい男の子の声がした。

　なんか偉そうだ。

「お子様がきんちよ相手になにしろっつーんだよぉ」

　ため息の代わりに不満が科白せりふになって、女の子の薄うすく紅あかい唇から漏れ出てくる。

　もっと偉そうだった。

「ガキって……どっちが子供なんだか……」

　ぽつり、男の子の声が誰にも聴きこえないように鳴った。

　つもりだった。

　なのに、

「イタタタタタタタタタタタタタタぁぁぁぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっっ!!」

　女の子の花きや車しやで細く白い指ゆび尖さきが、男の子の声の主の頭をガッチリつかんでいる。

　爪つめがおっ立てられている。

　突き刺さっている。

　メリメリ、としてはいけない音がしている。

「なんつった今？」

「うわぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ、ゴメンナサイゴメンナサイゴメンナサイっっっっっ」

「じゃあ、莓いちご大だい福ふくじゅっこな！」

　女の子がおどしにしてはかわいらしい注文をする。

　しかし、男の子の声の主の頭ず蓋がい骨こつは、ぜんぜんそんなかわいらしい状態じゃない。

「わ、わわ、っ、わっかっ……た！」

　あやうく死し線せんに触れそうになり、男の子の声の主は、女の子のかわいらしい注文を反射的に受け入れた。

「約束破ったら、あんたのでっかい頭から頭蓋骨だけ引きずり出してちっちゃくしちゃうんだからねっ[image: ]」

　女の子が作った甘ロリ声ごえで嬉き々きとして言う。

　内容は、嬉々ラヴリーではない。鬼き気きか危き機き。どっちにしたって、デンジャー。

「判わかったからぁ、もう離はなしてぇ[image: ][image: ]……っ」

　瀕ひん死しな声に、女の子は、

「しょーがねーなーっ」

　と、パッと手を離はなした。

　その刹せつ那な、ポテッ、と女の子の足もとに何かが落ちた。

　ぐったりとした（生きる気力と希望を失なくしかけている）真っ黒の猫だった。

「こんなのばっか……っ」

　泣いている。男の子の声の主──黒猫が泣いて、そして、しゃべっていた。

　普通の常じよう識しきからいったら、『なんて、超常現象！』ってことになるだろうが、

「ほら、さっさと行くよ。莓いちご大だい福ふくっ[image: ]」

　女の子は平然としていた。

「ぼ、ボクは莓大福そのものでは……ないです……っ」

　やっぱり力の入らない黒猫の、全身が真っ黒なのに唯一、尖せん端たんが小指の先ほど白くなっているしっぽを、女の子は、

「むんずっ」

　と、声と音を鳴らして、その手につかんだ。そのまま、ずるずる地面を引きずっていく。

「ああ、〝こっち〟でもこういうあつかいなんだ、ボクって……」

　とかいう黒猫の泣きごとが聴きこえたような聴こえなかったような気がしたが、空そら耳みみだろう。

　女の子は、よいしょっと、背中にしょった荷物をかつぎ直す。

　とにかく大荷物だった。小こ柄がらで花きや車しやな女の子がかつぐにしては、巨大すぎるリュックがさらにぱんぱんにふくれ上がっている。

　無理すれば、オトナひとりか、子供のふたりくらいは入りそうなくらい。

　うしろからだと、荷物に足が生はえて自じ立りつ歩行しているように見える。

「なんで、そんな荷物が必要なワケ？」

　と黒猫が訊きけば、

「〝潜入捜査もぐり〟だからね。こんくらいじゃね？」

　口く調ちようは軽いが、顔は本気だった。

　さっきからやる気なさそうな口ぶりをしているくせに本当は、やる気まんまんなんじゃないかと思う。

　だから、

「あ、うん。そ、そう？」

　黒猫は、女の子を止められなかった。

　何が入っているのかは、知らない。

　知りたくもない。

　いや、知るのが怖い。

　まさか、自分がそこに『荷物』のひとつとして押しこめられるなんて思っても……思っても……、

「思ってました……っ！」

　半泣きの黒猫は、女の子がかつぐ巨大リュックの中、雑多な荷物といっしょに、ぎゅーぎゅー押しこめられていた。

　ぶかぶかの赫あかい首くび輪わにつけられた大おお袈げ裟さな鈴すずも鳴らないくらい、ぎゅーぎゅー。

　このリュックから出ていくときには顔の形が変わってるんじゃないだろうか？

　そんな不安とモノに押しつぶされそうになりつつ、黒猫が言う。

「じゃあ、ちゃんと仕事しようよ。これでも一応、〝死シニ神ガミ〟なんだからねっ、──モモっ」

「オッケー、ダニエルっ！　戦やって殺やれだぜ！　ちゃっかり潜入調査もぐるどーっ！」

　女の子は、とても元気よく返事をした。

　それだけでもう十分、黒猫は、

「ちょー不安……」

　だった。







　ざわつく。

　時刻は、午前八時を過ぎていた。

　花はな園ぞの学がく園えん高等部一年桜組（特別進学クラス）の教室。

「今日きようから、みんなといっしょに勉強することになった──」

　担任教師が教きよう壇だんに上って、となりに立つ荷物──じゃない、巨大なリュックに背中をしょわれているように見えるけど、荷物をしょっている女の子のほうにゆっくりと視し線せんを下ろした。自己紹介をしなさい的なうながしだった。

「…………あ、あれ……？」

　だが、女の子は、担任の思いやりやら威い厳げんやら尊厳やらを片っ端から無視して、じーっと教室の様よう子すを、今日からクラスの仲間になる生徒たちの様子を、観かん察さつするようにゆっくり見渡していた。

「まあ、そうだなあ、いきなりだから緊きん張ちようしていると思うが……っ」

　しかし、緊張しているのは、担任のほう。そして、教室にいる生徒たちのほうだった。

　まだ一学期がはじまったばかりの奇妙なタイミングでやってきた噂うわさの転校生。

　目の前に現れたのは──教室のドアに巨大なリュックを引っかけ、しかも強引にそのまま中へ入ろうとしてドアをメリメリ外してしまい、担任と近くの生徒がドアを支えてことなきを得たが、本人は何事もなかったかのようにひとり教卓のとなりに立って、だけれども、自己紹介をうながした担任教師を意図的かそうじゃないのか何な故ぜか超無視ガンムシで眼鏡めがねのフレームをくいくいしながら、教室の様よう子すをうかがう妙な──小こ柄がらな女の子だった。

「同級生？　てか、中学生じゃなくて？」

　教室にいる生徒たちの第一印象だ。

　やたらと幼い。

　なのに、立ち姿や伝わってくる雰囲気は、オトナびている。女の子の不ふ思し議ぎな魅み力りよくに気がつきはじめると、やがて生徒たちの視し線せんは女の子に釘くぎづけになっていった。

　長い黒髪ストレートのサイドでちょこんと仔こ犬いぬのしっぽほど髪を結んである。透すき通りそうな白い肌に、幼さを残しつつも不思議とオトナびた雰囲気のある顔はシャープで、独特の形をしたアンダーリムのフレームの眼鏡めがねの奥は、長い睫まつ毛げに、意志の強そうな黒目がちな瞳ひとみがある。

「ああ、制服はちょっと間にあわなくて、前の学校のだそうだが、気にしないでやってくれ」

　そう、担任が補足した。

　白を基き調ちようにした制服が女の子の不思議な雰囲気を、ある種の神秘さに似たモノに変えるスパイスになっていた。

　その空気だけが静かに流れる音を表現したなら、







　───リン。







[image: ]










　と、遠くで鳴る耳鳴りのような、鈴すずの音みたいになるかもしれない。

　オトナびているのに幼い、本当に不ふ思し議ぎな雰囲気を持っている。

　女の子は、生徒ひとりひとりの表情や様よう子すに目を向けてから、リュックの中に誰だれかがいるのなら、そこにしか聴きこえないような声でつぶやく。

「……判わかってるから。判ってるって、ちゃんと猫でもうさぎでもトナカイでもかぶるってば。もういいからっ。うっさい。黙だまれ、ヘタレっ」

　それからやっと、

「──咲サヶカ本モトモモです」

　かなりオトナびているようでひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスで言った。

　空気に透すき通るって、そこにいるすべての者の耳から鼓こ膜まくへそして、心の縁ふちを指でなぞるように響ひびいた。

「はじめての街で不安と戸と惑まどいで、こうしている今もドキドキしています。みなさん、どうかよろしくお願ねがいしますっ」

　言い終えると、『モモ』と名乗る女の子は、ぺこり、と深々おじぎをした。

　が、次の瞬しゆん間かん、







　──ガサガサガサドサバタパサっザザザッ！







　女の子のしょっていたリュックが逆さかさになって、中身が雪崩なだれを起こした。

　大きさが大きさだけに、小学生のリュックから出てきた教科書やノートなんか比べものにならない尋じん常じようじゃない量のなにかしらが大量に飛び出してきた。

　でも、これって……。




　お約束だ。




　お約束すぎる……。

　その場にいた全員がそう思った。

　しかし、生徒たち、男子はおろか、女子までもが、彼女から振りまかれる、いたずらな風に宙に舞まい上げられた花びらのごとき『[image: ]』に犯されつつあった。ずっと転校生のターン。

　ドジをしてしまいあわてる女の子と床ゆかにぶちまけれたモノに目を奪われていて、リュックの奥のほうでは、予想外のことが起こり必死の形ぎよう相そうでリュックにしがみつく、真っ黒の〝何か〟がいることなど、誰だれも気づきもしなかった。

　女の子は、

「あわわわ……っ」

　ものすごく動揺したように、ぱたぱたとひざまずいて、床に散らばった……何な故ぜかくまのぬいぐるみや、何故かシュークリームや、何故かフリフリのついたネグリジェや、ありとあらゆるいわゆる『乙女おとめチック』丸出しなモノを拾い上げる。

　まったく軽くないのんびり口く調ちようで、わざとっぽく思えるが女の子の見た目にはあっているので、みんなは『良し』とした。

　そんなアレで。しばらく、女の子の様よう子すに釘くぎづけだったが、何ど処こからか聴きこえた、りりりん、と唄うたうように鳴る鈴すずの音ねに、はっと我われに返り、教きよう壇だん近くの数人の生徒たちが机から立ち上がった。女の子の荷物をいっしょに拾ってあげるために。

「すみません。すみませんっ」

　ぺこぺこ、混乱しているっぽく何度も頭を下げる女の子。

「うん。大丈夫だよっ」

　落ちたモノを拾う笑え顔がおの女子。

　なんだか、おねえさん気分。

「これで、全部でしょ？　リュックの蓋ふたはちゃんとしとかなきゃだぜ？」

　落ちたモノを拾う笑顔の男子。

　なんだか、おにいさん気分。

　みんな、女の子が教室に入ってきたときは、

「なんかみょうちくりんなのキターッ！」

　って思っていたが、今はもう、数分前まで見たこともなかった女の子に興きよう味み津しん々しんだ。

　チビっこ。

　めがねっこ。

　そして、ドジっこ。

　これでもかと見えざる何かの力が働いたような要素がそろいもそろっている。

　これだけそろってると、嘘うそくさいのを通り越して嘘くさいが故ゆえに本当っぽい。いや、もう、信じたい。信じさせてくれ。ありがとう。

「すみませんっ、ありがとうございますっ」

　こちらこそありがとう。

　あいかわらずペコペコしながら、女の子は申もうし訳わけなさそうにみんなからラヴリーな荷物を受け取り、また、リュックの中に押しこんでいく。

「ぐぇぇ……っ」

　というヘタレがつぶれたような音がしたが、誰だれの耳にも届いてなかった。




　そんな波乱とラヴリーをまき散らした転校生のやってきた日の朝、ホームルームが終わろうとしていた。

「……──以上だ。あ、そうそう。最近、モノをよく紛失したりするヤツがいるみたいだから、気をつけるんだぞー。自分で失なくしておいて、盗まれたとか言うなよー。春だからってなあ？」

　春だからなんなんだ。

　本気とも冗じよう談だんとも取れるようなことを担任が言って、転校生を迎えるという一大イベントが終了した。




　いや。




　一大イベントはぜんぜん、ここからだった。




　　　　♪




　あっという間まの昼休み。

「あれ？　咲サヶカ本モトさんは？」

　チャイムと同時に、ランチをいっしょにしようとした女子や、休み時間にできなかった質問タイムを今度こそおっぱじめようとたくらんでいた男子が振り向いたときには、教室の窓側の一番うしろの席に座っているはずの、転校生の女の子の姿はすでになかった。

　というか、休み時間のたびにいなくなっている。あの巨大なリュックもない。

「いったい、何ど処こへ？」

　リュックは、校内を移動中。

「ちょ、ちょ、ちょっと、モモッッ!?　何処行く気？　なにする気!?」

　かわいらしい男の子みたいな声の主──黒猫のダニエルがただならぬ気け配はいを感じてひょっこりと、リュックの奥から顔をのぞかせた。

「え？　なにか？」

　とでも言いたげな表情で、ラヴリーな謎なぞの転校生──モモが手をかけていたのは、




『放送室』




　とゴシック体で書かれたプレートが判わかりやすく貼はりつけてある扉とびらだった。

「今から襲しゆう撃げきを開始しますが、なにか問題でも？」的な躊ちゆう躇ちよのなさで、がちゃこん、と扉を開くモモ。

「ちょ、ちょ────っ！」

　ダニエルはモモを制止しようとするポーズで左前まえ脚あしを伸ばしたまま、でも、身体からだはあわててリュックの中に引っこんだ。このままでは生徒たちに見つかってしまう。そんなワケにはいかないけれど、モモも止めなくてはいけないけれど、このままリュックから顔を出していたら見つかってしまうワケで、もう、どうしようもねえ！

「え？　え？　え？」

　昼休みのゆるゆるとした校内放送のＤＪタイムの準備をしていた放送部員たちが、突然の来訪者、しかも、見知らぬ制服の見知らぬ女の子に呆あつ気けにとられた。

「なにか……っ？」

　動揺丸出しの部長らしき短髪の男子がミキサー卓の前から立ち上がり、モモのほうに向く。

　モモは、にこりと微笑ほほえみ、

「あやしいものじゃありませんっ[image: ]」

　という不ふ審しん者しや丸出しの笑え顔がおで、ずんずん放送室の中を進んでいく。

「あ、あのちょっと!!」

　さすがに、放送部員たちが慌あわてた。

　なにしろ、モモが──

「なにか問題でも？」的なアレでアナウンサーな女子生徒と構成作家スタイルな男子生徒が、五秒後に開始されるはずだった校内放送をおっぱじめようとしていたＤＪブースに乗りこんでいったからだ。

「き、キミっ!?　ぐほ……っ」

　神経質そうな放送部部長は、ＤＪブースに入っていく不審者モモを捕まえようとしたが、絶妙なタイミングで閉じられた扉とびらに激げき突とつした。

「きゃあっ！　部長が泡吹いてる！」

　というアシスタント女子生徒（副部長）の悲鳴もブースの中のモモには届かない。最初から聞く気もなかったけど。

「どもどもー」

　お花畑がとてもよく似合う笑顔でモモは、突然の事態に絶句するアナウンサー女子と構成作家男子が腰かけるテーブルに歩み寄る。

　そして、すでにスタンバっていつでも放送オンエアオッケー状態のマイクをひっつかんで、

「えーっと……」

　喋しやべりだした。

　そのとき、リュックの中のダニエルは思った。

「嗚あ呼あ、こんなことならば、リュックの中から飛び出して、しばき倒してでもモモを制止しておくんだった……。まあ、たぶん、しばき返されただろうけど……」

　どっちにしたって、止めるすべはなかったんだ……。嗚呼、無む惨ざん。

　校内に響ひびき渡る。

　オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイス。

　新しんトウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えん高等部の校舎、生徒教師関係者すべてのひとたちが、

「……え？」

　と動きを止めた。

　おのれの耳を疑った。




『えーっと、はじめまして。本日、どっかからこの王子ってゆう名前なのにぜんぜん王子さまの見あたらない新トウキョウ王子花園学園高等部一年桜組に転校してまいりました、咲サヶカ本モトモモです。どうも。今日きようからこの学校は、あたしが征服しました。むしろあたしが王子です』




「しました!?　すでに征服されてたのか!?」

「王子だったの!?　王女じゃなくて!?」

　とか、みんな、ツッコミどころを間違うぐらいもうなんだかワケが判わけらなかった。

　ぽかんとしていた教師たちは我われに返り、すぐさま放送室に駆かけつけた。が、時ときすでに遅し。謎なぞの支配者（王子）宣言をした転校生──モモは、姿を消していた。

　転校生、咲ヶ本モモの名前は一いつ瞬しゆんにして、学校中のすべての人間に知れ渡ることになった。

「かわいいけどアレなかんじ。だけど、かわいい」

　転校生による転校初日の、放送部襲しゆう撃げき占せん拠きよならびに、校内放送での『王子』『征服』宣言。

　こうして、この日、花園学園に──ひとつの伝説が生まれた。




　　　　♪




「チョロいもんだっ」

　眼鏡めがねをくいっと直すしぐさで、女の子が──モモが言う。

　校内を歩くと、行き交う生徒たちの視し線せんが嫌いやでも集まってしまう。けれど、モモはそんなことを気にする様よう子すもなく、むしろ、

「やっべ。チョー溶けこんでるな、あたしっ」

　自分の〝変装〟ぐあいに自己満足で、百点をプレゼントしたいかんじだった。

「…………マジで？」

　としかし、リュックの脇わきから生徒たちに見つからないように、こっそり顔をのぞかせる黒猫──ダニエルは、泣きたい気分だった。

　最初はこびてるっぽいかんじだったのに、うってかわっての校内放送。

　さっきの放送で、モモの存在は学園内すべての人間の知るところになった。なってしまった。

　なにが『潜せん入にゆう捜査』だ。

　ふっつうなら、こっそりひっそり擬ぎ態たいして周囲に溶けこむのが普通じゃないか。

　なのに、モモは……。

　だいたい、最初っからおかしかったんだ。

「モモがおかしいのは、前からだもんね[image: ][image: ]っ、アハハッ[image: ]」

　なんて言ったら、ボッコボコにされるので絶対口にはできなかったけど、今は、したい。口にしたい。でもそしたら口にして死体……。

「なんでだぁぁぁぁぁぁぁあーっ！」

　ダニエルの心の叫びが思わず声になってしまった。

「もしかして、全部、意味なくて。ただ、やりたかっただけなんじゃ……!!」

　ハッと気づいた。

「なにやってんだよ、モモ！」

「なにって？」

　普通に訊きき返してくるモモ。

「なにじゃないよ！　なんてことしたんだよ！　おかしいんだよ！　全部っ！」

　ツッコミたいところがいっぱいだ。

　まず！

「なにが前の学校の制服だよ！　前に学校なんて行ってないじゃん！　ボクじゃないか、それ用意したの、ボクじゃないか！」

　潜入捜査なら、学校の制服のひとつやふたつ用意しておく。

　でも、モモが、

「この制服、駄ダ作サくね？」

　とダブルミーニングで言ったので、ダニエルがせっせと、モモが気に入っていつも着ているほうの〝カスタム制服〟をさらに改良カスタムして、学校の制服セーラーっぽくした。もちろん、モモによる細かいチェックが入ったから、

「やっぱ、ネクタイでリボンでミニでニーソじゃん？」

　というアレで、ネクタイ的なかんじでリボンが付いててミニプリーツでニーソにしてみた。

　それでもリテイクが何回だったか数えてない。忘却した。

「だいたいモモの見た目って、がんばっても中学生ぐらいなのに、高校に転校生としてやってくるってゆう設定がすでに、無理あるんだよう……」

　ため息がぽろぽろこぼれる。

　ツッコミたいといえば。もうひとつ。

　モモの視力はちょっとした天体望ぼう遠えん鏡きようなみなのに、『眼鏡めがね』着用だったりする。

「アンダーリムのじゃなきゃやだ！」

　というので、これもダニエルが用意した。

　でも、やっぱり、

「こんなもん、つけられるかーっ！　もっと、ラヴリーなのがいいのっ！」

　というので、何個か用意した。たしか、二百三十個目あたりまで数えてたけど、それ以降は記き憶おくにない。忘却した。

　やっとこさで、

「コレ、めっちゃかわいいっ[image: ]」

　はい。今の眼鏡めがねに決定。

　めちゃくちゃだ。

　何かがおかしい。

　モモの中ではちゃんと物事の考えの筋道がはっきりしているようだが。

　それがすでに、ちゃんちゃらおかしい。

　どう考えても、モモの『なりきり転校生』の知ち識しきは、




　──いっぱい偏かたよっている。




　どうも、誰だれかによる故意の情報操そう作さが行われているような気がする。

　といっても、ダニエルに思い当たる『誰か』は、

「〝あのひと〟しかいないなぁ……」

　こんなので、本当にちゃんと『任務』を果たせるだろうか……？

　潜せん入にゆう捜査の成果といえば、まだ、モモのクラス担任が朝のホームルームで言っていた、

「このところ、モノが失なくなったりすることが増えているらしいので、注意するように」

　という情報ぐらいだ。

　サイフなどの貴重品から小物まで、ちょこちょこと大きな問題にならない程度で、失くなっているらしいが。それって、誰か、生徒や学校関係者が盗んでるとしか思えない。

　こういうのを大問題にしたくないのが、まあ、学校というところでもあるけれど。

「今回の〝仕事〟に関係あるのかなあ……」

　それより関係あるない以前の話で、むしろ最初から、こういう任務はモモに向いてないような気がしてならないダニエルだった。

　自分たちの仕事が誰かに知られたら、それを知った者にも影えい響きようが出る恐れがある。本来なら誰にも知られず、誰にも見られずってゆうのがセオリーなのに……転校生って……。

　いつもそうだ。やたら、人の前に出て、人と関係したがる。人に触れたがる。

　それで結局、『前』ばかり見ていた者は、後ろを振り向いて、『後ろ』ばかり見ていた者は、前を向くようになってたりするから、

「どうにも、止とめられないんだよね……」

　やれやれと、ダニエルはリュックの縁ふちにぶらさがるようにぐったりした。

「いいことばっかじゃないって判わかってるくせに。簡かん単たんじゃないんだよ、全部。傷つくのは、自分なのに……ほんとにもう、まったくさぁ……」

　モモも、〝あのひと〟もいったい何を考えているのやら。

「みんな、あたしのラヴリーさにやられてたなー。ふふふふー」

　いっぽうでモモは、上じよう機き嫌げんだった。

　もう何も起こらないことを祈る……。

「さてとー。屋上ってどっちだった？」

　モモがきょろきょろする。

　ダニエルが渡した学園のデータに地図も含まれていたはずだが、渡した本人のダニエルもモモがそれをちゃんと見ているとは思ってなかった。なので、

「あっちだけど……。って、今度は何する気？」

　ダニエルは不安な気持ちでびくびくしている。

「べっつにー、なんもー」

　としかし、モモは軽く言った。

「ねえ、モモー。ちゃんと仕事しようよー……。今回は、潜せん入にゆう捜査だよね？　ねっ、ねっ？」

「バカダニエル。略して、ヘタレ！」

　モモがちっちゃく怒ど鳴なる。

「えぇっ!?　しかも、略じゃないしっ！」

「うっさい、聞けっ！」

「はい……」

　これ以上言ったり言われたりしてると、拳こぶしが飛んできそうだったので、ダニエルは、うなずくことにした。が。

「いい？　あたしは今、転校生なの」

「うん。そうだよ。そのとおりだよ。ちゃんと判ってるんじゃないか。判ってあんな……」

「で！」

「で？」

「なに？　判んないの？　こんな薄はつ幸こうの美少女転校生が……ひとり屋上ってシチュエーションが萌もえ──……」

　とモモが言ったところまでで、ダニエルはため息がこぼれ落ちそうになった。

　美少女って、自分でゆうし。

　あーあ。

　いつもこんなだ。

　結局、そうなんだ。

　何ど処こへ行っても、何処までいっても、モモとダニエルは、こんなかんじだった。

　それは想おもい出でと呼べるような、感傷的で綺き麗れいなモノじゃない。

　かわいいモノじゃない。

　ここにくるまでのいきさつなんて、たいしたことでもない。

　今は、此こ処こに居いる。

　ただ、それだけ。

　いつも、それだけ。







「──あれ？　先客？」

　屋上に通じるドアノブに手をかけた瞬しゆん間かん、モモがぽつりつぶやいた。

　感覚のはじっこのほうに、引っかかる何かがある。

　たぶん、誰だれかがすでに屋上にいる。これからモモがしようとしているように、立ち入り禁止の張り紙を無視した誰かが。

「えっ？　でも、そんなの感じなかったよ？」

　ダニエルは、誰もいなさそうだとリュックから出ようとしたが、あわててまた中に引っこんだ。

「あたしも。さっきまではね。まっ、行ってみれば判わかるって」

　さらりと言って、

「ちょっと、モモもっと慎しん重ちようにっ」

　とダニエルが言う前に、モモは迷うことなく、がちゃこん、と重い鉄鳴りのするドアを開いた。

　モモが、一歩屋上に出る。

　春色のあたたかい風がモモの長い黒髪をすべって、通りすぎていった。

　ここは、高等部の東側の校舎の屋上だ。モモが加わった一年桜組は、南側にあって、ここまではけっこう距きよ離りがある。とにかく広い校舎の中で、わざわざこっちの棟の屋上を選んだのは、ただの、モモのなんとなくだったはずだが。

「やっぱり、誰も……いない？」

　ダニエルがちいさく言う。

　人ひと影かげはない。気け配はいもない。

　屋上は、バレーでもバスケットでもよゆうでできるくらい広々としていた。背の高い金かな網あみに囲まれている。よじ登っても向こう側に行けないようになっている。たとえそれができたとしても待っているのは、空中と、とげとげの鉄てつ線せんだ。痛いのはゴメンしたい。

「うーん。あっちか……」

　としかし、モモは、さくさく屋上を進んでいく。目の前に見えるのは、非常用の給水塔タンクだった。

「あそこ？」

　ダニエルが訊きく。

「たぶんねー……」

　あいまいにモモはうなずいた。

　反応のある感覚が稀き薄はくだった。普通の人間なら、もっとその〝意志〟を感じるはずなのに。

「よっこらしょっと、うんしょっと……っ」

　ためらいもなく、スリッパ履ばきの上靴のままスカートを風にひらひらはらはらさせ、

「……し、下着見えてない？　だいじょうぶ……？」

　なんて、ダニエルは、誰だれかが見てなくてもドキドキしつつ、モモは、誰が見てたとしてもあんまり気にしない。さくさくと給水塔にかけられたハシゴをよじ登りはじめた。リズミカルに、巨大なリュックを背負っているとは思えない軽かろやかさで。

　上へ上へ。

　かつんこつんかつんこつん。

　あっという間まに、ハシゴを登っていく。

　すると。

「ん？」

「やっぱり誰かいるね」

　モモもダニエルもそれに気がついた。

　小型のスピーカーが鳴っているらしいひび割れた歪ひずんだ電子音「ピコピコ」とか「ががががー」とか。それに交じって、パチパチとプラスチック的なモノを指で弾はじく音が聴きこえる。

「原始の音ね、コレって」

　つぶやきつつ、モモが顔をのぞかせる。

　給水タンクの上は、狭めの六畳ワンルームくらいのスペースになっていた。

　そこに、ひとりの少女が──体育座りで、手に持った古い携けい帯たいゲーム機きをやっていた。

　ゲーム機に刺さっているのは、これも古いＲＰＧだ。

　それもたいへん高名なクソゲー。

　なんで、こんなところで、そんなクソゲーを？

　とか、何な故ぜかそれについて知っているダニエルがそんなことを思う前に、

　──モモが動いていた。

「どうも……っ」

　てへっ、と嘘うそくさい照れ笑いを浮かべて、モモは、間違ってこんなところに登ってきてしまったドジっ娘こ転校生の雰囲気を平然とかもしだしてみる。

「…………？」

　けれど、モモを無視するかのように、少女は体育座りのまま、短い髪の毛をぴくりともさせることなく、ゲームの白黒液晶に視し線せんを固定させている。ただ、黙もく々もくとゲームをやっている。たのしそうには見えない。

　不ふ思し議ぎな子だった。

　制服スカートの下に体操着ジヤージを着こんでいたり、散ざん切ぎりの髪が寝グセなのかハネハネになっている。自分の容よう姿しには無む頓とん着ちやくなよう。

「ここ、大丈夫ですか？」

　相席でも求めるみたく言って、あくまでもかわいらしい天然ドジっ娘こを演じつづけながら、モモは、よいしょっ、と巨大なリュックをしょったまま息も切らさずハシゴを登りきった。給水塔の上に降り立つ。

　そして、そのまま、少女がゲームをやっているすぐとなりに、リュックごとドカッと腰を下ろした。

　……。

　…………。

　…………。

　……………………。

　……………………。

　…………………………………………。

　…………………………………………。

　沈黙がつづく。

　ぴこぴこ、とか、ばしゅぅぅ、とか、８ビットのゲーム音が響ひびかずに風にかき消される。

　──と。

　不意に、ピコン。と今までとは違う電子音が鳴った。

「…………終わり……」

　モモのとなりの少女が聞き取れないくらいの声で言ったのか言ってないのか、不意に立ち上がった。ダニエルがリュックの中で、もしかして、自分の存在に気づいたのかもと、びくびくした。が、それとは無関係に、少女は、とぼとぼ歩きだし、ハシゴのほうに向かっていく。

　モモは、それを黙だまって見送る。

　その視線に気づいていたのか、そのときようやく気づいたのか、少女は、ハシゴの手すりに触れながら、

「…………好きに使っていい……」

　と、今度は聞き取れる声で、ぽつんと空気をこぼすように言った。

　自分の所有地の使用許可を出しているようにも、ここは誰だれの場所でもないから勝手にすればいいと言っているようにも聞こえた。

「うん。さんきゅー」







[image: ]







　モモは、するするハシゴを下りていく少女にそう言って返した。

　しばらくして、ばたん、とちいさく屋上のドアが閉まる音がした。少女が出て行ったらしい。

「変なヤツ……」

　ダニエルがつぶやく。ようやく誰もいなくなり、堂どう々どうとリュックの中から出ることができた。

「あのコだけなんだよねー」

　モモが言った。

「え？　あいつが、どうしたの？」

　ダニエルが訊きくと、モモは、予想外の表情をした。

「クラスのやつらと違ってた。ホームルームのとき、あのコだけ、あたしにまったく興きよう味みを持ってなかったんだよねー」

　そう言って、でも何な故ぜかうれしそうに笑った。あれだけ自分のラヴリーさ加減をアピールしまくっていたから、それにヤラレてないなんて怒りだしそうなのに。

「そうなの？　てゆうか、モモのクラスにいたんだ、あんなの。ぜんぜん気づかなかった」

　ぽかんとするダニエル。教室にいるときは、見つからないようにリュックの中だったが、一応モモが所属することになるクラスについては、一通り調しらべたはずだ。

　なのに、さっきの少女に関しては、ほとんど記き憶おくにない。

　けど、モモはちゃんと把握していた。

　ひとりひとり、ちゃんと。

　少女は──新しんトウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えん高等部一年桜組の教室、窓側の席うしろから二番目、モモの前の席に座っている。

「たしか、名前は……」

　ダニエルは自分の情報処理が甘かったと反省しつつ、あらためてデータとさっきの少女を照らし合わせようとした。

「──那ナ由ユ多タソラ」

　としかし、モモがその名前を先に口に出して、それを音にした。

　風に乗って、春の温度に透すき通って響ひびく。

「ちょっと、おもしろくなりそう……かな？」

　そのとき、







　ガシャン。







　また、屋上のドアが開いた。

「立ち入り禁止だっつーの」

　自分のことを棚に放り投げすっかり忘れて、平然と文句を言うモモ。

　けど、その表情に変化があるのをダニエルは見逃さなかった。

　嫌いやな予感がする……。

　いろんな意味で。




　　　　♪




　屋上にやってきたのは、数人の女子生徒だった。上うわ履ばきや制服のリボンの色を見れば、モモと同じ一年生だということが判わかる。

　計四人の女子生徒たちは、モモとダニエルが身をひそめる給水塔から少し離はなれた場所に、ゆっくりと歩いていく。

　金かな網あみに突き当たったところで、先頭を歩いていた、いや、歩かされていたひとりがうしろの三人を振り返った。

　三人に何かを言っているその女子生徒は、かわいらしい感じの子だったが、真剣というよりは、何ど処こかおびえた表情をしていた。視し線せんが定まらず、唇はかすかに震ふるえている。

　三人の真ん中に立つ、整ととのった顔立ちをした女子生徒が、にっこりと微笑ほほえんだ。ゆるやかに前に出てきて、目の前の子に近づいていく。

「ねえ、モモ。なにやってんだろーねー……って、ぐぇぇっ！」

「落ち着けっ、そして、かがめ！　さすれば、見つからん！」

　なにごとかと給水塔の上からのぞきこもうとしたダニエルを、モモがハイテンションで地面にこすりつけるように押さえつけた。

　そして、次の瞬しゆん間かんには、







　パンッ。







　乾いた音がした。

　風に乗って、モモとダニエルの耳まで届いてきた。

　三人のリーダーっぽい女子が、目の前の女子生徒の頬ほおを平手でたたいた。

　手で頬を押さえて、地面にうずくまる女子生徒。それを合図のようにして、リーダーっぽい女子の傍かたわらにいたギャルギャルしたふたりが、

「バーカ。なに、逆さからってんだよ」

「うぜーから、顔見せんな」

　とか、さんざんな言葉をあびせる。オマケに、女子生徒の髪の毛を引っ張って、赤く腫はれた頬と、痛みと恐怖でゆがんだ顔を見て、ゲラゲラ笑い出した。

「……なんだかなぁ」

　ダニエルは、ため息が出た。

　たかが人間の子供のやることとはいえ、こういうのは哀かなしいのと虚むなしいので胸がいっぱいになりそうだ。

「見てらんないや……」

　尖とがった耳をたらし、ダニエルは前脚で黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをおおって、その場にふせた。

「イジメかっこ悪いよ。……ってか？」

　ぽつり、感情のない声でモモがこぼした。

「……あんたたちなんか……っ」

　痛みの走る頬ほおを手で押さえ、女子生徒がどうしようもなく嫌けん悪おした目でつぶやく。

「なんだよ、その目はっ！　ムカツクんだよ！」

　傍かたわらのギャルギャルしたうちのひとりが、女子生徒の、彼女の態度が気に入らないと、その制服の襟えりもとをつかんだ。

「文句があるんなら、デカイ声で言えよ」

　無む理り矢や理り彼女を立ち上がらせる。

　しかし、彼女は、聞こえない声でぶつぶつと何か呪じゆ文もんのようにつぶやくだけだった。

　その手に、ちいさな小石のようなモノがにぎられていることに、モモが気づいた。

「……あ、そっちか……」

　そんなときだった。

　閉じられた屋上のドアがまた開いた。あわただしく誰だれかが飛び出してきた。

「ちょっと、アンタたち！」

　また女子生徒だった。長い髪を耳にかけている。その長い髪の女子生徒は、走ってきて、イジメられていた子と、イジメていた三人の間に割って入った。

「何やってんのよ！」

　イラ立った表情で、リーダーっぽい女子とほかのふたりをにらみつける。

「べつに、遊んでただけよ」

　悪びれる様よう子すもなく、しれっとリーダーっぽい女子が言う。ほかのふたりも「そうそう」とか言ってそれに賛さん同どうした。

「こんなこと許されると思ってるの？」

　長い髪の女子は、汚いモノでも見るような目で、三人を見る。しかし、リーダーっぽい女子は、ひるむことも気にすることもなく、

「あ、もしかして、いっしょに遊びたかった？　ごめんねー、仲間はずれにしちゃってぇ」

　オーバーなリアクションで肩をすくめた。

　ほかのふたりが、ゲラゲラと笑った。

「ふざけないで！」

　長い髪の女子が、ついには怒ど鳴なった。

「はいはい。マジになんないでよね。今度、遊ぶときはちゃんと仲間にいれてあげるからっ」

　それでも、三人は悪びれる様子もなかった。そして、リーダーっぽい女子は、長い髪の女子と、まだうずくまって泣いている女子生徒に背を向けて、出口へとさっさと歩きだしてしまった。髪が優ゆう雅がに風に踊る。

　そのうしろにふたりがつづいた。

　ガチャン！

　景気よく屋上のドアが開き、しめられた。

　その鉄鳴りがやけに耳みみ障ざわりに響ひびく。風がぬるく音を押し戻していく。

「大丈夫……っ！」

　泣いたままの女子生徒に駆かけ寄る髪の長い女子。

　だが、

「……──ほっといてっていったでしょ！」

　と、差し出された手を拒こばんで、なおかつ、髪の長い女子を押しのけた。

「きゃ……っ！」

　思いのほか強い力で押され、髪の長い女子は、バランスを崩してよろよろと屋上のアスファルトの上に転んでしまう。

「………あ……っ」

　とっさに声が出て、長い髪の女子に近寄ろうとした女子生徒だったが、目をふせ動揺しているのか視し線せんをきょろきょろと這はわせる。

　そして、

「……ホントに、もういいからっ！」

　そう叫んで、長い髪の女子の横を走って屋上から出て行ってしまった。

　呆ぼう然ぜんとして、それから、ひとり残された長い髪の女子が立ち上がる。誰だれもいなくなった屋上のドアを見つめ、叫んだ。

「私たち親友でしょ……！」

　鉄鳴りのするドアを突き抜けて、彼女の耳まで届いただろうか。

　すると、

「──……あっ！」

　ようやく、ダニエルも気づいた。

「〝意志〟のチカラが強くなった……っ！」

「そうだね……たぶん、もう……」

　そう言うモモの、声のトーンがさっきまでと違っている。

　気になって、ダニエルが顔を上げたときには、

「ふふんっ。でも、これで〝あっち〟がどう出るかだねっ！」

　とか、無む邪じや気きにはしゃぐモモは笑え顔がおだった。




　けど、

　その目は、ちっとも楽しそうじゃなかった。







　昼休みが終わる間ま際ぎわ。

　教室に戻る前に、となりの教室をのぞいてみた。

　イジメにあっていた女子生徒がうずくまるように机に伏せっていた。

　それを、長い髪の女子が、じっと教室の隅すみから見つめていた。

　ただそれだけだった。

　ほかの生徒たちには、なんのへんてつもない、いつもの光景のようだった。

　本当は、違っていた。

　それに気づいたのは、今日きようこの学校にやってきたばかりの風変わりな転校生ただひとりだった。




　　　　♪




　闇やみの中。

　影かげの中。

　ふわふわと浮かび上がる。

　シルエット。

　もこもこの、シルエット。

　闇の中、ゆかいそうな声が響ひびいて、消える。

「──どうですか？　いかがですか？」

　声は、左からやってきて、右へ過ぎていく。

「たのしいでしょう？」

　声は、上からやってきて、下へ沈んでいく。

「いえいえいえ、いいんですよ。いいんです。それは、貴女あなた自身の〝意志〟なのですから」

　シルエット。

　浮かび上がるシルエット。

「ひゅるるるるー」

　器用な、奇妙な、笑い声だった。

「言ったでしょう？　その〝石〟に願ねがえば、貴女の〝意志〟を現実のモノにしてくれる、と」

　もこもこのシルエットは、ふわふわと闇の中をいったりきたりする。

「ひゅるるるるー。きっと、お役に立つと思いますよ。どうしてかって？　当然なのです。それは貴女のための貴女による〝意志〟なのですから、どうぞご自由に使ってくださっていいんですよ？」

　浮かび上がる闇のシルエット。

　もこもこの、

　羊だ。

　頭だけが羊の人型ラムズヘツドが、闇やみにもこもこと浮かんでいた。

「いえいえ。こちらにはお構いなく。慈じ善ぜん事業みたいなものですから〜、ひゅるるるるー。貴女は、その〝意志〟のおもむくままに……貴女の〝意志〟を叶かなえてください」

　くるりと方向を変え、しかし何かを思い出して、また、こちらに向く。

「ああ、そうでした。ひとつ、お話を。もしかすると、あなたの〝意志〟を阻そ止ししようとする、とてもとても『悪いヤツ』が現れるかもしれません。お気をつけくださいねぇ。ひゅるるるるー。まあ、あくまで仮のお話ですので。あまり気になさらないよう。ひゅるるるるー」

　そして、笑って、闇やみに溶けた。

　居いなくなった。

「……これなら、私は、あいつらに……？」

　闇に向かって、声が鳴った。

　そこにいたのは、ひとりの女子生徒だった。

　その制服は、このあたりでは知らない人間などいない──新しんトウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えん高等部の……、




　闇は、密ひそかにうごめいて、

　たしかに、広がっていた。




　　　　♪




　夜。

　半分の月が空に浮かんでいる。

　半分は笑え顔がおで、半分は見えない。

　もしかすると、泣いているのかもしれない。




　月の光をさけるように、暗闇の中を影かげが動いていた。

　時刻は、とっくに深夜零時を過ぎて、あたりは静まりかえっている。

　遠くで鳴る救急車のサイレンの音と、それに反応して吠ほえる頭の悪そうな犬の鳴き声が耳に噛かみついてくる。

　影は、とある建物の中に身を隠しこの時間になるのを待っていた。『学園』から、誰だれもいなくなるときを。

　警けい備び員いんがさっき見み廻まわりにきたが、テキトーに電灯ライトを照らしただけで、さっさといなくなってしまった。

　心しん臓ぞうが今にも口から飛び出てきそうなほど、激はげしく脈を打っていたが、何な故ぜか嫌いやな気分ではなかった。むしろ、これから起こることを思うと、心ここ地ちがよい気すらした。

　興こう奮ふんを抑えきれない影かげは薄うすら笑いを隠しながら、校舎の中から、北校舎の裏手にある第三グラウンドに出た。

　そこで、影を待っていたのは、

「おっそーい」

　昼間屋上にいたリーダーっぽい女子だった。

　もちろんその傍かたわらには、ギャルギャルしたふたりもいる。

「わざわざ、友達にＩＤ渡して、先に帰らせたりとか、メンドくせーことしたんだからさー」

「判わかってんの？　あんたのためにこっちがチョー努力したんだよ？」

　ふたりはケラケラと笑う。下劣に。

「盗とってきた？」

　笑い声にたのしそうな微笑ほほえみを浮かべた、リーダーっぽい女子が影かげに訊たずねる。

　影は無言で、ゆっくりと首を縦たてに動かす。

　と、

「マジで？　ぶははははははっ、ホントに盗んできてやんのっ！」

　傍らのふたりが、こらえきれないというように噴ふき出した。

「あんたたちが盗んでこいっていったんじゃない……」

　視し線せんを地面に向けたまま、影は怒りを殺した声でちいさく言った。

「じゃあさ、ほら、出してよ。来週のテスト問題のプリントっ」

　リーダーっぽい女子が言う。

　その科白せりふを待っていたように、影はさらに三人に近づいていく。ゆっくり。ゆっくりと。

　しかし、影が二メートルほど手前までやってきたところで、傍らのギャルっぽいひとりがこらえきれず、再び噴き出す。

「バッカじゃねーの、コイツ！　マジかよ！」

　影が首をかしげて、傍らのひとりを見てから、次に、真ん中のリーダーに目を向けた。

　そっちも笑っていた。

　あざけるように。

「アハハハハッ。ホント、バカみたいっ！　べつにいらないのに、そんなもの」

　リーダーの女子は、しれっとそんなことを言ってのけた。言葉を浴びせられた影がうつむきながら、拳こぶしに力を入れ、肩を震ふるわせる。

「あなたたちが、盗んでこいって言ったんでしょう……？」

「言ったっけ？」

　リーダーの女子がわざとらしくとぼけた。

「そうじゃない。……消しゴムとかノートから、お金やサイフまで……全部、あなたたちが私にやらせたこと……」

　影の声が上ずって震える。

　しかし、リーダーっぽい女子も傍らのふたりも、口もとにへらへらとしたあざけり笑いを浮かべたままだった。

「静かにしなさいよ。見つかってしまうでしょ」

　ひどく冷たく、リーダーっぽい女子は影かげが騒さわぐのをやめさせようとする。

　傍かたわらのひとりが笑いながら言う。

「べつにいいじゃん。どうせ、あんたは最初から『万引き犯』なんだからさ。今さら、ひとつふたつモノが増えただけで、結局、犯罪者なんだから！」

　ケタケタ笑う傍らのふたり。

「ビックリしたわぁ。あの、真ま面じ目めで人気者のあなたが、コンビニで万引きなんて……！」

　大おお袈げ裟さな身振りで、リーダーの女子はわざとらしく表情を曇くもらせた。

「私は……盗もうなんて……」

「それはおかしいわ。だって、あなた、カバンの中に入れてたじゃない。お店の商品を」

「入れるつもりじゃなかった……ただ……」

「ただ、何？」

　リーダーの女子は、冷めた表情になる。

「魔まが差したとか？　アハハハハッ、だから、バカだっつーんだよ！」

　お上品に振ふる舞まっていたさっきまでとは表情も言葉づかいも豹ひよう変へんする。崩れた。

「ぶわぁっはっはっっはっはっはっはっ！」

　表情をくずして、リーダーっぽい女子は、げらげらとお腹なかを抱えて笑いだす。

「だっせーなー！　そんなバカだから、ワタシらに万引きしてるトコ見つかるんだよ！」

「うるさい……うるさい……！」

　影は──あの屋上でイジメられていた女子生徒の彼女は、視点の定まらない目からどぼどぼと大粒の涙を流す。

「ほんと、中等部のころからずっと目め障ざわりだったんだよね、アンタって。いっつもワタシより目立ってさあ。サッカー部の先せん輩ぱいとかも、あんたのこと好きとかゆうしさー。マジうぜーっての」

　リーダーっぽい女子は、逆さか恨うらみとねたみで女子生徒のことをイジメていた。

　たまたま、コンビニで、魔が差して商品を万引きしようとしていた彼女を偶ぐう然ぜんに見つけたのがきっかけだった。

「言うこと聞けば、黙だまっててあげる」

　と、彼女にさらなる盗みをさせた。べつにそれがほしくもなかったし、お金に困っていたワケでもない。ただ、おもしろがっていただけだ。

　これまで学校で、小物やお金、サイフが失なくなっていたのは、このせいだった。

「うるさい……黙れ………っ」

　うわごとのようにつぶやく彼女。

　と、彼女の精神的なダメージを知った上で、さらに傷を深くえぐるように、傍らのひとりがむやみに近づいてきた。

「なに、なに？　ぜんぜん、聞こえないんですけどぉ[image: ][image: ]？」

　頭のネジが一本取れてしまった口く調ちようで、だらしなく下品に笑う。

「………………ッッ」

　彼女は、うつむいたまま、手を強く強くにぎりしめた。その手の中にあるモノにつぶやく。

「ちょっと！　何やってるの！　やっぱり、あんたたち……！」

　そんな中、闇やみの中から声が鳴って、屋上で彼女を助けようとした長い髪の女子が、そこへ走ってやってきた。

「ケータイもつながらないし、あなたのウチに電話したら、まだ学校から帰ってないってゆうから……まさかと思ったけど……」

　心配してここまでやってきた。

「また、オマエかよ。ストーカーか？」

　リーダーっぽい女子は、飽き飽きして首を振った。

「黙って！　あなたたち彼女に何をしたの!?」

　長い髪の女子は、呆ぼう然ぜんと泣き崩れる彼女の傍そばに駆かけ寄ろうとする。

　しかし、

「ムカツクんだよ。オマエさー。マジうざいんだけど」

　彼女と長い髪の女子の間に、さっき近づいてきたリーダーの傍らにいたひとりが割って入ってくる。

「どいてよ」

　長い髪の女子は、にらみつける。

「うぜー」

　へらへらと、傍らのひとりはバカにした表情をする。

「……っ！　ねえ、帰ろう！　こんなやつらのことほっといて、帰ろう！」

　彼女は、目の前のひとりを無視して、彼女に話しかける。

「うるさい……うるさい……うるさい……」

　だが、彼女の様よう子すがおかしかった。

　右手のひらをゆっくりと広げる。

　そこには、直径三センチほどの青みがかった黒ずんだ小石があった。人の手によって研けん磨まされているのか、それとも自然とそうなったのか、〝石〟は丸みをおびた形をしていた。

　月の光を吸いこんでいるように、石が鈍にぶく光を映す。

「アハ……ハハハハハハハハハ……ッ！」

　突然、彼女が笑いだした。顔を上げると、涙を流したまま、絶望的に哀かなしい目で瞳ひとみの中の月に鬱うつる。

「どうしたの……っ!?」

　彼女の様子に、長い髪の女子は困こん惑わくした。

「な、なに？　気持ちワルっ」

　リーダーっぽい女子は、今、目の前にあるものが『狂気』だと気づきも、気づこうともしなかった。

「ねえ、どうしたの……!?」

　長い髪の女子が叫ぶ。

　しかし、彼女は声に応こたえることなく、真っ暗の夜空に向かって、うわごとのように、

「お願ねがい。私の〝意志〟を叶かなえて……！」

　嗄かれる喉のどを鳴らした。そして、

　それは、

　瞬しゆん間かん。

　だった。

「な、なんだ、オマエ！」

　さすがに彼女の異常を感じたのか、威い勢せいばかりの虚きよ勢せいをかます、傍かたわらにいたひとりだったが。

　彼女の、手のひらの上の〝石〟が、ぐにゃりと形と大きさを変える。できあがったのは、リレーに使うバトンくらいの棒ぼう状じようの筒つつだった。夜には眩まぶしいくらいに奇抜な緑みどり色いろの。

　一瞬。

　彼女につかみかかろうと、さらに近づいていった傍らにいたひとりは、

「え……？」

　という声と、瞬まばたきをするたったその短い間で、その場にいるすべての目の前から──消えた。

「どういう……？」

　長い髪の女子が目を見開いたその刹せつ那なに、また、リーダーっぽい女子の傍らのもうひとりが、




　バグンッ。




　あっさりと消えた。

「な、な、な、な、なによ!!　どうなってんのよ!!　なんで、誰だれか…………ヒッ!!」

　リーダーっぽい女子の声が、ひゅっと詰まる。

　空気が途中で詰まって、心しん臓ぞうが肋ろつ骨こつと皮ひ膚ふを突き破って出てきそうなほどの衝しよう撃げきが走った。

　信じられない。

　目の前で起きていること、目の前にいる──ソレが、信じられるはずがない。

　彼女が、リーダーっぽい女子に、その手に持った棒ぼう状じようの筒つつの先を向けていた。







　ビュルルルルウウウウウウウウッッ!!







　彼女の持つ棒ぼう状じようのソレが襲おそいかかってきた。

　特大のにゅるにゅるした──緑みどり色いろのミミズのバケモノが大口を開けて、地面ごと、リーダーの女子を丸ごと呑のみこんだ。

　彼女の持つ棒から生はえるようなミミズは、棒の尖せん端たんから徐じよ々じよに頭部にいくにつれ太くなっている。二メートルほどのところでは太さも二メートル近くあるとんでもない大きさだった。

「アハハハっ！、あははははははははは！　みんな消えればいいんだ！」

　涙を垂れ流しながら、彼女は狂い笑った。

「何をしたのッッ……!?」

　恐怖で表情を強こわばらせながらも、目の前で起こった現実を受け入れることができず、長い髪の女子が、悲鳴を発した。

「ええ？　何をしたって？」

　瞳どう孔こうが開きっぱなしの視し線せんが、ぎょろりと向く。

「消したんだよ？　だって、目め障ざわりだもん。あいつら、私が万引きしようとしたの見つけてさ。ただ、魔まが差しただけだったのに。そう、私は悪くないの。なのに、おどして、ほかのひとのモノを盗とったり、お金を盗ってこいって……。今日きようも、テスト問題を盗んでこいなんて……でも、もう、そんなことしなくていいの……もう、消したから」

　身体からだをひくつかせ、彼女は笑え顔がおを浮かべる。

「あ、そうだ。あんたも消してあげる。ほんといつもいつもさ。タイミング悪いんだから。ウザイのよ」

「…………え？」

　長い髪の女子は、自分のしてきたことを、彼女を親友だと思っていたことを、すべて否定された。

　けれど、それらについて、よく考えを巡らせることも、哀かなしむこともできないで、







　バグゥゥゥゥゥッゥッ……！







　緑みどりのミミズに食われた。

　消えた。

「アハハアハハハハハハハアアハハ！　ほら消えた！　消えたよ!?　あいつらも！　あいつも！　親友親友って、バカみたいに言って！ 私のこと哀あわれんで、可か哀わい想そうだとか思ってたんでしょ！　昔っからそう！　私が頼みもしないことをやって、それで、誰だれかにほめられて！　私が惨みじめな思いをしているなんて考えもしなかった！　ありがとう、〝羊〟さんっ。もう、大丈夫だわ。そう、みんな消えればいいのよ！　みじめに消えちゃえばいい！　この〝意志〟で、全部、消せるんだから……っ！」

　彼女の狂気は、確かく実じつに闇やみに広がっていった。

「〝羊〟さんがくれたこの〝石〟のおかげだわ……！　こんなにすっきりした気分っていつぶりかな？　あんなに悩んだり落ちこんでたりしたのが嘘うそみたい……っ！」

　だが、

「──本当？」

　ふいに暗闇の向こうから声が鳴った。

「本当に、そんな風ふうに思ってる？」

　空間に透すき通るような、オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスだった。

　そこは何もないただの暗闇。ぼんやりと真っ白いシルエットが浮かんできた。

「ちゃんと見なよ、自分の〝意志〟が具現化した姿をさ。そんなキモくて、ダサくて、さみしいやつ」

　しかし、声は、今度は視し線せんの先にある暗闇ではなく、すぐ耳もとで鳴った。

「エ……ッ!?」

　彼女が振り返る。と、そこには、

「うぃーっす」

　軽い調ちよう子しで、声が言った。

　真っ白い姿が、暗闇に鮮あざやかに映はえていた。

「あんたは転校生の……ッ!?」

　声がひっくりかえって上ずる。彼女はその場から飛とび退のくように後ずさった。

「はい、そうですっ。転校生ですっ！　じゃーんっ！」

　何な故ぜか、片手は腰に、もういっぽうはピースの形の指を逆にしてウィンクしてる目もとにもってくるというポーズを取る。

　そこにいたのは、真っ白なワンピースに身を包んだ──今日きよう、まだ四月だというのに高等部一年桜組にやってきた──転校生だった。

　巨大なリュックをしょって校内をうろうろしていたり、とんでもない美少女なのに、校内放送でおかしなことを宣言したりと、すでに学内ではかなりの有名人だった。

「な……っ、なんでここに!?」

「あんたが、その〝意志〟ってか、その手の中の〝石〟を持って、のこのこ出てくるのを待ってたんだよんっ[image: ]」

　転校生──咲サヶカ本モトモモは軽口で、狼ろう狽ばいする彼女とは逆に、場違いなハイテンションではしゃぐ。かみ合わない空気がよけいに彼女の心をかき乱した。

「しっかし、気色悪いね。それ」

　うねうねと彼女の周りをうごめいている緑みどり色いろの特大のミミズに、モモが顔をしかめた。

「なら、見なければいいでしょ」

　彼女が返す。

「ああっ、そういうこと？　あんたが〝羊〟さんの言ってた『悪いヤツ』ね？　だったら──あんたも消してあげるッッッッ!!」

　彼女は棒ぼう状じようの筒つつをモモに向ける。それと同時に、ミミズが襲おそいかかってくる。

　だが、

「な──っ!?」

　彼女は絶句した。

　モモが、その細く花きや車しやな腕一本で、ミミズを受け止めていた。

「なんでッッッ!?」

　大きく目を見開いて、彼女はうろたえた。

　自分は強い〝意志〟を、大きな〝チカラ〟を手に入れたはずなのに、どうして!?

「答えは、ひとつ！　──あんたの〝意志〟が弱っちいから！　アンド！　あたしが『最強』だから──っ!!」

「って、答えひとつじゃないし！」

　と、かわいらしい男の子の声がして、暗くら闇やみの中から、黒猫──ダニエルが転がるように飛び出してきた。赫あかい首くび輪わの大おお袈げ裟さな鈴すずが、りりりん、とやかましく鳴る。

「モモっ。あいつもう、『幻魔ゲルマ』の〝意志〟に引きずりこまれてるよ……っ」

　残念そうにダニエルは言った。

　が。

「知ってるっ！」

　親指を押っ立てて、かわいくおどけてみせるモモ。

「知ってるんなら早くしなよっ！　あいつ、狂鳴現象ハウリングを起こしちゃうから……!!」

「判わかってるって、ダニエルっ！」

　言って、モモは、彼女に向き直った。

　彼女は、特大のミミズにつながった棒ぼう状じようの筒を握りしめながら、小刻みに震ふるえて、歯をがちがちと鳴らしていた。

「あんたも、目め障ざわりだ目障りなんだよ！　目障り目障り……メザワリメザワリメザワリメザワリメザワリメザワリメザワリメザワリ………」

　彼女の想おもいが狂鳴する。

　私は、みじめだった。

　あんなやつらにイジメられて、おとなしくしたがって。

　親友なんて名前ばかりの偽善者に、哀あわれに思われて。

　イヤだ。

　そんなのは、イヤだ。

　私を見るな。

　私の前から、消えろ。

　みんな、消えろ。

　メザワリだ。

　やっと、自分の〝意志〟を叶かなえることができたのに。

　メザワリなモノを消すことができたのに。

　邪じや魔ましないで。

　ジャマシナイデ。

　キエロ。

　キエロ。

　メザワリナモノ、キエテシマエ。

「全部消えて！」

　彼女は、心の〝闇〟に負けていた。

　だけど、モモはそんな彼女に、

「それで？　なに？　あんたの前から消えたら、あんたはどうするの？　ひとりぼっちでどうするの？　なにがしたいワケ？」

　さびしげな瞳ひとみで見つめる。

「ひとりぼっちになって、それを受け入れられなくて、どうせまた、泣くんだよ？」

　あきれた風ふうに、モモは首をかしげる。

「それじゃ、意味なくね？　だって、ひとりぼっちじゃなんにもできない。その一いつ瞬しゆんは『楽』かもしれないけどさ。なんにもならない。そりゃあさ、楽なほうにいっちゃえば簡かん単たんだよね。傷つきたくないから、楽なほうってさ。そんなのってどう？　どうなの？　此こ処こに居いて楽しいワケ？　それじゃ世界なんて無いのといっしょ。だってさ、今の状況から逃げるチャンスはいくつかあったんじゃない？　でも、それを選ばなかった。今さら、楽を選ぼうとして、そんなちっぽけな〝意志〟に振ふり廻まわされてる。なんか、ほんと、そういうの──ムカつくんだよね……！」

　モモの表情が一変した。

　キッと目を見開いて、彼女を真まっ直すぐに向いた。

「ウルサイウルサイウルサイウルサイ……！」

　彼女は、大きく首を左右に振る。

　ミミズが動いて、モモを呑のみこんでしまおうと大口を開いた。

「ヒャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　彼女が吠ほえた。

　ダニエルがあわてふためいて、じたばたモモの足にしがみついてきた。しかし、モモはそれをかるく足払いではねのける。ころころと地面をローリングする黒猫。

「ダニエル！　幻魔ゲルマの〝意志〟を持つ対象者は、こっちへの敵対行動を取った。──ってことで、いい？」

　モモがはしゃいだ声を上げる。目がランランと輝かがやいてきた。

　本当は、もうさっきから戦いたくてずっと、うずうずしっぱなしだった。

　転がっていたダニエルが、よろよろと身体からだを起こす。そして、モモの様よう子すを見て、

「もう……、止められない……！」

　と悟った。

　結局、こうなるのか……。

　結局、こうなっちゃった……。

『上』になんて、報告しよう……。

　まあ、いつものことだけど……。

「いいや、もう……。よし、モモっ！　こうなったら──やってやれだよっっっ!!」

　ダニエルがやけくそ気味に二足歩行で叫ぶ。

　それを待ってましたとばかりに、

「よっしゃーっ！　んじゃあ、おっぱじめますかぁ[image: ][image: ]ッ！」

　モモは、手を叩たたいてガッツポーズをする。

　そして、ミミズの巨体が重力を無視してものすごい速さで襲おそいくるのを、ひらりと簡かん単たんにかわすと、




　ズ……ッ、

　──ガァァァァアアァァァァァァァァアァァァァァアアァァアァアァン！




　イキオイあまった特大ミミズが、彼女を巻き込んで、地面をえぐりながら、校舎の手前ギリギリで、動きを止めた。

「だぁぁーっ！　やってやれでもダメだってば、モモ！　ちゃんと『対幻魔位相空間モツシユピツト』を展開してからじゃないと、戦やっちゃダメっ！」

　ダニエルがひやひやしながら、モモに怒ど鳴なった。もう少しで、校舎が半はん壊かいするところだったじゃないか……！

「えー。──めんどくせー」

　としかし、モモは露ろ骨こつにげんなりした顔になる。

「ダメ！　面めん倒どうくさいとかいわないのっ！　やるのっ、やんなきゃダメなのっ！」

　それでも、いつもヘタレのダニエルもこのときは強気だった。このまま戦せん闘とうになれば、周囲への被害はどんどん拡大していくばかりだ。その後始末がどれだけたいへんか……。ダニエルは身をもってそれを経けい験けんしている。モモのせいで。何度も何度も……。

「また、怒れちゃうよ？　そっちのほうが面倒でしょ？」

　今度は諭さとすようにダニエルが言う。

　と、ようやく、

「はいはい。ったくしょーがねーなー。まっ、いっか。そのほうがおもいっきり暴あばれられるし、ねっ！」

　モモは、片腕を天高く、半分の月に刺さるようにかかげ、指を、

　パチンっ、と──

「……………………………………………………………………………………鳴らねェェッ！　そういや、あたし、指パッチンできなかった……！」

「モモぉぉぉっ！　緊きん張ちよう感かんを持って！　もっと緊張をして！　あっちはもう助けられるギリギリの、狂鳴現象ハウリング起こす寸前なんだよぉ[image: ][image: ]っ!?」

　ダニエルが懇こん願がんの泣なき寸すんで叫んだ。

「どんまいっ！」

　としかし、モモが笑え顔がおでウィンクする。

「って、モモにいってんのーっ！」

　もういっそ泣いてしまいたい！

　そんなことをしている間にまた、彼女の〝意志〟によって、すべてを排除しようと、ミミズが襲おそってくる。

「カモーン！　ミミズちゃん！　今日きようはサービスで、一いつ瞬しゆんで終わらしたげるっっ[image: ]」

　おおいかぶさってくる、自分の二倍も三倍もある特大ミミズに、モモは、

「そんで、聴きかせてあげる！　死シニ神ガミのバラードを……!!」

　その首にぶら下げていた──鎌カマとワンストラップシューズの形を模もしたシルバーアクセサリーを手に取った。

「ゲルマドライブ！」

　刹せつ那な。

　奇き蹟せきのようなヒカリが、闇やみを貫つらぬいた。

　それと同時に、何ど処こからともなく──いや、空間自体が響ひびき、大音量の『音楽』が鳴りだした。

　突然のことに、ミミズが、彼女がひるんで、動きを止める。

　鳴く、

　響く、

　劈つんざく、

　ロックミュージック。

　星を踊らせる。

　音楽。

　解き放つ。

　ヒカリ。

　モモから放たれた光は、辺あたりを、半径百メートルほどを包みこんで、光のドームになった。

　対幻魔位相空間モツシユピツトが現れた。

　そして、モモにも変化が起こっていた。

　光の中心に立つモモの花きや車しやな手には、巨大な鈍にび色いろの鎌がにぎられ、光の波動に揺れる長い黒髪が、透すき通るように──真っ白く変わっていく。

　そこに、誰だれもが息を呑のむような、ため息をこぼすような美しい、光をまとった真っ白い、天使によく似た……、

「対幻魔ゲルマ専門機き関かん、死神局所属っ！　死神『Ａ』の一〇〇一〇〇じゆうまんとんでひやく號ごう！　スターゲイザー条約第五百億二千二項幻魔特殊特務権限ゲルママイスターをもって、たった今、この瞬しゆん間かん、この場で、キサマを──戦やって殺やれだっ!!」







[image: ]







〝死シニ神ガミ〟がいた。




　　　　♪




　闇やみの中。

　闇の上。

　ふわふわと浮かび上がるシルエット。

　羊の頭をした人型ラムズヘツド。

「ひゅるるるるー。ほう、なんと困ったものでしょう……〝死神〟ですか」

　驚おどろきと感かん嘆たんとが入り交じった声を上げる。

「しかも、あのヒカリ……ただの死神ではない。それも……干渉器エフエクターでは……まさか、アレは増幅器アンプリフアー……」

　ラムズヘッドの視し線せんの先には、光をまとった少女の姿があった。

「だとするなら、アレが噂うわさの……？　しかし、こんな辺境の惑わく星せいにいるとは思えませんが。まあ、どちらにせよ、あの程度の貧弱な〝意志〟では、到底、死神に適かなうはずもありません。フー、やれやれ今回は、〝幻魔〟の回収をあちらにおまかせするとしますか。多少予定と違いますが、まあ仕方がなかった、ということでひとつ……っ。ひゅるるるるーっ♪」

　ゆらゆらとゆらめいて、はたはたとはためく。

　闇に溶けて、ラムズヘッドは消えていった。







「──だっしゃぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　ズガァァァァァァァァァァァン、というけたたましい音を上げ、特大ミミズが吹っ飛ぶ。

　モモがその鈍にび色いろの鎌カマ……、

　ではなく、

『拳こぶし』でぶん殴った。

　げんこつで。

　モモは鎌を使おうとしない。

　使わない。

　だけど、これは、武器だ。

〝奪うこと〟ができる武器だ。

　たいせつなモノをたくさん、奪ってきた。

　だから、もう、たいせつなものを奪いたくない。

　奪わせない。

　そのための、〝武器チカラ〟だ。

　だから、

　モモは今も戦っている。

「さっさと〝石〟に還かえれつーんだっ、このっ、腐れミミズがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあっ！」

　ミミズの反はん撃げきをひらりとかわし、モモは、その土手っ腹に、クリティカルな、

「Ｍ式シャイニングウィザァァァァァァァァァァァァァァァァァァ────ド!!」

　プロレス技をブチかました。

　ミミズの巨体が宙を舞まい、ついには、彼女の持つ筒つつ状じようの棒ぼうから、ズルリッ、と抜け落ち、校舎に直撃。ガラガラと音を立て崩れていく。

　しかし、さっきみたいにダニエルが、あわてることも、びくびくすることもなかった。

　ここはすでにモッシュピットの内側なかだ。さっきまでいた時間と次元じゃない。モモが作り出した特殊な空間フイールドだ。

　このなかで起こったことは、ほとんど現実の時間と次元に反映されることはない。よって、モモは、この次元すべてを破は壊かいしつくすほど、暴あばれてもいい。

「ま、全部ぶっ壊こわしちゃったら、さすがに影えい響きようあるだろうけどさ……」

　ダニエルがぼやく。けど、そうなる前に、どうやら決着がつきそう。

　校舎の残ざん骸がいを浴びながら、特大ミミズがびゅくびゅくっ、と小刻みに痙けい攣れんして、徐じよ々じよにしぼんでいく。

「うっわー、最後までキモイなー、コイツ……」

　最後まで緊きん張ちよう感かんのないモモは、ミミズにゴスッと蹴りを入れるトウキツク。

「まっ！　こんなミミズ、千匹でも、あたしには適かなわないけどなっ、つって！」

　さらっと笑え顔がおで極キワ極キワなモモ。

　何な故ぜかポッと頬ほおを赤く染めるダニエル。

　と。

　びゅっくびゅっく、とミミズがしぼんでいきながら、何かを吐き出した。

　イジメっこ三人組と、彼女の親友という長い髪の女子だ。へんなぬめぬめぬるぬるべとべとした液体で全身まみれているが、外傷もなく気を失っているだけのようだった。

「フーッ。なんとか、セーフってかんじか」

　モモは、深呼吸ひとつおいて、

「さてと、問題は、──あっち」

　くるり、方向を変えた。

　手のひらのでただの〝石〟に戻っていくソレを見ながら、どうすることもできずに、

「あああああああああああああああ……っ」

　うなって震ふるえる、彼女に歩み寄っていく。

　ひざまずいて、なすすべのなくなっている彼女の目の前に立って、モモは言った。

「あんたの〝意志〟なんてこんなもん？」

「私はただ……っ」

　彼女の〝意志〟は、心の闇やみの中でかすかに反応していた。

「今のあんたって、あんたをイジメてた子たちとおんなじって判わかる？　蔑さげすんでた。楽しかった？　うれしかった？」

「私は……っ！」

「ほんとは判ってるんでしょ？　あんた今、サイコーにひどい顔してるよ？　あんたをイジメてたヤツらと同じ顔」

　モモは、しゃがみこんで彼女の定まらない視し線せんに、目を合わせようとする。

「楽を選んで、こんなことしても、虚むなしいだけだって。ああやって、みんな居いなくなって、たったひとり残ってもどうすんの？　ひとりぼっちの世界で、何する？　何がしたい？　たったひとりで」

「…………ああっ」

「あたしだったら、虚しいだけかな。誰だれもいない世界なんて、たったひとりでもたいせつなひとといる世界のほうがいい。あたしは、世界に触れてたい。孤独に満たされたって、楽しくないもん」

「…………っ」

　言葉が出てこない。彼女の口は、ぱくぱくと開いて空気だけを吸いこんで吐き出す。

　彼女の目に、たくさんの涙が浮かんでいた。

　さっきまでの涙とは違う純粋なもの。

　モモは言葉を投げつづける。彼女が受け止めてくれると信じて。

「誰かをうらやむのも、ねたむのも勝手。自分勝手なこと。でも、それをやめられないのが、あんたたち、人間だし。あたしもそれが全部悪いとは思わない。楽を選んじゃってもね」

「私は……誰かに……」

「ちゃんと見てほしかった？　なら、あんたの友達がちゃんと見てたじゃん。それをあんたが気がつかないフリしてただけ。傷つくのを恐れて、傷つけるのも気にしないでさ」

「でも……」

「楽なのを選ぶのは簡かん単たんだよね。あたしだってそうだもん。けどさ、傷つきたくないから、傷つけて、傷つきたくないから、これから傷つくって判わかっても、今だけ傷つかなければいい。そうやって、楽しようとして、自分の代わりを捜してるだけじゃん？　それって」

「……そんな……」

「あんたもそう。楽なほうに逃げちゃって、あんたが全部をぶっ壊こわそうとした世界は、ちっぽけで単純でつまんないかもしれない。けどさ、つまんないって言ってるばっかじゃ、つまんないはつまんないままなんだよ？　誰だれにも相手にされなくなったんなら、相手にされるようにすればいい。できなかったら、またあした。それでもできなかったら、あさって。あさってがダメでも、しあさって。しあさってがダメなら……まだずっとつづく」

「…………っ」

「うん。一生かけてやってみればいいの、たぶん。途中で、もういいやって思うくらいやってみたらいい。それができる。だって、あんたは、人間なんだから。──生きてるんだから……。本当はなにがしたい？」

　声が鳴る。

　音が響ひびく。

　不ふ思し議ぎな、透明な温度のひどくやさしい声。

「あなたの〝意志〟はどんな色をしてる？　これからなら、見せられるよ……」

　やさしく鳴る声。

　とめどなく彼女の瞳ひとみから、涙が溢あふれてくる。

　溢れてくる。

　止まらないで溢れてくる。

　止められないで溢れてくる。

　言葉は届いただろうか。

　言葉は届くんだろうか。

　届かなくてもいい。

　聴きこえなくてもいい。

　彼女のための〝何か〟であるといいな。

「モモ……っ」

　話をするモモのうしろ姿が、ひどくさみしそうに見えてダニエルは、たまらず声をかけた。

　モモは、それに反応することなく、やがて、ゆっくりと立ち上がると、

「あたしは、〝死シニ神ガミ〟だから。あなたみたいに、幻魔ゲルマの〝意志〟を使って『世界』に敵対するようなヤツは消さなきゃいけない。殺さなきゃいけない」

　その手にした鈍にび色いろの鎌カマをかかげた。

「けど、もし本当に〝死神〟が命を司つかさどる者なのなら、あたしは、その命を……──生かしてみせるっ！」

　鈍色の鎌を振るう。

　一いつ線せん。

　光の閃せん。

　一いつ閃せん。

　光が透すき通って、ぽっかり空あいた『穴』に吸いこまれていった。

　それは、たぶん、心の穴だったんだ。

　ダニエルは、光に視界を奪われながら、そう思った。




　ヒカリが照らしてる。




　　　　♪




　朝。

　いつものように、王オウ子ジ町ちようには、花はな園ぞの学がく園えんに通う生徒たちの姿があった。

　そのなかに、ひときわ目立つ、巨大なリュックを背負った美少女の姿を見つけた。

「……結局また……助けちゃったね……」

　リュックの奥から、かわいらしい男の子の声がした。

「ねっ[image: ]」

　その女の子は、オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスで相づちを打つ。まるで、自分のことじゃないとでもいうように。

「『ねっ[image: ]』じゃないし……あーあー、やだやだ。また、怒られる……」

　ぼやくリュックの奥の声。

　と、そんな女の子とリュックの横を、通り過ぎていく花園学園の生徒の姿があった。

　制服は高等部のモノだ。

　胸のリボンで、一年生だと判わかる。

　とぼとぼと、元気がない背中。

「…………あとは、あんた次第……」

　女の子は、モモは背中に向けて、つぶやいた。




　モモがあのとき、彼女から奪ったのは、命ではなく、彼女の〝意志〟だ。

　めざわりなモノを、すべてを消し去ろうとしていた──世界に敵対する〝意志〟だ。

　それを奪ったことで、彼女は、手にしていた〝石〟＝〝幻魔ゲルマ〟の〝意志〟と反応していたときの記き憶おくや事実すらも失なくした。

　モモは奪うことで、彼女が意志を呑のみこまれていたことや、それらに関するすべてのこと自体を『無かったこと』にした。

　それはもちろん、〝幻魔〟に関していたことだけだった。

　親友や三人組には、彼女の意志が具現化したあの特大ミミズに襲おそわれた記憶はないが、彼女を助けようとする親友の意志も、三人組が彼女をイジメようとする意志もまだ、この世界にちゃんと存在して、残っている。それは〝幻魔ゲルマ〟に直接関係していないからだ。

　彼女は、それらの〝意志〟を消そうとした。でも残っている。

　すべてを奪おうと思えば奪えた。だけど、もう一度、彼女を『生かす』ために、モモはそうしなかった。希望を残した。

　無む駄だなことだったかもしれない。

　これから、どうするかは彼女が決めればいい。

　モモは、そのきっかけをプレゼントしただけなんだから。

「選ぶのはけっきょく、彼女なんだけどさ。楽しようと思えばいくらでも楽できるし。それは、彼女次第ってことじゃん」

　モモは、そう言って笑った。

　もしか。また、楽を選んだとしても、「あのとき、彼女の命を奪ってあげたほうがよかった」なんて言いたくはない。

　本来『規則』において、〝石〟＝〝幻魔〟の〝意志〟で、自らの意志を具現化させ、

「すべての者にとっての脅きよう威い」

　となったモノは、処しよ罰ばつ──つまり、命を奪うことになっている。存在を消すことになっている。

　だが、モモは、それをしない。

　したくないと思っている。

「だから、モモは、『変わり者』とかって、ほかの死シニ神ガミにディスられちゃうんだよぉ」

　自分のパートナーの、はちゃめちゃな言動になげき、振ふり廻まわされる。

「おせっかいだね、ほんと」

　ダニエルが言う。呆あきれ気味。

　もう、なれてるけど。

「おせっかい上等っ！」

　言って、モモはおどけてみた。

　そして、アンダーリムのダニエル製の眼鏡めがねをくいっと片手で直してみる。

「あ、いまのよくない？」

「なにが？」

「くいってやんの、ちょー、勉強できるっぽくない？」

「はぁ？　なにいってんの？」

「やっぱさー、眼鏡だよねー、眼鏡っ」

「だから、なんなのさー？」

「変装の基本は、眼鏡じゃん？」

「はいはい……そんなに気に入ったんなら、また作ってあげるよ」

「マ・ジ・でっ？　うわーっ、ナイス、ダニエル！　略して、ナイスダニエルっ！」

「ぜんぜん略してないし」

「──って、あああああああっ！」

　モモが突然大声を出した。

　リュックの中のダニエルも、周囲を歩いていた生徒たちも、──ビクンッ！　と身を固くした。

　周りから視し線せんを浴びるモモ。

　けれど、そんなものにかまうことなくモモは、さっさと歩き出した。

「やっべ。忘れてたよー、ダニエル」

　急にかわいい声になるのが、逆にあやしい。

「ど……どうしたの、モモ……？」

「また、忘れてたんだよねー」

「なにさ」

「あの〝幻魔ゲルマ〟を何ど処こで手に入れたのか、訊きくの忘れてた！」

「……そうだった……。あの人間が『羊さん』とか言ってたのも気になるし。この様よう子すだと、もうちょっとここにいることになりそうだね……」

　ここにモモとダニエルがやってきたこと。

　謎なぞが、謎として見えてきた。

　でも、まあ、

　やれやれだった。







　春の風がやさしく髪を撫なでる。




　こうして、この町、この場所、この世界で、モモとダニエルのあたらしい物語りがはじまった。











　　　　Destruction Baby(Side-A) - fin.
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独奏「秘密の花園少女。」
solo: Unknown Star's Bolero / momo secret.21






　　　　♪




　誰だれも知らない音楽。

　誰も知らない二に重じゆう奏そう。




　ピアノの音。

　ハミングする。

　花はな唄うた。




　少女がひとり。

　少女がひとり。

　少女は、ふたり。

　少女は、ひとり。







　風の音。

　うすい窓をやさしくなぞって通りすぎていく。

　花の匂におい。

　やさしく鼻をくすぐる。

「まただわ」

　目を覚ました。

　黒目がちな瞳ひとみをした少女が言った。

「ん？　どうしたの？」

　少女と同じ黒目がちな瞳をしたもうひとりの少女が首をかしげる。読んでいた分厚いカバーのファンタジー小説本を閉じた。

「ずっと前にね。話したことがあるでしょう？　あの話のつづきよ」

　少女は、ベッドの上、半身を起こそうとすると、もうひとりの少女が何も言わず手で支えてくれた。少女は、近くにあった花か瓶びんからとても綺き麗れいに咲いた真まっ赤かな花を一いち輪りん、手に取った。鼻に近づける。

　やわらかな春の匂においがした。

「それで？」

　少女のベッドの傍かたわら、椅い子すに腰かけたもうひとりの少女が訊たずねた。

「そう、また見たの。あのつづきを」

　少女が語るのは夢のつづきだ。さっきまで眠っていたんだから、きっとそうだ。しかし、おもしろいことにその夢は『つづき』があって、いつも途中からはじまっている。断片的に、この前に見た夢の『つづき』とは限らない。ずっと、あとの『つづき』か、ずっと前の『つづき』だったりすることもある。

「今日きようは、どういう物語りだったの？」

　言いながら、もうひとりの少女は、椅子から少し腰をうかすと、手を伸のばしたところにある棚に分厚い本を置いた。この退屈なファンタジー小説よりも、少女が話してくれる夢の物語りのほうに興きよう味みが向く。

「……真っ白い雪のなかに立っていたの。やっぱり、それは、私なのか、どうか判わからなかったけど……」

　少女の視し線せんが、赤い花からもうひとりの少女に向けられる。

「ああ、そっか。それって、あたしかもしれないんだよね」

　もうひとりの少女は、うんうん、とうなずく。

「雪のなか、天使が描かいた文字を見つけたの」

「天使？」

「そうよ、たぶん、あれは天使だわ」

「羽根でも生はえてた？」

　ちいさく笑え顔がおになりながら、もうひとりの少女が訊きいた。

「そう。とても綺き麗れいな羽根だったわ。ヒカリの羽根……」

　としかし、少女は真剣な表情で夢のなかで見た風景を思い出している。

「ヒカリ……か……」

　もうひとりの少女も、何か考えるような仕し草ぐさになった。

「ヒカリの羽根には触れられないの……。手を伸ばしても、指ゆび尖さきにも触れなくて。そこであきらめてしまったの」

「どうして？」

　また、もうひとりの少女が首をかしげた。

「どうしてかしら。……たぶん、怖くなったの」

「怖く？」

「……触れたら……いいえ、違うわ。私が触れちゃいけないような気がして……」

　そう言うと、少女は哀かなしげな表情になった。手にしていた真まっ赤かな花をそっと花か瓶びんに戻す。花か瓶びんは花でいっぱいになっていた。赤や白や黄き色いろや薄うす紅べに色いろやさまざまな花がさまざまに咲き誇っている。それだけじゃない。このちいさな四角の部へ屋やは花でいっぱいだ。満たされている。

　そうしなければならなかったからだ。

「なら、触れられるモノに触れればいいよ」

　もうひとりの少女が言う。

「え？　どういうこと？」

「たとえばさ」

　にっこりと微笑ほほえむと、もうひとりの少女が、少女の手を取った。透すき通りそうなくらいに真っ白で細く花きや車しやな手を、もうひとりの少女は、自分の頬ほおに触れさせる。

「ね？　触れられるでしょ？」

「……うんっ」

　少女は、もういっぽうの手も、もうひとりの少女の頬に触れさせる。

「あったかいわ。ありがとう、トウカ」

　少女は、もうひとりの自分の名前を呼ぶ。

「あたしは、ずっと触れられるから。大丈夫だよ、キョウカ」

　もうひとりの少女は、もうひとりの自分の名前を呼んだ。




　ふたりは、笑った。

　綺き麗れいに笑った。
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　　　　♪




　闇やみの中に、闇が浮かんでいた。

　それは、頭部だけが羊の人型ラムズヘツドで、ゆらゆらと揺れながら闇の空間をたゆたっている。

「ほら、お食べなさいっ」

　ラムズヘッドは、手の中に溢あふれるほど集めた、それぞれにそれぞれの色であわく光るちいさな〝石〟を、闇の中にこぼしていく。

　すると、闇の中の一部に裂け目が現れた。それは、大きな口の形をしていた。闇に落ちた〝石〟を、文字通り、




　ムシャムシャ……、




　とジャンクフードでも食べるように、喰くらいはじめた。

「すみませんねぇ。純度の高い純粋な〝意志〟とはいえ、このような『小粒』ばかりで。この前、もう少しで、かなり良質な〝意志〟が手に入るところだったのですが、あいにく、邪じや魔まをされてしまいましてねぇ。ひゅるるるるー。あの──死シニ神ガミ……」




　バリボリバリボリ……、




　闇の裂け目が〝石〟を咀そ嚼しやくする音が、やけに大きく響ひびく。

「ああ、いい子ですねえ……。もうすこし、もうすこしですよぉ。ひゅるるるるー。もうすこしで、あなたは完かん璧ぺきに美しい姿になれるのですから……」




　バイボリ、ムシャムシャムシャムシャ……、ゴキュ、…………ゴォグンッ。




　闇の裂け目が、そこにあった〝石〟すべてを食べつくした。

　と、ぐぐぐぐぐぐぐぐぐっ、と木々が育つスローＶＴＲを早はや廻まわししているように、闇が盛り上がって『成長』した。

　巨大な大きさの闇が、上に伸びながらさらに、あちこちに伸びようとしている。見事なまでに、無骨だ。

「美しい……っ」

　としかし、ラムズヘッドは、みずからが育てた闇に感かん嘆たんのため息をもらした。







　くぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん。







　それに反応するように、闇やみが、啼ないた。
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　　　　♪




　超学園都市の名は伊だ達てじゃない。

　朝になると、新しんトウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えんの制服を着た生徒たちの姿で、王子町はあふれかえる。

　保育部のスモック、幼等部、初等部は男女ともにブレザータイプだが、夏服冬服中間服半はん袖そで長袖でデザインが異なる。中等部、高等部は、男子がブレザーと学ラン、女子がブレザーとセーラー。それぞれがもちろん夏冬服半長袖でデザイン違う。組み合わせも自由。

「今日きようは、どうやって制服を着こなしてやろうか!?」

　とか考えているだけで、遅刻してしまいそうだ。

　街中を埋めつくすほどの生徒たちは、制服のバリエーションも豊富だが、国際色も豊かだ。

　花園学園は、超巨大マンモス校。留学生や帰国子女の受け入れはもちろん、そのほかさまざまな人種が通っている。みんな同じ制服を着ているし、違和感もない。それが普通。瞳ひとみの色も肌の色も髪の色も関係ない。

　が、そんな中、ひとりだけ、ほかの生徒たちとは違う──白を基き調ちようとしたセーラー風の制服を着た生徒がいた。

　この町の子供たちは、ほぼ全員が花園学園の生徒なので、制服が違うことはそれだけで十分に目立っていたが、その白い制服の女の子は、高等部に向かう生徒たちの中にあって、ちいさな身体からだで巨大なリュックをしょっていた。

　うしろから見ると、荷物から『脚』が生はえて、自立歩行しているように見える。

　しかし、ここを歩いている生徒たちにすると、この数日ですでに見なれてしまった光景だ。

　その女の子は、花園学園に転校してきた。数日でもうわりと有名人だったからだ。

　むしろ、気になるのは、リュックの中身。

　いったいそれには何が詰まっているのか？

「夢と希望？」

　白い制服の女の子が、ひとりごちる。オトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスだ。

「あと、ボクもね……」

　付け加えて、かわいらしい男の子の声が鳴った。巨大なリュックの中からだった。

「ダニエルさぁ……」

　女の子がリュックの中の声の主に言う。

　すると、声の主は、何事かと、がさごそもそもそとリュックの中からはい出てきた。

　女の子と同じように通学路を歩くほかの一般生徒たちに見つからないように、顔だけを表に出す。それは、夜空に浮かぶ満月のような黄おう金ごん色いろの瞳をした真っ黒の猫だった。赫あかい首くび輪わに付けられた大おお袈げ裟さな鈴すずが、りりりんと、申もうし訳わけ程度に鳴った。

「なに、モモ？」

　ダニエルという名前の黒猫は、女の子に訊きき返す。

「思ったんだけどさ」

　女の子──此こ処こでの名前は、咲サヶカ本モトモモがつぶやくように言った。

「なんで、毎日ダニエルもいっしょに学校いくの？　あたしひとりでだいじょぶじゃね？」

「え？　……そ、それは、」




　──モモが何をしでかすか判わからないから、不安でしょうがないんだもんっっ。




　とは言わないで、ダニエルは、

「まあ、ええっと、そうそう、そうなんだけどね？　心配ってゆうか、なにかあったときに、さっとバックアップできるから。かなっ？　そうだよ、きっとそうだよっ」

　もっともらしいことを言っておくことにした。

「ふーん……」

　としかし、モモは納得していないよう。

「あたしだけでいいのに」

「でもだよ？　モモ、超情報端末デバイスの操そう作さとかあんまりできないじゃないか。そういうのが必要なときは、ボクがいたほうがいいでしょ？」

「てか。あたし、べつにデバイスつかえなくねぇよ？」

　ちょっと口悪く、でも、かわいいかんじで口を尖とがらせて、モモはダニエルに言い返した。

「へ？　でも、いつも……」

　事務的なデータの処理などをやっているのは、ダニエルだ。モモは、

「ダニエルぅ、ソレやっといてぇ。きゃはっ[image: ]」

　と言うだけ。だから、モモは、そういうのはあんまり得意じゃないんだと思っていた。それに情報処理はダニエルの得意分野だ。

　けど、ちょっと違ってたらしい。

「だって、めんどくせーんだもん[image: ]」

　ってゆうのが理由だった。

「地味だし。ちまちまやるのってあたしっぽくなくねぇ？」

「なくねぇ……、って……ゆわれてもぉ」

　ダニエル困こん惑わく。

「がっつんがっつん戦やって殺やるほうがあたしの魅み力りよくも発はつ揮きできるってもんだっ」

　モモは笑え顔がおでたいそうおかしなことを言う。かわいらしさを心がけながら、両サイドに『[image: ]』のデザインのあるアンダーリムの眼鏡めがねを、くいっと両手でなおす。真ま面じ目めっこ演出らしい。

「た……ただでさえ目立ってるのに、これ以上目立つ気なの……？」

　ダニエルがこわごわ訊たずねる。

　だって、今、モモとダニエルは、『潜せん入にゆう捜査』をしているんだ。

　それなのに、モモは、初日からいろいろとやらかした。

　ちびっこ、眼鏡めがねっこ、真ま面じ目めっこ、ドジっこ、不ふ思し議ぎ系けい、萌もえ。という間違って仕入れたか仕こまれた記号的ステレオタイプ知ち識しきを遺い憾かんなく発はつ揮きして、何な故ぜか、放送室を占せん拠きよ。あげくの果て、

『えーっと、はじめまして。本日、どっかからこの王子ってゆう名前なのにぜんぜん王子さまの見あたらない新しんトウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えん高等部一年桜組に転校してまいりました、咲サヶカ本モトモモです。どうも。今日きようからこの学校は、あたしが征服しました。むしろあたしが王子です』

　という超絶意味不明の校内放送（演説）をぶちかました。かましてしまった……。そして、伝説に……。

　もともと──高等部一年のクラスに転校してきたにしてはやけにちっちゃいし、その割にはオトナびた雰囲気があって、クラスの男子も女子もみんなの見る目を『[image: ]』にしてしまうような──どうしようもなく目立ってしまう容よう姿しをしているのにだ。

　この『潜入捜査』の仕事の任務がきたとき、

「一番、向いてなくないか!?」

　と、ダニエルは思った。もちろん、モモはパートナーだし、仕つかえ魔まというモモを支えるためにいる自分の立場上、そんな風ふうな考えはいけないのは判わかってる。それに、『学校に一般の生徒に紛まぎれて潜入捜査』という任務上、見た目がそれに一番近いのはモモだし、実力上、難むずかしい任務が廻まわってくるのも判る。

　なにしろ、ふたりが所属する組そ織しきの中でも、モモは飛び抜けた〝能力チカラ〟の持ち主だ。組織からモモにあたえられているＩＤナンバーにある『Ａ』コードが何よりの証拠だった。どれだけの数の者たちが所属しているのか確かく認にんするのも面めん倒どうくさそうな組織の中で、『Ａ』を持つのは、数人程度と聞く。

　そのうちのひとりが此こ処こにいる、甘いもの特に苺いちご大だい福ふくが好きで、かわいいモノに目がない花きや車しやな女の子だというんだからなんとも……。

　──ただ。

　それだけじゃないんだ。ダニエルが不安になる理由は。

　こんなにも透すき通りそうな白い肌で、ちっこい花車な身体からだからは想像できないその過か激げきな言動で、モモは、仲間内や敵対する者たちから、




『破壊的な天使デストラクシヨンベイビー』




　と呼ばれ、恐れられている。

　と同時に、

「ディスられたりもしてるんだよね……」

　ハァ、とダニエルはちっちゃなため息をこぼす。いつもモモの言動に振ふり廻まわされているとはいっても、ダニエルにとってパートナーで主人的立場のモモが、他人にバカにされたりするのは、ぜんぜん心ここ地ちのよいものじゃない。

　けれど、

「しょうがないじゃん。目立つもんは目立つんだもん」

　モモはまったく何も気にしていない様よう子すで、けろりと言う。

　でも、急にしゅんと、ふし目がちになる。

「え？　どうしたの？」

　ダニエルが訊きく。

　モモは申もうし訳わけなさそうに、ため息のようにつぶやいた。

「ゴメンね、ダニエル。あたしがちょっと美少女だから……」

「いやいやいやいやいやいやいやいや。『ちょっと』じゃないし。モモって、『だいぶ』美少女じゃないかっ！　…………ん？　アレ？」

　めずらしく『ちょっと』とか謙けん遜そんするモモに、ダニエルは、ツッコミを間違えてしまった。

　しまった……マズイッ……！

　ちょうしにのる！（モモが）

「知ってるっ！」

　モモが、右手の親指をおっ立てて、ウィンクしてた。元気。そして、ラヴリー。

　──ツッコミは間違ってなかった。ダニエルは、そのまま思ったことを口にしただけだった。

　そう。それが間違っていたんだ……。

　ダニエルは、思いがけず出てしまった本音のような、こっぱずかしい自分に、顔を真まっ赤かにした。真っ黒の全身でも判わかるくらいだ。

　うわぁ[image: ][image: ][image: ]……っ！

　穴があったら、入りたいデス!!

「ちょっ！　い、いや、今のはね……！　アレだよ、アレ！」

　リュックの中でバタバタともがきながら、ダニエルは必死に言い訳をしようとする。

「いいっていいって。判ってるから、ダニエルの考えてることなんて、お見通しだもん。きゃはっ[image: ]」

「きゃはっ、じゃないよぉ！　違うんだよぉ、ぼ、ボクは、そのアレを……っ」

　時すでに遅し。あとの祭り。

　でも、本当の話だし、ダニエルは間違っていなかった。だから、それでいいじゃないか。ええじゃないかええじゃないか。

　わっしょいわっしょい。

　えんやこらえんやこら。

　ダニエルの脳内で、祭りが起こっている。ふんどし姿のマッスルメンがマッスルフェスティバルを繰くり広げている。ダニエルはマッスルメンのかつぐ御お神輿みこしの一番上で、

「なんでだぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッッッッ!!」

　と叫んだ。

　もちろん。

　誰だれにも届かなかったけど。

「ダニエルっ。──黙だまれ」

　モモが言った。ちょっと真ま面じ目めな声だ。

「はいっ！」

　思わず、猫っぽいのに犬のような反射で反応してしまう。身を固くして、とっさのときの『ぬいぐるみモード』で、じっとリュックの中で息をひそめる。

　気がつけば、もう、通学路の終わり。新しんトウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えん高等部の校門が、見えてきていた。




　　　　♪




「なに、アレ？」

　モモは、首をすこしかしげて、足を止めた。

　花園学園の校門へとつづく、長い並木道。その向こうには、校門の前には、駅の自動改札と同じタイプのセキュリティシステムが設置してある。見れば、そこを通過して、校内に吸いこまれていく生徒たちに、あいさつを繰くり出している何かがいた。

「おはようございます！」

　進行方向、正面。校門のど真ん中に立って、生徒たちを腕組みで待ちかまえていたのは、生活指し導どう担当のおっさん体育教師とその部下的な若い男性教きよう諭ゆと、それよりは歳とし上うえっぽい女性教諭。三人とも、ジャージ。判わかりやすい体育会系だ。

　その教師たちを中心に末広がりにラインを二本引いたような列がある。その向かって左側。

「おはようございまぁーすっ！」

　ひときわ、大きな声が聞こえてくる。

　数人の生徒がほぼ一列にならんで立っていた。右腕に腕わん章しようをしている。判りやすく『生徒会』と書かれてあった。

　さらに向かって右。生徒会の面々の反対側。

「おはようございまぁーすっ!!」

　おなじく数人の生徒が立っている。まるで生徒会と張りあっているみたいな、大きなあいさつだ。右腕に腕わん章しよう。判わかりやすく『風ふう紀き委員』の文字。

「おはようございますっ！」

「おはようございますっ!!」

　まさに、あいさつ合戦だ。

　生徒会や風紀委員のすぐ傍そばを通っていく生徒があいさつをされるたびに、朝っぱらからの過大なヴォリュームに、ビクッと驚おどろいて身を固くしてしまっている。

「なにやってんの、コレ？」

　モモは、ますます首をかたむける。転校（潜せん入にゆう捜査）してきて、数日。はじめて見る光景だった。

　すると、

「咲サヶカ本モトさんっ」

　背後から声をかけられた。

　生徒会や風紀委員とは違うベクトルの元気のいい声に振り向くと、そこには、

「おはよっ、咲ヶ本さん」

　元気いっぱいの笑え顔がおの女子生徒が立っていた。

　モモは、くいっと眼鏡めがねを直すしぐさをしつつ、微笑ほほえんでみた。

　が、




　──……えー、っと。誰だれだっけ？




　自分のことを知っているらしい女子生徒をちゃんと認にん識しきできなかった。というか、あんまり生徒たちの顔やら名前やらのデータを覚える気がないモモ。そういう細かいことはダニエル担当だし。しかも、初日の校内放送（征服宣言）や、持ち前の美少女っぷりもあり、モモは転校して数日のうちに、校内でそれなりの有名人になっていた。そのせいで、見ず知らずの生徒から声をかけられることも少なくなかった。

「また、あたしの美少女っぷりにつられてやってきたんじゃね？」

　というモモの脳内電波を読み切ったダニエルが、リュックの中からモモにしか聞こえない声で言った。

「モモっ、そいつ、クラスメイトだよっ」

　ああ、そうか。なるほど。

「知ってた？」

　ダニエルがささやく。

「知ってたっつーの。あたりまえだっつーの」

　リュックの中のダニエルにしか聞こえない声で、モモが返す。

「心外だなー」

　くらいの口ぶりだった。けど、

「う、うそくさいなー」

　疑い深いダニエルだった。

　ぜったい知らなかったでしょ!?

　そんなモモに気軽に歩み寄ってくるクラスメイト。

　あんなことをしたのに……何なに故ゆえに？

　とかダニエルは思う。

『あんなこと』とは、校内放送のことだ。

　さすがにアレには、

「────エエッッ!?」

　となったクラスメイトたちだった。しかし、

「あれ？　違いました？　みんなと仲良くなるには、家の者が、ああすると印象的になって、いいって教えてくれたんですけれどぉ……」

　なんてゆうことをおびえた表情で、

「もしかして、違っちゃってましたぁ……？」

　モモはうるうると涙目（演技）で言うものだから、クラスメイトたちも、

『お嬢じようさますぎて、家の者にからかわれてしまったのに、本気にしちゃったんだね。ああ、もう、なんだかわいいなぁ、コンチクショー』

　あっさり、信じてしまった。勝手な妄想を付け加えて。いや、もう、猫かぶってようが、むしろ、化け猫をかぶってようが、そんなことはいい。逆に、いい。かわいいは正義。

　で。今日きようもモモ、一いつ瞬しゆんのうちに〝猫〟をかぶった。

　マイブームの謎なぞの不ふ思し議ぎ美少女転校生を演じるべく、ちょっとおびえているようなそれでいてはにかんでいるような絶妙にして微妙なうつむき加減から見上げるような目め線せんの、ややこしい表情ニユアンスをして言った。

「……おはようございますっ」

　書体にしたら、まるっこい乙女オトメ乙女オトメした文字だろう。ついでに、キラキラした『☆』を周りにちりばめることができたら、なおグッド。

「びっくりしなかった？」

　モモに声をかけてきたクラスメイト──今いま谷たにという女子生徒が訊たずねてきた。

　なんのことを言っているんだろうか。そう思ったが、今谷の視し線せんの先にあったのは、校門前の生活指し導どう教師のトライアングルと、生徒会と風ふう紀き委員による『おはよう』コールの花道だった。

「アレ。週に一、二回のペースでやってるんだよね」

　そう言って、今谷が、校門前で行われている『アレ』について話を聞かせてくれた。

　モモ的には、頼んでもないのに。ってかんじだったが、聞いておいて損はなさそうなので、一応、黙だまって聞いておくことにした。

　今谷の話によると、『アレ』は、不定期に行われる生活指導的なモノのひとつらしい。

「あいさつからはじめて、他ひ人とを思いやる心などを育てることによりどーのこーの……」

　とか言いつつ、生活指導の教師の目的は、生徒たちの服装チェックなどの「学園の生徒としてふさわしくない部分はないか!?　もしもあったならば、そこを重点的にイジイジネチネチ、説教させろぅ。ストレス発散ハッサン！」というアレだ。

　生徒会や風紀委員もその役割の一端をになっているよう。

「ちなみに、なんだけど。生徒会と風紀委員って、なんか仲ワルイらしいんだよね」

「……みたいだね」

　ちいさく言ってモモは、眼鏡めがねを直すしぐさで、左右を交互に見た。

　生徒会と風紀委員の、通学路と生徒をサンドイッチにしたあいさつ合戦は、登校してくる生徒たちに向けてというより、互いを意い識しきした声の張りあいになっている。

　仲が悪い原因は、おそらく、一部の業務内容がカブっているせいもあるんだろう。

　生徒会は、生徒が生徒のために立ち上げた、正しい花はな園ぞの学がく園えんの生徒としての生活を送ってもらおうと、自身が模も範はんとなって生徒を導みちびいていく立場の組そ織しき。風紀委員は、学園が生徒たちのために生徒たちによる自主的自立的な心を養うため、かつ、学園の風紀を乱さないように、同じ生徒を厳きびしく時には優やさしく（？）監かん督とくする立場として組織された。

　しかしまあ、こうしてみると、なんとも互いの役割が微妙に近しい。

　生徒による生徒のための組織か、学園による生徒のための組織かの違い。どちらも、生徒のみで構成されている。それ故ゆえに、ライバル関係になっているのかもしれない。

　目的は、互いに生徒を正しく導くというところにあるのだから。

　どちらにしても、

「興きよう味みねぇ……」

　モモは聞こえない声で、口の中だけでつぶやいた。そして、さっさと歩きだそうとする。

　と、

「でも、生徒の間だと、風紀委員のほうが人気あるんだよ？　生徒会はいちおう、選挙とかやってるのにね」

　今いま谷たにが笑った。

　生徒会の役員は推すい薦せんまたは立候補者による選挙、生徒の投票で決まる。いっぽう、風紀委員は代々、そのときの風紀委員が次の風紀委員を選んでいるという。

「へぇ、そうなんですかぁ」

　とか、ちいさく言って、でもやっぱりモモは興きよう味みを持たず、校門に向かって歩きだした。そのあとに今谷もついてくる。

「しっかしさあ」

　今いま谷たにがぼやくように言う。

「はい？」

　モモは振り向かずに訊きいた。うしろから見ると、脚の生はえた巨大なリュックがしゃべっているように見える。でも、

「今日きようも、かわいいねー。咲サヶカ本モトさんはっ」

　いきなりだった。今谷は、ちょっと駆かけ足あしになって、モモのとなりにならんだ。うふふー。とにやけながら、

「いやー、朝からこんな美少女とならんで歩けるなんて、テンションあがっちゃうなぁ[image: ][image: ]」

　エロおやじみたいなことを口走る。

「美少女？　そんなこと、今さらじゃん？」

　とか、心の中では思っているに違いないモモだったが、かなり困った表情になった。

「そ、そんなぁ……はずかしいです……っ」

「いや、いや、いや、ホントのことじゃん？」

「いえ、そんな、あたしなんか……っ」

　言葉につまるモモ。うつむきかげんの頬ほおは、うっすらと赤くなる。

「この調ちよう子しだと、『姫』の立場もあやういなー？」

　上司のおっさんみたいな口調で、今谷は、ばしばしとモモのリュックを平手でたたく。

　中から「ぐぇっ！」と猫がつぶれたような奇妙なサウンドが聴きこえてきたが、気のせいだ。

「ひめ？」

　ぴくっ、とモモのちいさな耳が反応する。

「そうそう、花はな園ぞの学がく園えんのプリンセスっ。えっと、風ふう紀き委員だから、あっ、いたいた。見て。あそこっ」

　今谷が、奇妙な音がするような気がするリュックから手を離はなして、モモの花きや車しやな肩をぽんぽんたたく。指を差したそっちは花道の右のほう。風紀委員の列だ。

「ほらほら、あそこあそこ。判わかる？　あの、風紀委員の列の前から三番目の娘こ」

「興味ないから、もうほっとけＹＯ！」

　……なんて科白せりふは、猫をカブっている手前、口にはできず、見るフリだけしておこうと、ななめ前にいる風紀委員の列を見た。その『姫』とやらを。

「…………ほぇ……」

　としかし、モモはそのちいさな唇から、うっかり声をもらしてしまった。

　思わず、『かわいいモノ好きラヴリー×ハンター』の血が騒さわいだ。

　その娘こは、腰まである金きん色いろの髪に、碧へき眼がんで、身長は低いほうかもしれないが、腰の位置が高い、いわゆる八頭身。人形フイギユアのようなかわいらさを持つ女の子だった。

　やたら、ぺこぺこと頭をさげている。生徒にあいさつするかんじじゃないけど？

「二年生の風ふう紀き委員──キキ・デイジーロックさん。彼女ね、学園の『お姫さま』って呼ばれてるんだよっ。めっちゃ、プリンセスってかんじじゃない？」

　今いま谷たにが、楽しそうにそう教えてくれた。

　おぅ。たしかに。

　周囲にお花畑が見えるような、お姫さま系独特の『ほえほえ』した雰囲気が感じられる。タレ目だし、正直、




　──チョーあたし好みのラヴリーっぷりだわさっ！




　聞こえない声でうなったつもりだったが、

「だ、だわさ？」

　リュックの中のダニエルには聞こえていたらしい。

「でも、キキさんって、なんか、風紀委員むいてないと思うのよねぇ」

　今谷は、きゃっきゃきゃっきゃ言いながら、また指を差した。

　生徒会と風紀委員のあいさつ合戦のせいで、十数メートル先の声は届いてこなかったが、

「あ、あのっ！」

　と、制服をちゃんと着ていなかったらしい一年の男子生徒に、キキが注意をしようとしたのか、話しかけたようだ。

　しかし、男子生徒がほえほえしたキキにあからさまな不ふ機き嫌げんな態度で、「なんだよッ!?」と威い嚇かくした。

「ふぁ…っ、ご、ごめんなさい。ごめんなさいっ！」

　逆に、おびえたキキはペコペコと謝あやまってしまう。

「……むいてないね、アレは……」

　モモなら、

「あたしなら、ギロチンチョークで黙だまらすけどなぁ[image: ][image: ]。永と遠わに」

　そう思っていると、

「あっ、あっちが『王子』のほうだよっ」

　今谷の声がミーハーにいっそう弾んだ。

　そして、モモは、

「なにっ、王子だとぅ!?」

　その二文字に今度はビンカンに反応した。ピリリとなる。

「王子いたのかよ!?　違うだろ？　王子は、あたしだろっ!?」

　ぐらいのイキオイで。

　見る、というより、にらみ見る。

　ひとりの生徒が、キキと男子生徒の間に入っていくところだった。

「キキの言う通りだ。君は、もう少し服装を正したほうがいい。あとで、あそこに立っている体育教師にいいように言われるだけだとは思わないか？」

　キキとは違う黒みがかったブロンドに、ラインの上がった涼しい目もと。すらりとした長身の生徒が、キキをかばうように、威い嚇かくする男子生徒になだめ聞かせる。

「アレが、花はな園ぞの学がく園えんの『王子』こと三年生の風ふう紀き委員副委員長──レスター・ポルファスさんっ。フルネームは、レスター・ウィリアムズ・ポルファスさんらしいけどっっ」

　詳しい。今谷の両目が完全な『[image: ]』になっている。

　そんなことはどうでもいい。モモは、

「えー、ぜんぜん、王子じゃないじゃん。やっぱ、あたしのほうが、王子じゃね？」

　ってかんじだった。ぜんぜん、新トウキョウ王子花園学園の『王子』の名前で呼ばれる、レスターのことを納得してない。納得できない。

　それでも、レスターがひとことふたこと言っただけなのに、そのオーラに圧倒されたのか、キキを威い嚇かくしていた男子生徒は萎い縮しゆくしてしまい、さっさと服装を正して、逃げるように校門を抜けて走り去ろうとして、体育教師にまんまと捕まった。案あんの定じよう、服装の乱れをチェックされて、ネチネチネチネチ言われている。
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「キャァァァ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ、レスさま[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ[image: ][image: ]」

　無数の女子生徒から、あいさつ合戦なんて軽く凌りよう駕がするヴォリュームで黄き色いろい声援が飛んだ。

　レスターの風ふう紀き委員としての活動をそっと遠巻きに眺めるだけだった『ファン』が、今ので、ガマンできなくなったらしい。なんのガマンだ。

　けれども。レスターは、そんな声援なんか聞こえないみたく、涼しい顔をしている。

「やっぱり、王子じゃないな。あたしなら、ビッグバンスマイルで、そこらへんの女子のラヴを全部、ゲットするぜ？」

　モモは納得できない。モモの中の『王子設定』には当てはまらないんだから。

「さすが、王子っ[image: ]」

　が。モモの心の声が聞こえるはずもない今いま谷たには、今にもレスターのもとへ駆かけだしそうなくらい鼻息を荒くしていた。

　この学校では、レスターが『王子』で、『王子設定』だ。

『きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！』

　また、レスターへの歓かん声せいが上がる。が、それは黄ばんでない、もうなんというか悲鳴だった。

　べつにレスターも何かをやったワケでもない。動いただけ。

　キキのピンチを救ったレスターは、何かしら耳うちする。それから、そっとキキの背中に手をそえて、ふたりは、元の立ち位置に戻っていった。

　また、きゃぁぁ[image: ][image: ]。

　なにをやっても、いいみたいだ。

「でも、やっぱり、お似合いなんだよなぁ、あのふたり」

　今谷は悩ましげなため息をつく。

「ね？」

「『ね』？」

　モモは首をかしげてしまう。

　なんか、かわいくないなぁ。アイツ。

「お似合いでしょ？　あのふたり。キキさんとレスター王子。だって、お姫さまと王子だもん」

　としかし、今谷は、よく判わかるようなよく判らないようなことを言って、うんうんとうなずく。

「プライベートも仲がいいみたいだし。噂うわさだと、親同士が決めた、許嫁いいなずけだとかなんとかってゆう話だよっ。いつもいっしょにいるみたいだし」

　ああ、そうですか。

　どうやら、この今いま谷たに、かなりのミーハーで、そうとうなゴシップ好きらしい。と、

「──といっても、ふたり、恋人って雰囲気でもないんだけどね。なんてゆうの？　仲がいい……兄妹？　ラヴラヴってかんじでもないしね。あれで、キキさんが普通のカンジのひとだったら、みんなヤキモチのひとつやふたつ焼くんだろうけど」

　普通のカンジというのは、キキが、あの『ほえほえ』した性格をしていない場合を指している。実際、キキはその性格から、ほっておけないかんじで、同性からもかわいがられていた。誰だれが言いだしたか、キャッチコピーは、『全校生徒の妹』だ。まるで、古くさいアイドル。なんにしろ、上から目め線せん。

　けど、モモ的には、そこらへんはどうでもいい。ので、

「へぇ[image: ][image: ]。すごいねぇ。むしろ、ゴイスーだねぇ[image: ][image: ]。きゃはっ[image: ]」

　とか、ワケの判わからないことを言って、その場をやり過ごすことにした。

　むしろ、

「あーゆうかんじのコに、メイド服着せて、『お帰りなさいませ、ご主人さま』って丁てい寧ねいに言わせたいねっ、ダニエル」

　なんて思っていた。が、ダニエルは、「ボクは、思ってません……」

　と、モモが何かに気がついた。視線がキキとレスターのほうから、

「ん？」

　ななめ左前方、生徒会側を校門へと歩いていくその人物のほうに向いた。

　散ざん切ぎりのボブくらいのショートカット。制服の下にジャージを着こんでいる『土ど偶ぐうスタイル』の小こ柄がらな女子生徒が歩いていた。

　うつむいて、手もとの携けい帯たいゲームの画面に視線を落としているが、ほかの生徒にぶつかることなく、するすると動く歩道の上を歩いているようななめらかさで、校門へと向かっている。

　モモのクラスメイトで、ひとつ前の座席に座る──那ナ由ユ多タソラだった。

「あ、那由多さんだ」

　今谷も那由多ソラに気づいた。めざとい。そして、

「彼女もけっこー不ふ思し議ぎな娘こだよねー。そういえば、しゃべってるの聞いたことないかも。一学期の最初、自己紹介とかしたはずなんだけどなぁ」

　まあ、よくしゃべる。またまた、訊きいてもいないのに、今谷は主しゆ観かん的てきな説明をしてくれた。口を開いていないと歩けないんだろうか。ただ、『彼女も』の『も』は、「モモも結構、不思議」という意味だったが、モモは気にせず気にもとめず、てくてくとすこし歩幅を広げて、先を歩く。

『変わり者』とかって、ディスられるのは、もうなれこっだ。だいたい、変わり者なんてこれだけ人間がいたら珍しくもないだろう。

　たとえば──

「なんだね、キミっ！　そのハニワのような格好は!?　それに、それはなんです？　ゲームですか!?」

　とか、那ナ由ユ多タソラが、マダムっぽい尖とがった眼鏡めがねをした生徒会長の七しち三さん分わけに、その制服の下のジャージを注意されていた。

「………………」

　ゲームに夢中で気づいてなかったのか、それとも、ふつうにウザイから無視したのか、生徒会長の制止も聞かずに、那由多ソラは、するするするする行ってしまう。

　見事に無視されて、数千の全高等部生徒の頂点に君くん臨りんする生徒会の長おさとしての、威い厳げん尊厳等などを片っ端から無視されて、膝ひざから崩れそうになる生徒会長だった。

「へんなの……」

　モモがもらす。

　次の瞬しゆん間かん、片手で眼鏡のズレを直し、生徒会長が、〝獲え物もの〟を視界の中にとらえた。

　──モモだ。

　落ちこみかけていた表情が、みるみるイキイキとしてくる。

　ライオンがうさぎをかるように、その視し線せんが、しっかりと、こっちを見ていた。

　モモの、イヤでも目立ってしまうその容よう姿し。学園指定じゃない制服。そして、見たこともない意味不明に巨大なリュック。

「獲物を見つけてやってやがりましたですよ。ズバリッ！」

　なんて、生徒会長の目が水を得た魚だった。




　が、

　その数十秒後、生徒会長はというと……。




　　　　♪




　生徒玄関。

『咲サヶカ本モト』と書かれた真新しいプレートがはっつけてある自分の下げ駄た箱ばこに、お気に入りのワンストラップシューズを入れようとする。

「……うーん」

　しかし、モモは校内に入ろうとせずに、下駄箱を開いたまま、動きを止めた。じぃー、と中をのぞきこんでいる。

「モモ、どうしたの？」

　ダニエルが、モモにしか聞こえない声で、リュックの中から話しかけてきた。

「それがさあ……おかしいんだよねぇ」

　モモは、腕組みで首をひねる。それから、大きな黒目がちな瞳ひとみをぱちくりさせて、もう一度、下げ駄た箱ばこの中をのぞきこんだ。

「もうそろそろ、上うわ履ばきに『画が鋲びよう』とかが仕こまれててもいいと思うんだけどなぁ」

「ハァ？」

　ダニエルは、あまりに予測不可能なことをモモが残念そうに言うものだから、「なんじゃ、そりゃそりゃっ！」というリアクション芸をひっさげて、リュックから顔を出すのも忘れてしまった。

「あたしの完かん璧ぺきな転校生設定と美少女っぷりからして、それを嫉ねたんだ同級生から画鋲を入れられてるはずなんだけどさぁ。入ってないんだよねぇ。なんか、かわりに……」

　モモが下駄箱の中に手を入れて、何かをつかんだ。ガサガサっと、複数の紙がこすれる音がした。

　それは上履きを取り出せないくらいにつめこまれた大量の──『ラヴレター』と『ファンレター』だった。

「転校数日で、早くも……！」

　と、ダニエルは、モモのポテンシャルの高さにおののいた。でも、心の中では、まあ、当然といえば、当然なのかも？　とか、パートナーの成果に鼻高々だったりもする。モモには秘密。調ちよう子しに乗るから。

「手紙、って……また古くさい方法だねー」

　面めん倒どうくさそうに言うモモ。しかし、リュックを下ろすと、そのサイドポケットにラヴレターの束たばを丁てい寧ねいに収めた。

「捨てたりしないんだね？」

　意外だとダニエルが、しょい直されたリュックの中でつぶやく。

「まあね。いちおうさ、こういうのでも、ひとの〝想おもい〟がこめられてるモノだし」

　モモの不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが、微かすかにやさしく鳴った。でも、すぐに、

「──まっ、あたしに読んでほしかったら、時空間移動で百万年前くらいから手紙送って、しゅぱっ！　と、目の前に出現させるくらいのことできなきゃだけどねっ[image: ]」

　いつもの軽い口調に戻ってしまう。

「……なかなか、ムズかしいね、それは……」

　ダニエルはそう、ため息まじりの苦にが笑わらいで応こたえた。

　それでも、ああ、やっぱり、何ど処こへ行っても、何処に来ても、モモはモモなんだなと再さい確かく認にんできたような気もした。




「咲サヶカ本モトさんっ」

　弾んだ声で、またしても今いま谷たにが近づいてきた。

　モモは、マダムのような生徒会長（男）に妙な因いん縁ねんをつけられたので、先に行ってもらっていたが、モモがくるのを待ってくれていたらしい。

「どうだった？　生徒会長、イヤらしくなかった？　粘ねん着ちやく系けいで有名なんだよね。あのひと、なんで生徒会長になれたんだろ？　裏工作？　しかも、カレー部らしいよ。部長。部員ひとりだけど。つーか、カレー部って！」

　とか、今いま谷たにはあごに手をあてて、ひとりあれこれと考えをめぐらせる。

　カレー部？

　活動内容がちょっと気になる。カレーでなにをどうするの？

「べつにだいじょうぶだったよ？『なんでもないです』って言ったら、『ああ、そう』って」

　そうモモは答えた。が、事実とは多少異なる。

「君、何ですか？　その制服は？　そのリュックは？　ええ、なんですか？　なんなのです？」

　べとべととした粘着質な口く調ちようで、キリキリと生徒会長はモモに詰め寄ってきた。

　しかし、モモは、

「すみませんっ。あたし、まだ、転校してきたばかりで、そのっ……」

　うるうるした瞳ひとみ。

　ひるむ生徒会長。

　きらきらした視し線せん。

　あとずさる生徒会長。

「あ、でも、声をかけてくれてうれしかったです」

「え……？」

「だって、転校してきたばかりなので、すこし心細かったんです……っ。ありがとうございました……っ」

　うるうるきらきら光線ビーム。







　ずっぎゅ[image: ][image: ][image: ][image: ]ん！







　と、心が撃うち抜かれたような音がした。

　気がした。勘かん違ちがいだ。

「あ、あ、あ、あ、安あん心しん下ひた前まえッッ！　こ、こ、こ、ここここ、このぅっ、性せい徒と快かい調ちようのわたわたわたたたたたーっ、綿わた死しがあっ!!　護まもって、そして、より剃そって、むしろ、生ぬ温くもりを七しち三さん分わけにしてあたえ亜あってあげＹＯじゃないかあ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っっっっっ！」

　全身を硬直させて、顔を紅こう潮ちようさせて、生徒会長は、叫ぶように言った。

　が、もうすでに、モモの姿はなかった。セキュリティシステムを通り抜けた、巨大なリュックがゆさゆさとゆれて、生徒玄関に消えていくところだった。

「生徒会長サイテー」

　とかなんとか、女子生徒たちからの白い目があったかどうかは推おして知るべし……。

「そっか、なんにもされなかったんだねぇ」

　と納得して、今いま谷たにはモモのとなりにならんで、校舎の中を三階の一年桜組の教室に向かう。

　すると、生徒玄関を抜けたあたりで、

「今谷さん」

　今度は、モモではなく、声をかけられたのは今谷だった。

　モモたちの正面に、おだやかな微笑ほほえみを浮かべた女子生徒が立っていた。胸のリボンで二年生だと判わかる。

「石いし川かわセンパイっ。おはようございます」

　今谷が元気にあいさつする。

「おはよ」

　石川という女子生徒が言う。その視し線せんは、すこし下がって、

「あっ、もしかして、あなたがウワサの転校生の咲サヶカ本モトさん？」

　モモに向けられた。

「そうですよっ、この娘こが、あの咲ヶ本モモさんですっ」

「ああ、やっぱりっ。ほんとうにすごくかわいい娘なのねぇ」

　感心して女子生徒は言う。それを聞いた今谷は、

「でしょでしょっ？」

　と自分のことのように胸を張った。

　モモは置いてけぼりをくらっていたが、気にもとめず、眼鏡めがねの奥から、じっと目の前の人物を観かん察さつしていた。

　──……このコ……。

「あ、ごめんっ！　咲ヶ本さん！　えっと、石川美み保ほ子こセンパイっていって、弓きゆう道どう部ぶの先せん輩ぱいなのっ」

　今谷は、あわてて自分が所属する弓道部の先輩、石川美保子との橋渡しをしようとした。モモの微動だにしない様よう子すを今谷が勘かん違ちがいした。自己紹介されていないから、きょとん、としていたと思ったようだ。

　実際のモモは、自己紹介など気にしてはいなかった。しかし、眼鏡ごしの黒目がちな瞳ひとみは美保子のことを映したまま、離はなれない。

「よろしくねっ、咲ヶ本さん」

　美み保ほ子こがすっと片手を差し出してきた。

「あ、えっ」

　モモは、わざともじもじするリアクションをして、両手で眼鏡めがねを直した。おなじように片手を差し出すと、

「……よろしくお願ねがいします……ぅ」

　ちいさな声でもにょもにょ言ってから、その手をつかんだ。

　その瞬しゆん間かん、







　───リン。







「…………ん？」

　違和感。

　ひどく雑多な意い識しきの中に、モモは、ふとした違和感を見つけた。

　なんだ？　コレ？

　変わらず、美保子は、おだやかな表情を浮かべていた。

　モモが最初からもじもじしていたので、その変化には気づかれなかった。美保子は、

「それじゃ、今いま谷たにさん。放ほう課か後ご、部活でね」

　そう言って、モモたちに軽く手を振ってその場を去っていった。

　しばらく、というほど長い間でもなかった。瞬まばたきふたつ半ほど。モモは、美保子の背中を見送った。

　違和感。

　正体。

　それは──

「石いし川かわセンパイ、こないだ腕を怪け我がして、部活もできなくて、すごく落ちこんでてさぁ。声かけるのも、ちょっと迷うくらいだったんだけど……。なんか元気になってよかったー」

　ひとりごとのように、今谷が言った。

　いつもなら、

　あっそー。どうでもいいかなー。

　とか思うモモだ。

「へぇ……」

　しかし、モモは、あいづちを打つ。

　今谷という子。ミーハーでゴシップ好きの上に、ものすごいおしゃべりだ。

　けど──

「んじゃ、行こう」

　今いま谷たにが先に歩きだす。

「──ちょっと、役に立ったかも」

　モモは、すこしだけ微笑ほほえんでつぶやいた。




　　　　♪




「──二年梅組、出席番号女子二番。石いし川かわ美み保ほ子こ。こいつもモモとおんなじで特別進学クラスだね。部活動は、弓きゆう道どう部ぶに所属……とっ」

　ダニエルは、学園のコンピュータと、ある筋から引き出したデータを超情報端末デバイスに入力する。

　ある筋。と言っても、モモが休み時間の間に、あのおしゃべり好きの今谷に訊きいたら、ベラベラとよけいなことまで教えてくれただけだったが。

　現在、モモとダニエルがいるのは、放ほう課か後ごの屋上。

「まだ、学園の敷しき地ち外がいに出た形跡がないから、やっぱり、部活に行ったんじゃないかな？　えーっと弓道部の活動拠きよ点てんは……」

　ダニエルは、デバイスから学校のシステムに侵入して、美保子の形跡をたどっていた。

　花はな園ぞの学がく園えんは、細部までがコンピュータネットワークでつながっている。生徒たちは、生徒手帳とはべつに、カード式のＩＤを持っている。それを、校門などに設置されている自動改札のようなセキュリティシステムに通す（非接触式）ことで、生徒ひとりひとりの状況が判わかる仕組みになっている。

　さすがに、有数のマンモス校だけあって、人力で生徒すべてを把握するのは、困こん難なんな部分もある。学園の敷地はとにかく広大。一番遠くに位置する特別教室や、第十グラウンドには、バスなどを使って移動するくらいだ。

　朝、教室に入るときや帰るとき、また、教室移動の際にもドア横にある小型のセキュリティにＩＤカードを通すことで出欠の状況が判る。教室を空あけるときは、完全に出入り口のドアをロックすることも可能になり、安全性セキユリテイの面でも役割は大きい。合理的で機き能のう的てき。

　ただ。いちいち、データが残るのは、プライバシーのどうのこうのという気もする。しかし当事者の生徒たちはあまり過敏になっていなかった。もちろん安全性のこともあるけれど、やはり一番大きいのは、花園学園のＩＤカードがあれば、交通機き関かんの大きな割引、公共や民間の機関でもおなじような無料、割引サービスが受けられる『お得感』のほうが大きい。

「どうする？」

　ダニエルがモモに訊たずねる。

　モモは、ダニエルが用意した虹にじ色いろのビニールシートの上で、もぐもぐとひどくしあわせそうな笑え顔がおで、苺いちご大だい福ふくをほおばっていた。

　屋上にはふたりのほかに誰だれもいない。休み時間や昼休みには、もともとここを自分フィールドにしていた那ナ由ユ多タソラがいるときもあるけれど、放ほう課か後ごにここにくることはないらしく、モモとダニエルの〝仕事〟の会話も、誰かに聞かれることもなかった。

「あふーっ、おいしぃぃ[image: ][image: ][image: ]　コレ、ぜったいアタリだってゆったっしょ？」

　まったく関係のないことを言って、感動を表現するモモ。

「──って。聞いてた？　ねえ、今ボクが言ったこと聞いてた？」

　目を細くしてダニエルが、じとーっとモモを見る。

　モモは、かまわず、苺大福をもぐもぐと食べる。それを食べ終えると、もう一個いくかいくまいかで本気でなやんでから、やっぱりやめておくことにした。

「ももぉ……」

　かんべんしてよぉ、と半泣きでダニエルが言いそうになったが、モモが、スッと立ち上がった。

「じゃあ。ちょっと、行ってみっかなぁ」

　スカートの乱れを、ぽんぽんと直す。

「え？　え？　え？　何ど処こへ？」

　モモの切りかえが急すぎて、一いつ瞬しゆんついていけなかった。

「行くっつってんのっ、ほら、ダニーっ！」

　ダニエルの比重のおおきい頭部を、モモは、むんずっ、とつかむ。

「わわわわわわーっ！　なに!?」

　ダニエルが騒さわぐけど、かまわずに、ビニールシートといっしょにまるめてリュックに放りこんだ。







「こっちで、こっちに行くと……。あ、ほら、あったでしょ？」

　ダニエルが、ビニールシートに巻きこまれながらリュックの中から顔を出す。リュックから出ている上半身は平静でも、リュックの中の下半身は、ビニールシートから抜け出そうと、後うしろ脚あしとしっぽがバッタバッタともがいていた。

　モモは、ダニエルのナビゲートで弓きゆう道どう部ぶの道場をめざしていた。

　道場は、学園の敷しき地ちの一角、運動部のコートやほかの部の道場がつらなっているところにあった。

　モモの背せ丈たけくらいありそうな、でかでかとした『弓道部』と書かれた札ふだが入り口にかかっている。判わかりやすい。

　が、しかし、見た目が、めちゃくちゃ洋風だ。というか、コジャレた中世風になっている。本当にここなんだろうか……。

　この学園はどんどんとその範はん囲いと敷地を広げていった。そのためか、作られた年代によって、仕様に若じやつ干かんの違いがあるものの、全体的に洋風というか、ゴシック風。この道場は、今こ年としの春先に改修工事が終わったが、外がい観かんは、ほぼ以前のままになっていた。それでも入り口から少し入れば弓きゆう道どう専用道場らしさが見られるようになる。

　的まとがあるだろう部分は、瓦かわら屋や根ねになっていて、その一角だけが、ゴシックから和になっているので、妙な雰囲気もある。

「これはこれでなんかおもろいからいいんじゃん？」

　ひとりごちてモモは、入り口からひょっこり道場の中をのぞきこんだ。でも、この入り口からじゃ、死角になっているせいで、これ以上、道場の内側の様よう子すを知ることはできなかった。

　ずかずかと入っていってもいいが、誰だれかに遭そう遇ぐうして、

「あっ、見学したいんですけど、きゃはっ[image: ]」

　なんて、いちいちごまかすのも面めん倒どうくさい。

「ダニエル、アレ出してっ」

　入り口からも外からも見られにくい、植木の陰に隠れながらモモが言う。

「もう、やってるよぉ」

　すでに、リュックから出てきてダニエルは、リュックの上で、デバイスの画面に向かって、なにやら前脚で器用に操そう作さをしていた。

「おっ、やるじゃん、ダニーちゃんっ[image: ]」

「そうやって呼ばないでってばー。それ、子供のときの呼びかただし……」

　ぷーっ、と子供みたいに頬ほおをふくらませながらも、ダニエルはてきぱきと仕事は確かく実じつにこなしていく。

　ピンポン球よりちいさな球体にトンボの羽根が生はえたようなモノが、弓道場の中を、しずかに飛とび廻まわっていた。ダニエルが飛ばした小型偵てい察さつ機きだ。色も保ほ護ご色しよくで擬ぎ態たいさせてあるので、部員たちにまったく気づかれていない。

　偵察機は、

「それでさぁ、あの男子って、本当はぁ……」

「マジで？　うっわ、チョー引くわー」

　とか、ほかの部員とおしゃべりをしている、あいかわらずの今いま谷たにを映しだした。

「それじゃないし……」

　モモがダニエルのデバイスをのぞきこみながら言う。

「判わかってるよ。えっと、いたいた……」

　ダニエルの、先っぽだけが白いしっぽがデバイスの画面をちょんちょんと二回つつくと、その周辺部分が拡大された。

「マジメにやってんねぇ」

　感心するようにモモは、つぶやいた。

　画面の中に、今け朝さ逢あった女子生徒、石いし川かわ美み保ほ子こが映っている。縁えん側がわのようなところに立って、集中した表情で弓ゆみを引いて、庭のようなところをはさんだ的まとに向かっている。

「……んー。いまいちなフォームだなぁ。弓の引きがあまいね。あれじゃ殺やれねっす」

　知ったかな口ぶりで、モモは、美保子の姿勢を評価チエツクした。

「殺らなくていいんだよ。スポーツだから……」

　ダニエルは、モモの軽口をさとして言う。

　と、美保子の張りつめていた弓が解き放たれ、矢が空気を裂いて、的に向かった。

　その瞬しゆん間かん、

「ん？　また……」

　モモが、何かを感じた。今朝の違和感に近いモノだ。それに、かすかに空気の流れに変化があった。本当に微々たる勘かん違ちがいの範はん囲いかもしれない。

　美保子の放った矢は、ものの見事に的の中心を射ていた。それに、たった今刺さった矢のすぐ傍そばには、すでに数本の矢が刺さっている。ほぼ同じ中心部分。すべて、美保子の放った矢だ。

　歓かん声せいが上がる。

　弓きゆう道どう部ぶの部員たちが、拍手しながら、美保子に近づいていっている。

「すっごいじゃん。美保子ぉっ！」

　ひとりの部員が、彼女の身体からだをバシバシとたたいた。

「うんっ。なんか、調ちよう子しよくって」

　美保子はおどけずに、でも、笑え顔がおで返した。

「ほら、みんなも、美保子を見習って、集中集中っ！　特に、今いま谷たにぃ」

　部長らしき人物が、おしゃべりしていた今谷に言った。

「すいませーん。まだ、なれてないもんで」

　そう言う今谷だった。が、

「なに言ってんの。あんたは、新入部員だけど、中等部のころからやってんだから、なれてないワケないでしょっ！」

　怒られた。ドッと、笑いの輪わが広がる。静かで張りつめていた道場内の空気がゆるんだ。

　その輪の中で、ひとり、美保子の表情に一瞬、影かげが浮かんで、すぐに消えてしまった。

「はーい。さっ、練習練習ぅ」

　部長が本当に怒りだす前に、今谷はおしゃべりをやめる。ほかの部員たちもそれぞれに練習に戻っていく。道場の中はまた、真剣な空気の中に還かえっていった。

「へぇ[image: ][image: ]。あの人間っ、なかなかやるねー。あれだけ的に連続で当てるのって、かなりの集中力だよねぇ」

　デバイスを操そう作さしながらダニエルは、しっぽをひらひらさせた。

「ふーん……。でも、なんだかなぁ……。それに今、かすかに空気の流れが変わったような」

　モモは、置いたリュックの傍そばにしゃがみこんで、軽いヤンキー座りで、頬ほお杖づえをついた。

「なにか気になるの、モモ？」

　ダニエルがデバイスから目を離はなし、モモの顔をのぞきこむ。

「まあ、気になるってゆうか。まだ、たぶんで、たしかじゃないんだけど……」

「もしかして、アレってこと？　ボクには反応がないけど」

「うーん。でも……アレ……かなぁ？　近いけど遠いってゆうか、べつなんだけどべつじゃない。違うけど違わないみたいな？」

「どういうこと？」

「だから、それをたしかめようとしてんじゃん」

「そっか。なら、たしかめてみるしかないね」

「どうやって？」

「いつもみたくやればいいんじゃないの？」

「いつもぉ？」

「好き勝手やってるでしょ？」

　言って、ダニエルは、あきれるようにくすりと笑った。

「なら、そうするわ」

　としかし、怒るどころか、にっこりと笑って、道場の入り口に向かって歩きだした。

「モモっ？」

　追いかけようとしてリュックの上から降りたダニエルだった。が、

「ふわっ！　だ、誰だれかきた!?　なんでこんな絶妙なタイミングでっ!?」

　あわてて方向転換して、リュックに飛びこんだ。

「──あれ？　咲サヶカ本モトさん？」

　道場から出てきたのは、美み保ほ子こだった。

　なんともタイミングがいい。

　いや、妙によすぎる。

「どうもっ」

　モモは、猫かぶりモードで、ぺこりとお辞じ儀ぎをする。

「今、誰だれかいなかった？　声が聞こえたんだけど？」

　どうやら、美保子は、ほかの部員が誰も気づかなかったが、モモたちのかすかな声に気づいて外まで出てきたようだった。

「……感覚がビンカンになりすぎてるのか……」

「え？　なに？」

　モモのひとりごとに、やはりビンカンに反応して、美み保ほ子こが訊たずねてきた。

「いえ、近所の駄だ目め猫ねこ……じゃないですか？　にゃー」

　モモはちいさく猫パンチをする。

「だめねこ？」

「そう。バッドキャットのブラックキャット。頭がおっきな、ものすごくかわいくないやつです」

「ならいいんだけど……」

　美保子は、まだ感覚に何かが引っかかっているのか、何度か、モモのリュックに目を向けた。

　その中では、ダニエルが冷や汗べっちょりで固まっていた。

「すみません。生徒玄関のほう、ってどっちですかぁ？」

　モモが、ズレた眼鏡めがねを通さずに、うるうるした瞳ひとみで美保子を見上げて、とうとつに言った。

「え？　あ、ああ……もしかして、咲サヶカ本モトさん迷っちゃったとか？」

「はい。部活見学をしようとしていたらぁ……」

　困った表情。ななめ四十五度で地面に視し線せんを落とす。

「そっか。転校してきたばっかりだもんね。この学園って、ほんとうに広いから。えっとねぇ……」

　と、おだやかな表情で、美保子がここから生徒玄関までの道のりを丁てい寧ねいに教えてくれた。

　そのときの美保子には、何も違和感をおぼえなかった。しかし、

「やっぱり、無理はしないほうがいいですよね」

　説明を聞き終えたところで、美保子のほうを見ずに、つぶやくようにモモは言った。

「え……？」

　もちろん、意味が判わからずに、美保子は、不ふ思し議ぎそうに睫まつ毛げを数回しばたかせた。

「無理して笑っていたとしても、けっきょく、心には嘘うそをついているかもしれなくて。あとで苦しくなるだけなのかも……。そう思いません？」

　大きな黒目がちな瞳が、美保子の瞳を真まっ直すぐに見た。美保子の表情がくもった。それでも、笑え顔がおを作って、

「どうしたの、咲サヶカ本モトさん……？　迷まい子ごになって、心細くなっちゃったの？」

　モモの科白せりふの意味を自分自身の解釈で、美保子は受け取った。

　というより、そうするしかなかったんだろう。

「そうですね。たぶん。迷子になると、不安になりますよね。だから、灯あかりがほしいって思うのかもしれません。目印みたいに。もしも、それが間違ったほうを示していたとしても、そこにずっと立っているよりは、いいって思っちゃうから」

　モモは言う。美保子は、ぐっと言葉と生なま唾つばを呑のみこんだ。モモが自分のことを言っているようで、美保子自身のことを言っているように聞こえたからだった。

　美保子は何も返さなかった。返せなかった。

「それじゃ、あたし、帰りますね。道、教えてくれてありがとうございましたっ」

　ぺこり、深く頭を下げ、モモは巨大なリュックを軽々と背おうと、道場をあとにした。




　　　　♪




　真っ白い部へ屋やだった。

　そのせいで、広さの感覚が鈍にぶくなる。何ど処こまでが床ゆかで何処に壁かべがあって何処からが天てん井じようなのかもよく判わからない。部屋の中の様よう子すは、ひらひらしたレースのカーテンがかかった『お姫さま仕様』のベッド、丸みを帯びた不ふ思し議ぎな形のクローゼット、機き能のう性せいとは無む縁えんのデザイン重視のテーブルとチェア、あと、簡かん素そだがやはりデザインが強きよう調ちようされた作業用（たぶん）のデスクがある。

　よく見れば、白いだけでなく小物をふくめてところどころに、ピンクのモノが置かれている。かといってピンキーすぎないファンシーとラヴリーが絶妙な雰囲気の不思議な部屋だ。

　その部屋の主、

「──というアレで」

　デスクの前に座る、意志の強そうな黒目がちな瞳ひとみをした──モモが言う。

　真っ白い〝制服〟のミニミニなスカートではしたなく足を大きく投げ出しているその姿勢に、傍かたわらの脚あしの長い丸いサイドテーブルの上にいる黒猫──ダニエルは、ちょっぴりドキドキしたりしていた。

　が、モモはそんなことまったく気にしない。

　モモの正面から、べつの声が鳴った。

「で、潜せん入にゆう捜査の塩あん梅ばいはどうなのさ。うまくいってんの？」

　デスクの上に置かれたモバイルノートＰＣよりも一回りくらいちいさな（そしてやっぱりピンクでラヴリーな）デバイスらしきモノが、妙にちんちくりんな子供のような、むしろ子供よりも子供っぽい、とてつもなくラヴリーな声でしゃべった。

「報告はダニエルから受け取ってるけど。モモからは、まだだったもんね」

　いや。正せい確かくには、デバイスのモニター部分が立体的な映像を吐き出していて、そこに映っている真っ白なうさぎ、っぽい生き物っぽい何かしらが、やれやれといった表情で、赫あかい目をモモに向けていた。

「ダニエルがやってんだからいいじゃん。こうやって、ちゃんと定期連絡はしてんだし。てゆうかっ！　こないだのアレどうだった!?　あたしが回収した〝幻魔ゲルマ〟のこと、なんか判わかった？」

　モモが立体デバイスに向かって、せっつく。

　赫い目のうさぎ──こんなにコロコロとしたラヴリーな姿をしているが、これでも、モモとダニエルの直属の上司にあたる──ルーシィに訊たずねる。見た目と声のラヴリーさに反して、落ち着いた口く調ちようで、

「ああ、アレ？　アレね。そうそう、確かく認にんのために訊きくけど、アレ、何ど処こで拾ったの？」

　ルーシィが短い前脚をうしろに廻まわしながら、うなるように返してきた。

「報告の通りだよ。学園の生徒が持ってたんだ」

　モモといっしょにその現場にいたダニエルが答える。

「ああ、やっぱりそうか。そうよね。でも、うーん。おっかしいのよねぇ〜」

　ルーシィが今度は、腕組みで頬ほお……だと思われる部分に前脚を当てる。

「おかしいって？」

　ダニエルがルーシィからモモに視し線せんを移した。モモは何かに気づいているらしく、ルーシィの次の言葉を待っていた。ダニエルも視線を戻す。

「それがねぇ。……アレ、〝幻魔ゲルマ〟なんだけど〝幻魔〟じゃないのよ」

「幻魔だけど幻魔じゃない？」

　ダニエルがルーシィの科白せりふを繰くり返した。黄おう金ごん色いろの大きな瞳ひとみをぱちくりさせる。

「そっ。もともとは、〝幻魔〟っぽいんだけど、違う代しろ物もの。〝意志〟による変化じゃなくて、誰だれか、第三者によって強制的な変化をあたえられた……まっ、つまり、改造モデイフアイされたモノってことだね。」

「モディファイ？」







[image: ]







　モモとダニエルがハモって、顔を見あわせた。

「しかも見たこともない特殊なプロテクトがかかってて、細部の解かい析せきはできてないのよね。さっぱりよ。いざ、お宅拝見。って行ってみたら、いきなり真っ暗、足もとも見えない。みたいな？」

　口く調ちようは軽かったが、ルーシィは、困った表情で苦にが笑わらいだった。

「ちょっと、待ってよ……っ。幻魔ゲルマのモディファイなんて聞いたことないよ!?」

　ダニエルが、知ち識しきの外の情報に、黄おう金ごん色いろの瞳ひとみを白黒させる。

「そりゃそうだわ。だから、こっちも、びっくらぶっこいてんのよぅ。あたらしい情報が手に入ったのはいいけど、謎なぞが大きくなったばっかりで、まだまだなんかありそうね……まったく」

　やれやれと、ルーシィは耳をぱたつかせる。しかし、残念ながらラヴリーな容よう姿しと声のせいで、あまり困っているようには見えなかった。

　すると、しかし、

「──そっかっ！　だからか……！」

　モモが、がばっと椅い子すの上で跳はねた。傍かたわらのサイドテーブルが震しん動どうで揺れて、ダニエルは転げ落ちてしまう。モモのスカートになんとかつかまった。

　モモは、そんなこと気にもとめず。

「違和感の正体は、そういうこと……っ」

　いつもの〝幻魔〟とは違う感覚。

　ダニエルも反応できないくらいのうっすらとしたモノだったけれど、点と点が線でつながってきた。

　依然として、不ふ確たしかだ。全体像は見えなくても、違和感の正体くらいはつかめるかもしれない。

「あの──美み保ほ子こってコも、そのモディファイ幻魔を持ってる。きっと」

「え、ほんと？」

　ダニエルは、スカートからよじ登ってモモの肩にちょこんとのっかる。

「最初、あのコと握手したでしょ？　あんとき、なーんか変なかんじしたんだよね。〝幻魔〟の反応に似てるんだけど、違うかんじ。直接、触れなかったら気づかなかったかも」

「え、そうなの？　じゃあ、きっかけは偶ぐう然ぜんだったけど、結果的にアタリだったんだっ！」

　なるほどなるほどぉ、と納得したダニエルだった。が、

「……ひたい……」

　痛い。モモに、ほっぺを伸びる限界まで引っぱられた。なんでだっ？

「偶然じゃないっつーの。あたしの、プリティでセンシティヴな感性が鋭するどく尖とがって、偶然じゃねー。計算だっつーの。つーのっ」

　そこか。怒るところは、そこなのか。

「見てっ、この、あたしの計算しつくされたプリティっぷりを……！」

　言って、何な故ぜか、こんなときなのに、ラヴリーかつプリティかつキューティな、決めポーズをとるモモ。

「じゃーんっ！」

　……じゃーんっ、じゃないし！

　とか思うが、

「さすが、モモっ！　略してサモ！」

　ルーシィが、モモのノリに乗っかった。

　面めん倒どうくささが、かけ算になった。

「サンキュー、チビリ。でも……知ってた！」

　親指を押っ立てモモは、満面の笑えみだ。

　立体映像の中のルーシィも、垂れた耳をぱたぱたさせながら、モモに拍手喝かつ采さいを送る。

　どうでもいいけれど。チビリというのは、ルーシィのあだ名みたいなものだ。ただ、モモしか使ってない。ダニエルがたまにモモにつられてそう呼んでしまいそうになるくらいで。一応、上司だから、あだ名で呼ぶのはやめておこうと思う。

　けれど、……モモと同類の、一ひと癖くせも二ふた癖くせも三み癖くせも四し癖くせも……とにかくたくさんある、接し方にちょっと困るひとだった。

　やれやれだった。

　このふたりを相手にしているダニエルが陰で、同どう僚りように、

「さすがダニエル。略して、サル」

　とか言われていることを本人は知らない。

　サルでも猫でもないが、

　どうだっていい。どうでもいいんだ。

「さあて、こっからどうすっかなぁ……」

　モモが、いつの間にか、普通なかんじに戻っていた。ここらへんの切りかえの異常な速さも、モモがモモたる所以ゆえんみたいなもんだ。

「そっちで出たデータ途中でもいいから、こっちに送ってくれる？　うちの猫にももっかい解かい析せきしてもらうから」

　モモが言う。

「いやいやいやいや。猫じゃないし！　猫、っぽいだけっ！　せめて、〝仕つかえ魔ま〟っていって！」

　ダニエルは、抗こう議ぎする。

「で、そっちでももうチョイ解析とか情報の収集すすめといて、こっちはこっちで今ある手がかりだけでなんとかするから」

　モモは無視だった。しょぼーん。

「そうかい？　今はこっちも何も判わからない状態だから、手助けらしいこともしてやれないけど、たのんだわよっ」

　妙に真ま面じ目めな声と表情でルーシィは言った。

「うん。判ってるって。だから、あたしが此こ処こにいるんだし。やらなきゃいけないことをやるだけ。あたしがやれることをやらなきゃ」

　モモも真面目な声と表情で言った。

　……。

　…………。

　………………。

　……………………。

「ぷ……っ」

　え？

「ぷはははははははははははははははははっ！」

　モモとルーシィが同時に噴ふき出した。

　爆ばく笑しよう。

「え？　え？　え？」

　ダニエルはワケが判らず、ただ、リアクションに困った。これでは、リアクション芸人の名が泣く。

「だ、だれがっ、リアクション芸人だっ！」

　無視。

　モモとルーシィは、自分たちの真面目っぷりな雰囲気に自分たちで耐えられなくなったみたいだ。

「ひゃー、今のちょっとかっこよくなかった？」

　ルーシィは、立体映像の中で、もう一度、真面目な表情をして、また、笑いだした。

「やっべ、ちょーウケるっ。チビリ、マジかっこよかった！　でも、あたしのもヤバくね？」

「あんたも、ビッグバンよかったわよっ！」

　互いに相手を褒ほめあう。モモとルーシィ。

　…………。

　…………。

　ダニエルは、そんなふたりを交互に見やって、あらためて、思った。

「……なんて、緊きん張ちよう感かんのないひとたちだ……」




　やれやれだった。




　　　　♪




　春は、気がついたときには、もう、傍そばにいない。遠くへと旅立ってしまってる。

　それに気づくのは、頬ほおに刺さるような冷たい風が吹くころだろう。きっと。おそらく。

　そのとき、春の温ぬくもりを恋しく思っても、もう、遅いんだ。




　でも、冷たい風にたえて、めぐりくる季節を待つことができれば、

　やってくる。

　また、春はそのぬくもりとともにやってくる。

　きっと。







　放ほう課か後ごの弓きゆう道どう部ぶの道場からは、弓ゆみを引く緊きん張ちようした音と、矢が空気を裂いて的まとを射る音が、空気に響ひびいて鳴っていた。

　空気。

　揺れる音。

　揺れる心。

　それとは反して、石いし川かわ美み保ほ子この矢は、今日きようもまた、的を中あてている。

　音。

　空気。

　乾いた音。

　揺れた揺れた揺れた。

　弓を引く。

　太陽が紫むらさきに見えた。

　揺れる。

　空気。

　音。

　歓かん声せい。

　紫の太陽が揺れる。

「すごいよ、美保子っ！」

　弓道部部長が、肩にふれる。みんなが、近づいてきた。これは練習だから。そんなに喜ばなくてもいいのに。たいしたことないのに。

　的なんて、何ど処こにあたっても同じなのに。

　タイシタコトナイノニ。

　空気が揺れる。

　見える。空気が。

　歓かん声せいの感性。

　見エル。空気。

　みんなが喜んでくれる。

　弓ゆみを引く。

　矢が中あたる。

　何度も。何度も。

　みんなが喜んでる。

「うんっ」

　美み保ほ子こは、笑え顔がおでうなずいた。

　鋭するどく想おもふ。

　タイシタコトナイノニ。

「今度の大会、個人も団体もイケるかも」

　揺れる。

　紫むらさきの太陽。

　心の底。

　くもってる太陽。

　ココロノ底。

　不純物。

　紫の太陽。

　ユレタユレタユレタ。

「たいしたことないよ」

　美保子は笑った。

　刹せつ那な。

　声が鳴った。

　オトナびているのに子供のような不ふ思し議ぎな響ひびきの声。

「──無理して笑っていたとしても、けっきょく、心には嘘うそをついているかもしれなくて。あとで苦しくなるだけなのかも……」

　大きな黒目がちな瞳ひとみが、美保子を真まっ直すぐに見ていた。

　心の奥底の不純物。

　笑顔を作った紫の太陽。

「私は……、」

　タイシタコトナイノニ。

「私は……、」

　タイシタコトナイノニ。

「私は……、」

　タイシタコトナイノニ。

　ぎゅ、っと、手のひらをにぎりしめる。

　痛み。

　ちいさな石と傷跡に走る、鋭するどい痛み。

「私は……」

　心の底から、何かがはい出てこようとした。

　それに気づいて、あわてて、それを呑のみこんだ。でも、すこし遅かった。

「じゃあ、みんな、美み保ほ子このとこに集合してー。ちょっとミーティングしよー」

　そう言って、部長が調ちよう子しの上がっている美保子を中心に、部員を集めた。

　美保子は、ぼんやりと虚こ空くうに視し線せんをはわせていた。

　その手の中の、ちいさなちいさな〝石〟が皮ひ膚ふに食いこんで血が滲にじむくらいに、ぎゅっ、とにぎりしめた。

　怪け我がをした腕が、心しん臓ぞうの鼓こ動どうと同じリズムで、じんじん、と痛んだ。

　ただ、それだけだった。

　それだけがやけに、




　痛んだ。




　そのときだった。

「美保子には、期待してるからねっ」

　部長が、囁ささやくようにいった。そして、ぽんっ、と美保子の肩に手を置いた。刹せつ那な、美保子の身体からだがビクンと震ふるえた。

　違う。震えたのは、おびえた心だった。

　心の底から、はい出てきてしまう。

「キャァァァァァァ────っ!!」

　悲鳴。

　それは、突然の風だった。

　弓きゆう道どう場じようの中を襲おそった。空気の渦うずが、ぐるぐると蜷局とぐろを巻く。弓ゆみ矢やが風に舞まい上がり、部員たちに降りそそいだ。

　みんな、その場に座りこんだり、傍そばにいる部員同士で抱き合ったり、なすすべがなかった。

　風がやんだあと、道場は、台風が去ったような有あり様さまだった。

「なに、今の……っ」

「怖い……」

　部員たちが、うめくように恐怖に震ふるえていた。

　その中心で、石いし川かわ美み保ほ子こは、ただひとり、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　誰だれも美保子のことを見ていなかったのに、みんなが自分を見ている気がした。

　自分を咎とがめているような気がした。

　オマエが。

　オマエが。

　オマエが。

　オマエが。

　オマエが。

　オマエが。

　オマエが。

　オマエが。

「私じゃない……私じゃ……っ」

　怪け我がをした右の二の腕が、ひどく、ズキズキと痛みだした。

　治ってなんかなかったんだ。

　だって──










　　　　♪




「──そこで何をしている？」

　すぐ背後で男の声がした。

　弓きゆう道どう場じようの傍そばで、ダニエルの操あやつるデバイスをのぞきこんでいたモモは、ゆっくりと振り返った。

　ダニエルはリュックの中で、見られていない。

「あの、はじめましてっ！」

　ぺこりっ、と深々と挨あい拶さつをしたのは、身長の高い男、ではなく、そのうしろに隠れるように立っていた小こ柄がらな女の子、風ふう紀き委員のキキ・デイジーロックだった。

「二年の風紀委員、キキ・デイジーロックと申しますっ」

　知ってる。とは、言わずに、モモは、そのとなりにいる、同じく風紀委員のレスター・ポルファスに目を向けた。

「弓道部に用でもあるのか？」

　レスターが訊たずねてくる。

　涼しい色をした目が、鋭するどくモモを見る。

「あのっ、部活見学の途中ですっ」

　もじもじしながら、急に声をかけられてびっくりした風ふうに、モモは上目づかいだった。

　レスターはじっとモモを観かん察さつするように、しばらく、眺めていた。

「……そうか。たしか、君は転校生だったな」

　さすがというか、なんというか、レスターは、転校生としてのモモのことを把握していたようだ。それに、あの校内放送の一件もある。風紀委員が知らないでいるほうがむずかしい。

「はい。えっと、なんですか？」

　モモが訊きく。

「いや……。なんでもない」

　レスターは、モモから視し線せんを離はなさずに言った。

　なんだ？

　このかんじ。

　コイツ……っ!?

　モモがレスターに感じたそのままを、

「…………っ」

　レスターもモモから感じていた。かすかに表情に変化が起こる。

　沈ちん黙もく。

　それにこまったのは、キキだった。

「あのっ、あのっ……、ふたりともどうしたのですか」

　となりのレスターと、その視し線せんの先にいるモモを交互に見て、おろおろする。キキは、何も感じていなかったらしい。

　しかし、沈ちん黙もくは破れる。







　キャァァァァァァ────っ!!







　弓きゆう道どう場じようから、複数の悲鳴が聞こえてきた。




「「──しまった!!」」




「ん？」「──ッ？」

　同時に声を上げて、同時に反応した互いを見あった。

「君は……ッ？」

　レスターがモモに何かを言いかけた。けれど、

「た、たいへんですっ。レスっ！」

　悲鳴に動揺したキキが、ぱたぱたとお花をまき散らしながら、弓道場へと走っていく。

　レスターに、

「レスっ！　はやくっ！」

　と叫び、弓道場へとうながす。

「判わかった。今行く」

　そう言って、レスターは、一度モモに目をやって、喉のどもとまで出てきていた言葉を呑のみこんだ。

　そのまま、自分を呼びつづけるキキのところへ駆かけだした。

「モモ、どうする？」

　風ふう紀き委員のふたりが弓道場の中へと消えていくと、リュックの中からダニエルが顔を出した。

「あいつ、気づいてたみたいだったけど……」

　モモは、まだ耳に残る悲鳴に表情をくもらせながら、弓道場に目を向ける。

「まだ、間にあうなら……」




　　　　♪




　夕暮れ。

　遊んでいた子供たちのはしゃぐ声も遠くに消えていく。

　茜草アカネ色いろ。

　花はな園ぞの学がく園えんから少し離はなれた公園の中を、長く伸びた影かげを引きずりながら、石いし川かわ美み保ほ子こは歩いていた。

　ひとりだった。

　あのあと、部活は中止。みんな、そのまま帰宅することになった。中には、ケガをした部員も数人いた。大きなケガではなかったが、ひとりは、石川美保子が負った傷と同じ場所を痛めた。

　ふらふらと公園の中をひとりで歩く。

　長く、長く、伸びる影。

　太陽が紫むらさきに見えた。

　こんなことになるなんて思いもしなかった。

　自分がケガをしたことからはじまった。

　あのとき、手にしたモノ。

　それがなかったら。

　ケガがなかったら。

「──『たら・れば』なんて言いだしたら、きりがないでしょ？」

　オトナびているのに子供のような不ふ思し議ぎな響ひびきの声が、ふいに鳴った。遠くのようで、耳の奥で鳴るような感覚だった。

　きぃきぃ、とブランコが揺れている。真っ白い女の子が、腰かけていた。

「咲サヶカ本モトさん……」

　蚊かの泣くような声で、美保子はその名前をつぶやいた。

「こんちはっ。もうそろそろ、こんばんは。かな？」

　真っ白い服の女の子──モモは、冗じよう談だんのような軽い口く調ちようでそんなことを言って、よいしょっ、とブランコから飛び降りた。そして、いつの間にか足もとにいた、赫あかい首くび輪わをした黒猫を抱きかかえる。黄おう金ごん色いろの瞳ひとみが、美保子を見つめている。

「『だから、言ったでしょ』とか言うつもりは、ないけどね」

　モモは、スッと、手のひらをあおむけにしながら、美保子に向かって差し出した。

「なに……？　なんなの、咲ヶ本さん……？」

「あなたが持ってる。〝石〟を出して」

　モモの言葉に、ビクンッ、と美み保ほ子こが肩を震ふるわせた。

「なんのこと……？」

　美保子は、モモと黒猫から目をそらす。

「べつに、あなたがいいならそれでもいい。けど、あなたのせいで、誰だれかが傷ついた」

「…………ッ!?」

　美保子の震えが止まらなくなった。自分で自分の身体からだを抱きしめるように、左手で〝右腕〟をにぎりしめる。

　ズキンズキン。

　鋭するどく、痛む。

「私のせいじゃない……っ！」

　声も震えていた。

「そうかもしれない。あなたがケガをしたのも、今日きよう、ケガをした子たちも。あなたのせいじゃない。その〝意志〟のせい」

　声が近づく。

　モモは、美保子のすぐ傍そばに立っていた。

「ひ……っ！」

　尻しり餅もちをつきながら、転げるようにモモから距きよ離りを置く美保子。

「傷ついて、今度は、誰かを傷つける。そしたら、その誰かはまた誰かを傷つけるとしたら？」

　モモは、それを縮ちぢめる。一歩一歩とまた、近づいていく。

「知らない！　私には、関係ない！」

　すると、美保子が、おかしな行動に出た。

　何も持っていないのに、持っているかのように弓ゆみを引く素振りをした。

　そして、弓を目一杯引いて、放った。

　その瞬しゆん間かん、空気が揺れて、ヒュッ、と空気を裂くような音が、モモの頬ほおすぐ傍をつらぬいた。

　ハラハラ、とモモの黒髪が宙に舞まっている。

　空気が『矢』のように襲おそってきた。

「うおっ。意外と、よけなかったらあぶなかったじゃんっ！」

　まさに間一髪だったのに、モモは緊きん張ちよう感かんのない声で、大おお袈げ裟さに驚おどろいて見せた。

「近づかないでッッ！」

　二射目。弓が引かれる。

　今度は、髪の毛にも、かすりもしなかった。

　モモは、涼しい顔で、美保子を見下ろしていた。

「傷ついたから、ほかの誰だれかを傷つけていいと思う？」

　モモは訊たずねる。

　答えの代わりに、美み保ほ子こは、弓を引いた。

　空気を裂く音。

　モモはかわして、言葉をつづける。

「傷ついたから、誰かを傷つけてイイなんてルールは何ど処こにもないんじゃない？」

「……っがう……、違う！　私は、傷つけるつもりなんか……っ！　だって、あれだけ練習して、やっと結果も出るようになったのに、ケガで……全部、無む駄だになっちゃう……だから！」

　強く言って、美保子は、モモに向け弓ゆみを引いた。

　空気の矢がモモめがけて、

「……──エ…………ッ!?」

　美保子が目を見開いたまま、硬直した。

　モモは、空気の矢をよけなかった。







　スパーンッ！







　と、派は手でな音を立てて、空気が弾はじけた。

「ぜんっぜんっ、きかないしっ。そんなちっぽけな〝意志〟なんか、痛くもかゆくもない」

「……って、ちょっと、涙目じゃないか……っ」

　腕の中のダニエルがたまらず、小声でツッコんだ。

　モモのおでこが赤くなっている。チカラを使わなかった上に、正面から受けたので、さすがにちょっと痛かったらしい。

　でも、モモは言った。たしかな声で。

「あたしは傷つかない。そんな〝意志〟じゃぜったい、傷つかない」

「なんで……？　なんで……？」

　美保子は、なかばパニック状態なのか、眼球の運動が激はげしく、視し線せんがあちらこちらをさまよう。手の中の、〝石〟がぼんやりと点滅を繰くり返していた。

「傷ついて、傷つけて、また、傷ついて、傷つける。そうやってつづくなら、あたしは、絶対に傷つかない。だから、こんな連れん鎖さはもう、此こ処こで終わりにしよう」

　モモは静かに言った。

「なんなの、あなたは？　何!?」

　震ふるえる声と心が、美保子が問う。

　モモは、その場には似合わないほど、にっこりと笑った。

「知ってる？　なんで、ひとは間違っちゃうのか」

　美み保ほ子こは、ただ、モモの笑え顔がおを見ていた。

　見み惚とれていた。

「──やり直せるからだよっ」

　ひどく綺き麗れいに笑った。

　そして、

　その首にぶら下げていた──鎌カマとワンストラップシューズの形を模もしたシルバーアクセサリーを手に取る。

「ゲルマドライブ」

　その刹せつ那な、

　奇き蹟せきのようなヒカリが、闇やみを貫つらぬいた。

　同時に、空間自体が響ひびき、大音量の『音楽』が鳴りだした。

　鳴り響く、ロックミュージック。

　空気を踊らせる。

　音楽。

　こころ、解き放つ。

　ヒカリ。

　モモの花きや車しやな指ゆび尖さきには、巨大な鈍にび色いろの鎌がにぎられ、光の波動に揺れる黒髪は、透すき通るように真っ白く変わっていく。

　そこに、立っていたのは、光をまとった真っ白い、天使によく似た……、

「あたしは──死シニ神ガミ。あなたの〝意志〟を狩る者」




　　　　♪




　美保子は、もともと弓きゆう道どう部ぶでの実力は、部員の中でも真ん中くらいだった。個人戦には出ることはできても、団体戦のメンバーには選んでもらえなかった。

　だから美保子は、ほかの部員よりも何倍も練習した。それが実を結びはじめたのは、二年生になってからだった。

　少しずつ結果も残せるようになった。団体戦のメンバーにも、と思っていた矢先、つまらないことで美保子はケガをしてしまった。自転車に乗っていたとき不注意で横転して、右肩から肘ひじまでを硬いアスファルトに、強く打ちつけてしまった。

　幸い、大きなケガではなかった。けど、完治までには時間がかかる。

　せっかく、ここまできたのに。

　あたらしく一年生も入ってきた。実力のほとんど変わらない二年生や先せん輩ぱいにも、傷を治している間に、追いつき追いこされてしまうかもしれない。不安で不安でしかたがなかった。

　そんなとき、美み保ほ子この前に、あの『羊さん』があらわれた。

　頭部だけが羊の人型ラムズヘツドは言った。

「これをプレゼントしましょう。いえいえ、これはあなたのためのモノなのです。さあさあ、あなたのお好きなように、あなたの望みのままに……、その〝意志〟を叶かなえてください」

　そして、この手には、ちいさな〝石〟がひとつ。

　それは、美保子の願ねがいを叶えてくれる特別な石だった。

　完全に傷の治っていない、ちゃんと力の入らない腕でも、弓ゆみを引いて、矢を的まとに中あてることができた。

　まるで、魔ま法ほうだ。

　ああ、そうか。

　これは、私の、私だけの魔法なんだ。

　いつしか、美保子は、その〝意志〟のチカラに依存するようになっていた。

　傷は治らないまま。

　もう、いいと思った。

　このチカラがあれば、もう、いい。

　そんなとき、チカラがいうことを聞いてくれなくなった、『空気を操あやつる力』が暴ぼう走そうして、突風を呼んでしまう。そのせいで仲間にケガを負わせてしまった。

　なのに、思った。思ってしまった。




　──ああ、これで、ライバルがひとり減った。




　心の底は薄うす暗ぐらく、光を消してしまいそうになった。

　自分の感情が怖くなって、美保子は、手の中のちいさな〝石〟を離はなそうとした、でも、離せなかった。

　離せなくなってしまっていたんだ。

　それが美保子の〝意志〟じゃなくても。




　　　　♪




　光が収しゆう束そくしていく。

　その中心に立つ真っ白い女の子、モモは、花はな園ぞの学がく園えんの制服を着た生徒に、鎌カマを向けていた。

　命を奪う。

　……ワケではない。

　気を失って横たわっているその生徒の、ちいさな〝石〟＝〝幻魔ゲルマ〟に関する記き憶おくを奪った。

「ふー……っ」

　モモは、深呼吸して、前髪を手て梳ぐしで直して、ちょっぴり赤くなったおでこを隠した。

「痛いの？」

　足もとに降りたダニエルが、見上げて訊きく。

「ちょー、痛くねぇ」

　おどけて言うモモ。

「そっか」

　とダニエルは、納得しておくことにした。

「じゃあ、ちゃっちゃと〝幻魔〟を回収しとこっかぁ」

　いつもの調ちよう子しで、軽い口調でモモは言った。気を失っている女子生徒に近づく。

「次は、ちゃんとほんとに笑えるといいね」

　囁ささやくように、モモは、女子生徒の傍かたわらに片かた膝ひざをついて、その手ににぎられている〝石〟を取り出そうとした。

　しかし、モモが触れようとした瞬しゆん間かん、それまで女子生徒の〝意志〟に反応して、点滅していた〝石〟が、点滅をやめた。

「おろろろっ？」

　首をかしげるモモ。見れば、〝石〟がころころと転がりだして、ついには、磁じ石しやくに引っぱられているみたく、飛んでいってしまった。どんどん遠ざかっていく。

　なのに、モモは、じっと動かないで、〝石〟の行方ゆくえに目を向けていた。

「ど、どうしたの……!?」

　モモの代わりに〝石〟を追いかけようとしたダニエルだったが、ぱたり、と立ち止まった。

「なに……アレ……??」

　モモとダニエルの目め線せんの先、陽ひが沈んで暗くら闇やみになっている部分が、歪ひずんでいた。そして、転がる〝石〟はその歪みに吸いこまれるように消えてしまった。

　すると、

「だから、なにっ!?」

　ダニエルはあわてた。

　暗闇が空間ごと盛り上がっている。ずぶずぶと闇がはい出てくるように、やがて、それは、人型に──いや、頭部だけが羊の人型ラムズヘツドになった。

「ひゅるるるるー」

　奇妙な笑い方をする。

「あっ、おまえかっ！」

　モモが気がついた。

「この間の人間の女がいってた『羊さん』ってヤツ！」

　ダニエルも気がついた。

　モモとダニエルが此こ処こへやってきてはじめて遭そう遇ぐうした事件。そのとき、不可解なモディファイ〝幻魔ゲルマ〟を使って、夜の学園を壊こわしてしまおうとしていた女の子が口にしたキーワード。

　──羊さん。

　それが、おそらく目の前にいるラムズヘッドに違いない。

「はてさて、なんのことでしょう？」

　とぼけた口く調ちようで、ふわふわと空間に浮いて、ラムズヘッドが揺れ動く。その手（前まえ脚あしか）には、さっき転がっていった〝石〟があった。

「おまえだろっ、ヘンな〝幻魔〟バラまいてんの！」

　モモが、鈍にび色いろの鎌カマをグルグル廻まわして、ラムズヘッドを牽けん制せいする。

「そんな、粗悪な模造品コピーで何するつもり？」

「コピーとは、これは哀かなしい。こんなにもすばらしい〝意志〟を。そう、これはもう、『オリジナル』と言っても良い」

　ラムズヘッドが、ゆらゆらと揺れる。

「つーか、それ渡せっ」

　モモは、ジャキンッ、と鎌の尖さきをラムズヘッドに突き出す。

「断ります」

　あっさりとラムズヘッドが切り返してきた。

「じゃあ、面めん倒どうだから、ぶん殴る」

「それも、ご遠えん慮りよさせていただきます」

「わがままなやつ。あたしの邪じや魔ますんな」

「おやおや？　そういうあなたこそ、二度目ですよぉ。ひゅるるるるーっ」

　ラムズヘッドは空間を、あやつり人形のようなかくかくとした整せい合ごう性せいのない動きで移動する。

「二度目？　記き憶おくにないっす」

　モモがとぼけて肩をすくめた。

「ひゅるるるるーっ。『この前』のと、『今回』で二度目ですっ」

　ラムズヘッドは、くるくると踊るように回転する。その動きは遊んでいるように不規則だ。

「死シニ神ガミとはやっかい者ですねえ」

「どういたしまして」

「どうしましょうか？」

「戦やって殺やれだっ！」

　モモは、いつでも飛びかかれるような体勢で吠ほえた。

「今日きようは、ぜんぜん暴あばれ足りてないから、サービスで──ボッコボコにしてあげるっ[image: ]」

　ひどくうれしそうに、モモは笑え顔がおだった。

「ちょ！　モモっ！　相手の情報もなしで、いきなりそんなっ!?　だいじょうぶなのっ!?　だいじょうぶじゃないよねっ!?　だいたいそいつは！　って──まったく聴きいてねぇっっ！」

　もしか相手が強力なチカラを持っていたとしても、ダニエルが止めたとしても、

「つぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッッ!!」

　嬉き々きとして、すでにモモは飛びだしていた。

　あいかわらず、武器として『鎌カマ』は使わず、

「ひっさぁぁつ！　──ただの、パァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァアァアアァァァンチっっっ！」

　拳こぶしで、おのれの身体勝負だった。

　モモの爆裂鉄拳ばーすとなつこーが、頭部だけが羊の人型ラムズヘツドの胴体部分のど真ん中に、がちこん命中した。

　ところが、

「おろろ……っ？」

　モモの拳にクリティカルヒットの感触はない。するすると胴体部分の闇やみがゆらいで、カーテンのようにモモを包みこんだ。

「こなくそっ！　──昇竜拳どらごにんぐあつぱーっっっ!!」

　必殺技名を叫んで、モモは、身体からだをひねって、闇のカーテンの中から抜け出した。

　闇に浮かぶのは、羊の頭部だけだった。下は、空からっぽだ。

「ひゅるるるるーっ。今日きようは、『死シニ神ガミ』にあいさつにきただけですので。失礼ながら、半身だけそちらに。ひゅるるるるーっ」

「あっそっ」

　ぶん殴れなかった空から振ぶりの感触に、モモは不満げに、頬ほおをふくらませた。

「ひゅるるるるー。しかし、やはりあなたは、こちらの『計画』にとって、とても邪じや魔まな存在なのです」

「計画？　そりゃ、あたしの科白せりふだっつーの」

　モモが口の中で音にならない声でつぶやく。

　こいつらは、何か特別な目的のために、改良した〝幻魔ゲルマ〟をバラまいてたってこと？

　でも、何？

　なんのため？

「けっきょく、判わかんねーし……」

　ハァ、とちいさくため息。でも、視し線せんは、ラムズヘッドを睨にらんだまま。

「これは忠告です。もう、邪じや魔まはなさらぬようお願ねがいしますよぉ。さもなければ……」

「さもなければぁ？」

　小こ馬ば鹿かにするような口く調ちようで、モモは問う。

「ひゅるるるるーっ。──殺します」

　ラムズヘッドが、ずぶずぶと闇やみに沈んでいく。

「じゃあ、あたしは、卍まんじ固がためで返かえり討うちにしてあげるっ[image: ]　つーか、あたしも『王子』にならなきゃだから。つまり、ここらへんのやつらは王子になるあたしの下僕だから、──手ぇ出すんじゃねーよ!!」

「おかしなことをおっしゃる。女性の貴女あなたが王子ですと？　それはそれは結構なことで。では、楽しみにしていますよぉ。また……お逢あいしましょうか……」

　ひゅるるるるー。という奇妙な笑い声だけを残して、ラムズヘッドは、闇の向こう側に消えていった。

「……気持ちワルっ」

　吐き捨てるように、モモは言った。




　　　　♪




　次の日の放ほう課か後ご。晴れた空に、夕暮れまでの時間、羽根を広げたくじらのような雲が悠ゆう然ぜんと泳いでいた。

　弓きゆう道どう部ぶの道場から、今日きようも、弓ゆみを引く音が響ひびいていた。

　そのなかで、石いし川かわ美み保ほ子こは、ぽつんとひとりで、はじっこに立って、ほかの部員たちが弓を引くのを眺めていた。

　そのとなりには、美保子と同じような箇所をケガしてしまった──今いま谷たにの姿もある。

　ただ、今谷が、美保子と違ったのは、

「おおっ！　センパイ、今の!?　かなり、よくなかった？」

　とか、大きな声で、部員たちに声援を送っていたことだ。

　しかし、

「今谷さんっ、応援してくれるのはありがたいんだけど、ちょっと……静かにっ。集中できないでしょっ！」

　弓道部部長が、苦にが笑わらいで言った。

「あー、ごめんなさいっ」

　今谷は、笑え顔がおでケガをしていない左手で、ぽりぽりと頭をかいた。

「……怒られちゃった」

　ひとりごとのように、となりに立つ美保子に言った。

「センパイっ」

「……エッ？」

　今いま谷たにが呼ぶ声に、すこし過敏に美み保ほ子こが反応した。

「ケガ、また、悪くしちゃったんですね」

「ええ……うん」

「でも、がんばりましょうねっ」

「え……？」

「私、センパイが弓ゆみ引いてるトコ好きなんですよねー。すごく綺き麗れいだなーって思って」

　今谷は、まだ自由の利かない右手もつかって、美保子の姿勢を真ま似ねてみせる。案あんの定じよう、

「イタたた……って、私も早くケガ治さないとですよねぇ」

　おどけるように今谷が笑う。

　けれど、美保子はどういう顔をしていいか判わからずに、困った表情になった。今谷は、ほかの部員たちのほうに視し線せんを向けていて、それに気づいていなかった。

「次の大会には間に合わないかも知れないけど、その次は、ぜったい、いっしょに出場しましょうねっ！」

　今谷は笑え顔がおで、美保子を見た。

　美保子は、すこし考えて、ちゃんと今谷を真まっ直すぐ見た。

「センパイ？　なんで、泣いて……？」

　美保子が涙ぐんでいた。今谷が、思わずうろたえてしまう。何か気に障さわることでもいってしまったんだろうか。

　しかし、美保子は、首を振った。

「……うん。がんばろうねっ」

　そう言った。

　たぶん、自分自身に言ったんだろう。




　ダニエルの小型探たん査さ機きを通して、デバイスの画面で、ふたりを見ていたモモは、

「できるよ……きっとね」

　笑ってた。











　　　　Destruction Baby (Side-B) - fin.










独奏「秘密の花園少女。」
solo: Unknown Star's Bolero / momo secret.89






　　　　♪




　音楽が聴きこえてくる。

　ひどくやさしい旋せん律りつを響ひびかせながら、空気の間を通り抜けていく。




　音楽。




　ハミングが聴こえる。

　目を覚ました。

「……どうしたの、今日きようは、機き嫌げんがいいみたいだけど？」

　少女が、透すき通る声で言った。

「うん。まあね……」

　少女と同じ顔をしたもうひとりの少女が、花か瓶びんを花でいっぱいにしている。少女が横たわるベッドの脇わきの棚にそれを置いた。

「とても綺き麗れい……」

　少女は、ため息のように声をもらす。

「でしょ？　まあ、あたしが選んできたからなー」

　わざと自うぬ惚ぼれたような科白せりふを言って、もうひとりの少女は笑った。つられて、少女も微笑ほほえむ。しかし、すぐにため息に変わった。

「どうしたの、キョウカ？」

　もうひとりの少女は、ベッドの傍かたわらに膝ひざをついて、少女の顔をのぞきこんだ。そっと前髪を撫なで、額ひたいに手を触れさせる。

「だって、ここはずっと退屈なんですもの……。ああ、トウカ。誤解しないでほしいの。ここはちいさくても、あなたが創つくってくれた大切な、私とトウカの世界だから、好きよ。大好き。でも……」

「でも？」

「花に囲まれているだけで、過ごしている間。ただ夢を見ることくらいしかできない。あなたがいない間は、とても不安になるの。……ごめんなさい。我わが儘ままを言っているわね」

　もうひとりの少女が、少し困った風ふうな顔をしていた。けれど、もうひとりの少女は、すぐに首を振って、笑え顔がおを見せた。

「ううん。違うよ。我わが儘ままじゃないから。あたしもたいせつだから、此こ処こが、キョウカが」




　だから、秘密にしていることがあるんだ。




　だから、秘密にしなきゃならないことがあるの。




　言えないことだけれど。




　それを知ったら、




　きっと、




　嫌われてしまうから。







[image: ]







　　　　♪




　──純白のアンプリファー。




　それは、伝説上の存在だ。

　なにしろ、誰だれも見たことがない。

　理由は、

「光の羽根をまとった純白のその姿を見たとき、──〝死〟が訪れる」

　からだと言われている。

　が、しかし。

　どうして、誰も見たことがない存在の描写が、そんなに丁てい寧ねいなのか。

　細かいのか。

　それもまた、誰も知るよしもない。

　あくまでも、伝説によること。

　いつでも、何ど処こでも、それは、尾ひれや羽根がついて、ひどく飛ひ躍やくしたモノ。

　それが伝説。

　真実か、そうでないか、確たしかめるすべがない。

　それだけの話だ。

　ふたをあければ、実にたいしたことのない話かもしれない。

　そうでないかもしれない。

　その正体が、ただの、ひとりの少女かもしれない。

　ふたりかもしれない。

　それはまた、別の話。










　　　　♪




「ゴールデンウィーク、どうするの？」

　そんな風ふうに、予定を訊たずねる声がちらほらと聞こえはじめてきた四月下旬。

「どうもしないけど？」

　不ふ機き嫌げんにひとりごちる。

　それは、やけにオトナびているのに、ひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスだった。今日きようは、子供っぽさに寄っている。

　原因は？

「なんで、苺いちご大だい福ふくないんだよぉー」

　その──此こ処こでは、咲さヶか本もとモモという名前の少女が、淡あわい桃もも色いろの唇を尖とがらせて言った。

　新しんトウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えん高等部の校舎へとつづく通学路を、てくてくと、巨大なリュックを背負いモモが歩いている。うしろから見たなら、リュックに脚あしが生はえて自立歩行しているように見える。その中に、何が入っているのやら。

「きのうも食べてたじゃないかぁ。買ってあったの全部だし……。あれだけ食べておいてさー。ほんとさー。しょうがないよー」

　モモのすぐ傍かたわらで、かわいらしい男の子の声が鳴った。何が入っているか判わからない、巨大なリュックの中からだ。

「しょーがなくねーよっ。食べたいときに食べたいんだから、しょーがなくないじゃんっ！」

　唇を尖らせつつ、ほっぺもぷーっとふくらませる。器用だ。顔の筋肉はどうなっているのか、それに、綺き麗れいな顔が台なしだ。モモは、かまわず、不満をプチ爆ばく発はつさせている。

「ってゆわれてもぉー……ないものはないしぃ……」

　モモのダークテンションがはね上がらないうちになんとかしないと、と思ったのか、リュックの中の何かが、もそもそ隙すき間まからはい出てきた。顔を出したのは、夜空に淡く輝かがやく月のような黄おう金ごん色いろの瞳ひとみをした黒猫だった。赫あかい首くび輪わにつけられた大おお袈げ裟さな鈴すずが、りりりん、と歌を唄うたうように鳴る。

「途中のお店には……ないかもしれないから、学校のコンビニとか？」

　黒猫が言う。さっきのかわいらしい男の子の声だった。

「待てねーっ」

　薄うす目めで遠くを見て、自信満々に返すモモ。

　予想通りだったので、黒猫──ダニエルは、ため息をつくことなく、「しょうがないなぁ」と、カバンの中から取り出したソレを、モモの目の前に差し出す。

「どれがいい？」

　モモの前に、カラフルなビニールの包み紙にくるまれた棒ぼう付きキャンディが五つならぶ。

「とりあえずだけど、これでがまんしてくれないかなぁ？」

　ダニエルが訊きく。

　モモは迷うことなく、

「コーラっ！」

　数ある味のバリエーションの中から、それを選せん択たくして、わしづかみにした。びっ、と包みをはがし、キャンディを口に頬ほお張ばった。

「まー、とりあえずねとりあえず」

　そう言いつつ、モモの唇はさっきみたく尖とがったりしてなかった。頬もふくらんでない。不ふ機き嫌げんも少しは、ましになったよう。

　ダニエルは、モモから渡されたキャンディの包みを几き帳ちよう面めんに折りたたんで、リュックの中にしまいこみながら、微笑ほほえんだ。

　モモって、お菓子とか、甘いものを食べてるときは、ふつうにかわいいんだけどなぁ。

　甘いものの効力が切れると、とたん、不機嫌になるけど……。

「なに？　あげないよ？」

　とうとつに、モモが言った。モモがキャンディを頬張っている様よう子すを微笑ましく見ていた視し線せんを勘かん違ちがいしたらしい。

「いらないよ。だいたい、もう、食べちゃってるじゃないかっ!?　いんとぅ、マウス！」

　そう、すっかりキャンディはモモの口の中。しゃべりやすいようほっぺに押しつけているせいで、キャンディのまぁるい形にモモの右ほっぺがふくらんでいる。

「いや、むしろじゃん！」

　としかし、モモは真剣な眼めをした。そして、真ま面じ目めな表情で、

「あたしに食べかけられキャンディなんて、ちょープレミアつくから！」

　すばらしくアホなことを言う。

「ぷ、プレミア!?　食べかけられって、ただの食べかけじゃないのさ！　ばかじゃないのいらないよ、そんなの！　ばっちい！」

　てぃぱっ、とモモの唇から離はなれて目の前に突き出されたキャンディに何な故ぜか、ばっちいどころか、みょうにどっきんどっきんしつつ、ダニエルは、首と、全身真っ黒のくせに先端だけが小指の尖さきほど白くなったしっぽをぷるぷる振った。

「ば、ば、ば、ばっ、ばっちいですってぇ!!　んまぁ、聴ききました、奥さん!?　この猫、猫のくせに！　むしろ、猫のくせに！　ご主人さまに逆さからおうってゆうワケ!?」

　また、モモの唇が尖ってしまった。

「猫じゃないし！　猫じゃないし！　もっかいゆうけど、猫じゃないし！　猫、っぽいだけ！」

　でも、ダニエルも引き下がれずにヒートアップする。そこは譲ゆずれない。猫じゃないです。

「いっしょだっつーの！」

「違うよ！」

「違わないっつーの！」

「違わなくないよ！」

「違わなくないことないっつーのぉ！」

「違わなくないことなくないの！」

「違わなくないことなくないことないっつーのっ！」

「違わなくないことなく…………（略）」

　しばし、つづく。

　どうしようもないやりとり。

　気がつけば、なんの話で、なにが原因で、口くち喧げん嘩かになったのか、もとを忘れるぐらいやりとりがつづいたあと、多くの新しんトウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えんの生徒たちが合流する通学路のメインストリートに、モモとダニエルは出てきた。




　ハートのワンポイントの付いたアンダーリムの眼鏡めがねを、両手をフレームにそえて、クイッ、と直す仕し草ぐさで、モモの『スイッチ』が入った。さっきまで、唾つばきまき散らしながら、ダニエルと言い争っていたことなんてなかったみたいに、モモの表情が変わる。

　眼鏡っこ、ドジっこ、不ふ思し議ぎ満載の天然素材の美少女転校生──咲サヶカ本モトモモ。

　ダニエルもそれに合わせて、するする巨大なリュックの中に身をひそませる。

　モモが『潜せん入にゆう捜査』のため、花園学園に転校してきてから、しばらく。全校生徒の中で唯一、指定のブレザーでもセーラーでもない、真っ白い〝制服〟をまとい、ひとがふたりくらい入ってしまいそうな巨大なリュックを背負うその姿に、通学路をゆく生徒たちは、なれはじめていた。

　毎日同じ道を同じ時間に同じようにして歩く。通学。もう、巨大なリュックを振り返る生徒も、目で追いかける生徒もいない。

　王子町に住んでいるのは、ほとんど花園学園の関係者。モモとおなじように通学路を歩く生徒たちも全員が花園学園の制服（ブレザーかセーラーもしくは学ラン。どちらもある）に身を包んでいる。

　転校初日にいきなり校内放送で『あたしが王子なので、この学校を征服しました』というような謎なぞの支配者演説をぶちかました、謎の美少女転校生も、なれてしまえば、すっかり朝の風景。モモはひとり真っ白の制服でも、同じ花園学園の生徒なんだから。それに、「咲ヶ本モモさんは、チョーお嬢じようさまで世間知らずすぎてちょっと間違っただけ」ってことで決着がつきつつある。

「モモちゃーん、おはよう」

　クラスメイトの女子生徒が、巨大なリュックを、ぽむっ、と片手で軽くタッチして朝のあい

さつをしてくる。

「おはようございますっ」

　すこしはにかむ仕し草ぐさで、モモは微笑ほほえみ返した。

　ここ数日で、こんな風ふうに、クラスメイトたちがモモに声をかけてくるようになった。それを遠巻きに見ていたほかのクラスや学年の生徒たちも、

「あれ？　あの咲サヶカ本モトモモってコ……大丈夫なんだ」

　と認にん識しきすることができた。

『大丈夫』というのは、制服が違ったり、演説をぶちかましたり、巨大なリュックを背負っていたり、謎なぞだらけだったモモが『大丈夫じゃない、あぶないひと』かもしれないと思われていたからだ。

　もともと、性別を問わずひとを惹ひきつける不ふ思し議ぎな雰囲気と、花よりも愛らしい容よう姿しをしているモモに、みんな、興きよう味み津しん々しんだった。

　今では、

「──咲ヶ本さん、おはようっ」

　とか、ほかのクラスや、ほかの学年の生徒たちも、モモに声をかけてくる。

　だけど。

　モモ的には、納得がいってなかった。

「もっと、こう、うまいぐあいに浮いたかんじになんないかなー？　いつまでも、学園になじめない、薄はつ幸こうの転校生なかんじ……？　思わず、抱きしめたくなる母性本能くすぐるぜっ？」

「『ぜ？』ってゆわれてもー。てゆうか、」




　……なに、その設定？




　リュックの中で小声でぼやくダニエルは、ついていけてない。日々、モモの考える『萌もえ設定』のツボは変化しつつ、進化しているんだ。ついてこなきゃ、ダメー。

「ダメじゃないよ……」

　ひとりごちるダニエル。でも、

「まあ、どうしてこうなったかってゆうより、モモが目立たなくなるのは、いいことかもね。やっと潜せん入にゆう捜査っぽくなってきたかな……？」

　とも思っていた。

　そもそも、潜入捜査なのに、モモは目立ちすぎなんだ。

「美人で可愛かわいいのはしょうがないとしても……うーん……うーん……うーん……………って…………今のひとりごと聞こえてた……？　もしかして……？」

　リュックの中、ひとりごとのつもりがダニエルの声は、しっかりと、

「あたしが美人すぎて世界が崩ほう壊かいしかねないくらいビッグバン可愛いラヴリーってゆうやつ？」

　モモに聞かれていた。ものっそい笑え顔がおで、うれしそうに、でも、うれしさを隠すようなよゆうを表現するゆったりとした笑顔を見せる。

「そこまでゆってないし……」

　ダニエルががっくりとうなだれる。ひとりごとに羽根とジェットが追加されてしまっているじゃないか。じゃないか。じゃないか。

　しかも、訂正する間もなく、

「おっはよー。モモちゃーん」

　また、声がかけられた。クラスメイトの女の子がうしろから小走りで近づいてくる。巨大なリュックが目印になってしまっているらしい。

「けっきょく、目立ってるんだね……」

　忘れてた。自分がその中にいることを……。

　とほほ、とリュックの中のダニエルは、ため息をこぼした。

「おはようございますっ」

　右どなりをならんで歩くクラスメイトにあいさつを返すモモ。ぺこりとちいさくおじぎする。

　すると、

「ん……？」

　モモは、おじぎをした角度のままで、首をかしげた。

　なんだ？

　それは、ひどく淡あわく稀き薄はくで不ふ確たしかな感覚だった。

　またかな……？

　アレとか……？

〝アレ〟は、先日、遭そう遇ぐうした『敵』が持っていたモノ。そして、ばらまいていたモノのことだ。

　今までのモノとは、まったく別物に改良モデイフアイされた〝アレ〟は、モモでも感知するのがむずかしい。

　キョロキョロと瞳ひとみだけを動かして、モモは、クラスメイトや周囲を歩いている登校中の花はな園ぞの学がく園えんのほかの生徒に気づかれないよう、あたりの様よう子すをうかがう。

　しかし、おかしなところは何も見あたらなかった。

　でも、

　くんくん。

　くんくんっ。

　くんくん……っ。

「臭うな……」

　小声でつぶやく。

　すると、

「あ、そうだっ。モモちゃん」

　すっかりなれたかんじで『咲サヶカ本モトさん』じゃない呼び方をするクラスメイトが、思いついて言った。

「コレ、あげるーっ」

　と、花はな園ぞの学がく園えん指定（有名なデザイナーのデザイン。生徒のほとんどは知ったこっちゃない）のショルダーバッグから何かを取り出した。

　モモの目の前に、ひょいと現れたのは、

「…………チョコ？」

　キャンディを口にいれているくせに、眼鏡めがねの奥のモモの黒目がちな瞳ひとみが、ぴかぴか、輝かがやきだす。




　──甘味大好物スウイートマイラヴ。




「いいのっ？」

　と言いつつもうすでに両手が、クラスメイトが差しだした板チョコに伸びている。視し線せんはチョコに釘くぎづけ[image: ]

「いいよ」

　笑え顔がおのクラスメイト。

　が、モモは、そんなクラスメイトのことには目もくれずに、




　ひゅたっ！




　と、伸ばした両手で板チョコをキャッチした。

「モモってば、はしたないッ！」

　仕つかえ魔まとして、モモに仕える身。ダニエルの小言は、リュックの中でそれも小声だったので、まったくモモには届かず。まあ、最初からモモにそんなものを聴きく耳はなかったけれど。

「いつもおなかすくから、さっきコンビニで買ったんだけどさぁ。なんか、急に食べたくなくなって……」

　そういうクラスメイトの科白せりふも、モモには届いていない。

「うふふふー[image: ]」とか、今すぐに板チョコの包みをはがしてむしゃぶりつきそうなイキオイ。力の入った両手の熱ねつでチョコが溶けてしまうんじゃないだろうか。

「というアレで」

　なにが？　というツッコミが入りそうなひとりごとで、モモは瞳をぴかぴかさせながら、

「ありがとう。つつしんでいただきまっしぅ！」

　なんとなく言語中ちゆう枢すうに支障をきたしてきたらしく、もはやがまんできずに、板チョコの包みに手をかけた。

　そのときだった。

「じゃあ、これもあげるー」

「うほっ[image: ]」

　モモが身体からだを跳はねさせるように喜き声せいを上げた。

　目の前には、ポッキー的なモノが。

「わたしもなんか、いらなくなっちゃってー」

　いつの間にか、というか、チョコに心を奪われすぎて、まったく周囲に注意がいっていなかっただけだが、モモの左どなりに立っていたのは、ほかのクラスの女子生徒だった。その手には、ポッキー的なモノ。期間限定の『あまおう苺いちごチョコ』。

　モモの瞳ひとみの虹こう彩さいが『苺』になってた。

　クラスメイトの顔も名前もまだ覚えていないはずのモモが、この女子生徒と顔見知りかどうかは置いておいて、

「アリガットゥン！」

　トゥンになっているが、どうでもよくて。きゃっきゃとほっぺを林りん檎ごみたく紅あかくしたモモは、

「あ、やっぱやーめた」

　と女子生徒が差し出したポッキー的なモノを気が変わったりして引っこめる前に、

「ちょあーっ！」

　奇声を発して、片手でキャッチした。

　右手に板チョコ。左手に苺のポッキー的なモノ。甘かん味み二刀流。

「ちょ、ちょっとモモ！　知らないひとからもらったりしないのっ！　しかも食べ物だしッ」

　モモにしか聞こえないボリュームの、でも、今のモモにはどうやっても届かない声でツッコミを入れつつ、ダニエルはすばやく超情報端末デバイスを操そう作さした。この女子生徒のことを調しらべてみる。

　瞬まばたきの間にそれは終わった。モモには振ふり廻まわされっぱなしだけれど、一応、ダニエルは自他共に認める優ゆう秀しゆうな、仕つかえ魔まだった。これでも。

「……んー。いたって普通だなぁ……」

　データ管理された生徒認証ＩＤカードの、学園の入出などの記き録ろくを見ても、特にあやしいところはない。文字通り、普通の、一般生徒。

「じゃあ、そのおかしは？　おかしくない？　ん？　おかしはおかしくない？　…………………………………………お、オヤジギャグじゃないよ!?」

　と、ダニエルが思いがけなく出てしまった自分の超高難易度戯れ言オヤヂギヤグに背筋をゾクゾクさせている、

　──その間に、

「咲サヶカ本モトさんっ。じゃあ、コレも食べる〜？」

　第三の人物が現れた。またほかのクラスの女子生徒。その手には、学生の荷物だとすごくかさばるだろうポテチ（うす塩、八〇グラム）。

「ありがとーっ！」

　しょっぱい物も大好き。咲ヶ本モモ。もう、躊ちゆう躇ちよする素振りも見せずに受け取る。

　しかも。

　それだけじゃなかった。

　モモのキャラがぶっとびそうなくらい……それは……、

「咲ヶ本さん、おかし食べるのー？　じゃあ、コレとコレもいるー？」

　第四の人物。女子生徒。二年生だ。

「なら、コレもいらない？」

「コレはどう？　食べる？」

　第五第六の人物。二年と三年。

「コレもいらない？」

「コレもいらない？」

「コレは？　コレとか？」

「もしくは、コレはどげんですか？」

　止まらずに、次々とやってくる。

「なんでなんで？　どうしてどうして」

　ダニエルが、モモのモテっぷりにあっけにとられているうち、あっという間に、おかしがモモのちいさな手のひらからあふれ、腕一杯にかかえるほどの山になっていた。

「きゃぁぁ[image: ][image: ]ッ[image: ]　死ねマスッ[image: ]」

　モモの目はしあわせで潤うるみまくって、歓かん喜きの涙を流しそうになっている。

　そういえば、最近、モモがおかし類で困ったことがない。学園内でもモモの認知度が高まっていくにつれて、モモにおかしを渡してくる生徒たちが増えた。

　いつの間にやら『モモが甘かん味みモノ大好き』（ついでに、しょっぱいものも好き。というか、おかし全般が好き）という情報が知れ渡ったのかは判わからないけど、生徒たちがこぞってモモにおかしを渡してくる理由は、なんとなくダニエルにも判る気がした。

「はわぁ[image: ][image: ]っ[image: ]」

　通学途中でも目の前のおかしの山にガマンできなくなったモモが、チョコをもぐもぐしていた。さらに、ポテチにも手を伸ばそうとしている。

「苺いちご大だい福ふくないからって、ほかのメロンパンとかジャムパンとかあれだけたべたのに、まだ!?」

　その食い意地、甘いモノ（おかし）に対する情じよう熱ねつにおののくダニエルだったが、







　──でも、なんか、癒いやされるぅぅ……っ。







　モモは、ひどくかわいらしい仕し草ぐさで、

「うまーっ[image: ][image: ]」

　舌の上でとろけるチョコレートにほっぺをゆるませ、目を細めていた。ポテチもおいしい。

　ダニエルとおなじに、ほわわ〜んとした表情で、モモの小動物のようなもぐもぐっぷりに、両どなりの女子生徒も目め尻じりをさげている。

「てか……だいじょうぶそうだね……。よかった……てか、癒されるぅぅ……」

　モモに変化はない。もぐもぐ、しあわせそう。

「甘いって罪だねっ」

　とか、ワケの判わからないことを言っているけど、それはいつものこと。

　しかし。

　気になる。

　本当に、

「いらなくなったから」

　おかしをモモにくれたりしたんだろうか？

　たしかに。

　つい先日、モモが教室でクラスメイトにおかしをもらって、みんな（ダニエルをふくむ）をきゅんきゅんさせてしまうくらい、かわいらしい仕草と笑え顔がおで、それをもぐもぐしたことはあった。

　ああ、かわいかった。

　みんなも「ひとが何かを食している姿を目の前にして、かつて、これほどまでにしあわせに想おもえる瞬しゆん間かんがあっただろうか。いやない。なごむ」と感動すら覚えた。

　ついつい、モモにエサおかしをあげたくなってしまう気持ちも判る。ダニエルもそれに負けて、いつもモモに甘いモノをあたえてしまう。

　なごむ。

　餌えづけをしているつもりが、餌づけされられ。

　──が。

「……本当に、それだけ？」

　ダニエルも思った。

　それだけで、こんなにおかしとかをくれたりする？

　わざわざ食べようとして自分で買ったおかしを？

「なんか……臭うなぁ」

　くんくん、

　くんくん、

　くんくん、

　くんくん…………、




　　　　♪




　…………くんくん、

　くんくん、

　くんくん、

　くんくん、

　くんく……ん……くん…………くん……。

　通学路を行く。学園が近づいてくるにつれて、それははっきりと、強烈になっていった。

「──……く……っ、──くへぇ……っ」

　校門の前、俗にいう定番（でも不定期）、モモとダニエルにも見なれつつある風景が広がっていた。

　生徒会と風ふう紀き委員が左右に列を作って、あいさつ合戦をしている。

「おはよーございまーすっ!!」

　元気がいいのはよろしい。

　よろしいが。うるさい。

　いつもは気にもならないのに、今日きようは、うるさい。頭に響ひびく。

　生徒会と風紀委員のあいさつが頭上を飛び交うところまで差しかかったあたりになると、モモのまゆ毛は、ハの字になっていた。眉み間けんにも軽くしわが寄っている。

「くへぇーひ」

　本人は、

『臭くせぇーし』

　と言っているが、指で鼻をつまんでいて、うまく発音できてない。もらったおかしは、リュックの中。あのモモが、おかしも食べる気がなくなるほどの『臭におい』に、

「くひゃいね」（訳・臭くさいね）

　ダニエルも器用に前まえ脚あしで鼻をつまんで、リュックの中でつぶやいた。

　とにかくすごい『臭い』だった。

　プンプンしている。

　しかも、いくら鼻をつまんだりしても、臭におってくる。ぷんぷん。

　もはや、生徒会長がいつにも増して上じよう機き嫌げんで、七しち三さんが八二分けくらいになっていても、眼鏡めがねがいつも以上に尖とがって見えてても、どうでもいいし。

　風ふう紀き委員の列に、学園の『姫』と『王子』こと、キキとレスターの姿がないとか、そんなこともどうでもいい。

　いや、かわいいもの好きのモモ的には、キキの顔を見ておくのはやぶさかではなかったが。（もうひとりのほう、モモ的には『偽にせ王子』のレスターのほうはやっぱりどうでもいい）

「ほにほれー」（訳・なにこれー）

　生徒玄関の自分の下げ駄た箱ばこの前。モモは、片手で鼻をつまみつつ、ワンストラップシューズから、上うわ履ばきにはきかえた。

　決して、モモのシューズや下駄箱が、顔を歪ゆがめてしまうくらいどうしようもなく臭うワケじゃない。

「ふほーぅ……」

　もはや訳すのが不能な擬ぎ音おんを呼吸といっしょに吐き出して、モモは、生徒玄関から校舎へと入っていく。

　しかし。

「あふぅ……っ」

　思わず悩ましげな吐と息いきが出てしまう。

　モモは、両手で鼻と口をふさぎ、校舎へ一歩入ったところでストップした。

　とてもめずらしいことに、モモがキャラ作りでもなんでもなく、『素』でうろたえている。

「モモの困ったところなんてなかなか見ることできないからなぁ、映像として記き録ろくに残しておこうかなぁ。アハハアハハアハハアハハっ」

　と──ダニエルは、今後自分の立場をよくしようという魂こん胆たんも丸出しにしたかったが、

「ぬふぅ〜……っ」

　ダニエルもそれどころじゃなかった。

　モモよりもヒドイ。鼻と口をふさいでも、まだもれ入ってくる。『臭い』は、脳内にまで侵入してきているみたいだった。

「頭がぼーっとするぅぅ……」

　リュックの中でふらふらするダニエル。

　モモもさっきの場所から一歩も動けてない。

　すると、そのモモのとなりを音もなく、スーッと通りすぎていく人ひと影かげがあった。

　ざんぎりボブカットに、セーラー服の下にジャージを着こんでいる小こ柄がらな女子生徒──クラスメイトの、那ナ由ユ多タソラが、手にした古い携けい帯たいゲーム機きに視し線せんを落としながら、何事もない様よう子すで、校舎の中に入ってくるところだった。

　なにもかんじてない？

　那ナ由ユ多タソラは、両手で鼻と口を押さえて、変なポーズをとっているモモに気づいていないのか、それとも気づいていても「おかしいひとだ……」と関かかわらないようにあえて無視したのか、さっさと教室に向かって歩いていってしまった。

　モモは、那由多ソラのうしろ姿を視し線せんだけで追いかける。

　やっぱり、なんにもかんじていないようだった。

　この強烈な『臭におい』を。

　つづけて、モモは、周囲を見渡した。

「……ほかもか……」

　口の中で音にならない音でつぶやく。

　校内を歩いている〝ほか〟の生徒たちもみんな、おなじようにいつもと変わらない学園生活をスタートさせているようだった。

　誰だれかは、宿題を写させてくれるように友達にたのんでいたり。

　誰かは、きのう観みたバラエティ番組の話で盛り上がっていたり。

　誰かは、ケータイをいじって誰かにメールを送っていたり。

　誰かは、それを教師に見つかって、「ケータイ使うなよー」と注意を受けていたり。

　いつも通りの、ありふれた風景だ。

　なのに、モモには、

「…………景け色しきが、黄ばんで見えてきた……」

　くらくらする。

　この臭いを音であらわしたなら、







　もふわぁぁ[image: ][image: ]っ。







　になるだろうが、残念ながら音は鳴ってない。とりあえず、目には見えているが。

　黄き色いろい世界がっ。

「……って！」

　もはや、『臭い』を目で視みることができた時点で、

「──おかしいっつーの！」

　この臭いを知覚できているのは、どうやらモモやダニエルだけらしい。

　モモは、くらくらする頭を左右に振って、あらためて、あちらこちらを見渡した。

　やはり、普通の学園生活を普通に過ごしている生徒たちがいるだけだった。

　影えい響きようが出ているのは、あたしたちだけ？

　みんな見た目に変化はない。

「くそっ、油断してたワケじゃないけど……！」

　モモの脳のう裏りに、先日遭そう遇ぐうしたあのシルエットが思い浮かんできた。




　──頭部だけが羊の人型ラムズヘツド。




　この『臭におい』と黄き色いろい世界の中に、かすかに、〝幻魔ゲルマ〟に似た感覚がする。〝幻魔〟に似ているが〝幻魔〟じゃない。それは、あのラムズヘッドがばらまいていた『改良モデイフアイされた〝幻魔〟』の感覚。でも感じられるのは、もともと神経を研とぎすますことで感知できるほどわずかな反応だ。今は、頭がくらくらしてそれも難むずかしい……。

　この学園の誰だれかがモディファイ〝幻魔〟をラムズヘッドに渡されたのかもしれない。

「またかよぅ。むかつくなぁ。あたしに嫌いやがらせしてんのか？」

　誰に言うでもなく、モモは、ほっぺをふくらませる。

「とりあえず、動くか……」

　いつまでもここにつっ立っているワケにもいかないし、モモは、教室に行く前に、少し学園内を見み廻まわることにした。

「ってことで、行くよ。ダニエルっ。……ん？」

　返事がない。

「きゅぅ[image: ][image: ][image: ][image: ]……っ」

　すでに、ダニエルは、『臭い』にやられていた。

「ちょっと、ダニエルしっかりしろよなぁ……ったくもぅ」

　ばすっ、とリュックをたたく。

「きゃん……っ！」

　ちいさく犬が啼なくよう声が返ってきた。

「犬かよ。猫じゃなくて……」

「だから……猫じゃないから……猫、っぽいだけ……っ」

　うめくように、でも、ちゃんとツッコミが返ってきた。

「まっ、その様よう子すなら、だいじょぶそうだね」

　言って、モモは歩きだした。足どりは重い。

「っしっかしなぁ、どうすっかなぁ……この、」




　──カレー臭しゆう。







　そう……。

　この、くらくらとめまいを覚えるような、脳の中まで侵入してくる強烈な『臭におい』。




　カレーの臭いだった。

　学園一帯が、カレー臭しゆうにまみれている。

　そして、目の前は、真まっ黄き色いろ。

　何が一体どうして、カレーなのか。

　夕飯は、カレーですか？

　ビーフですか？　ポークですか？

　ああ、やっぱりチキンですよね。

　いいですね。チキン。

　カレーは、一晩寝かせるとおいしい。っていいますが、わりと、できたても好きですよ。

　そうです。みんな大好きですから。

　カレーが嫌いなひとなんて──

「からいのは苦にが手てだっつーの」

　咲サヶカ本モトモモ。

　あまいもの好き。特に、苺いちご大だい福ふくは、

「文明が生んだ奇き蹟せきだと思う。考えついたひとに、星みっつ！　誰だれか、ミシュっといてっ！」

　そして、




　──果てしなく、味覚がお子さまだった。




　　　　♪




　ラムズヘッド。

　誰かがそう呼ぶ。

　頭部だけが羊の人型。

　改造モデイフアイした〝幻魔ゲルマ〟をばらまいているらしいヤツ。

　モディファイした〝幻魔〟は、モモとダニエルたち『死シニ神ガミ』がそれにまつわる事件等などを専門に担当している〝幻魔〟じゃない。もはや別の代しろ物ものだ。

　本来、〝意志〟を持ち、意志に反応する〝石＝幻魔〟は、みずからの意志に呼こ応おうする意志にしか反応しない。

　誰も彼もが、幻魔を手にすることができるワケではなかった。

　それも、これまで〝幻魔ゲルマ〟には、手（意志）を加えることが困こん難なんとされていた。

　だが、ラムズヘッドが、この学園の生徒の何人かに渡したモディファイされた〝幻魔〟は、〝石〟の〝意志〟を封じこめて、持ち主（この場合は、生徒たち）の〝意志〟を具現化できるようにされている。

　しかし、モディファイは完かん璧ぺきじゃないのか、〝石〟の〝意志〟が反発を起こし、持ち主の意志を呑のみこんでしまうことが起きているようだった。それは、『欲望』に呑みこまれることと、同意。

　若い意志は、純粋で強い意志でも、逆に純粋なせいで、ひどく簡かん単たんに堕おちていってしまうこともある。

「若いって、罪ねっ」

　とか、モモはとぼけた口く調ちようで言う。

　さっきは『甘いは罪』だった。

　冗じよう談だんっぽく言ういっぽうで、モモは、怒りも覚えていた。冗談みたいなのが原因だけれど。

「あたしが王子になったら、この学園のみんなは家来か部下か下僕ってワケじゃん？　それをあたしの許可なく勝手に使い捨てにされるの黙だまってられるかっつーのっ！」

　モモは、自分が目標とする『王子キャラ』の確かく率りつを達成する気まんまんみたいだ。

　そのワリになんか、どんどん違ったほうに向かっている気がする。しかも本来の任務で、最さい優ゆう先せん事項になっているはずの潜せん入にゆう捜査が二の次になっている……。

　でも。モモが結果的にこの学園の生徒やひとを助けるのは、単にそれだけじゃない。

　誰だれかが苦しんでいるなら、手をさしのべるだけじゃなくて、いっしょに悩み苦しんで、一歩でも前へ進めたらいい。というのがモモだったりもする。王子とか関係なくても。

　それをよく知っている相あい棒ぼうのダニエルは、

「しっぽの先の尖さきまで、カレーになっちゃいそうだよ……」

　現在、なげいていた。

　この数日、弓きゆう道どう部ぶの一件以来、学園内で事件らしい事件は起きていなかった。どうやらそれは、嵐あらしの前の静けさとかなんとかいうものだったのかもしれない。

　もっとも、〝敵ラムズヘツド〟の情報が少なすぎて、こちらからアクションを起こせなかったのも事実だ。

　あちらが出るのを待っているしかなかった。

　そして、それは起こった。

　学園全体が、何者かによって、




『カレー臭しゆう』




　に、満たされまくってしまっている。

　しかも、誰だれもそれに気づいてない。自分がカレーの坩堝るつぼにいることなんて思ってもいない。

「いっそ、役立たずのダメ猫なんか、カレーの具になってしまえばいい。あたしは、猫カレーなんて食べたくないけど」

「猫じゃないし……猫、っぽい……いいや、もう」

　モモに対するツッコミも今日きようは、弱々しい。

「だいぶなれてきたかも。あいかわらず、頭、ぼーっとするけど……」

　ダニエルが、こそこそとリュックの中からはい出てきた。その表情は、『なれてきた』というわりには、かなりげんなりとしている。

「おかしいなぁ……カレー好きなんだけどなぁ」

　猫らしくない科白せりふだ。猫は玉たま葱ねぎとかダメなんじゃなかったっけ？

「だから、猫じゃ……っ」

「しっ！」

　ぼやきかけのダニエルをモモが制した。

「ふぇ……？　……って、ぐぇっ！」

　ワケが判わかっていないダニエルをモモがリュックの中に押し戻す。

「な、なにっなにっ」

「だまっぷっ！」

　かわいらしい口く調ちようでおかしな単語を口走るモモ。それは、すでに『キャラ』に入りこんでいる口調だった。

　学園の様よう子すを調しらべようと、一年桜組の教室がある棟とは逆側の、三年のクラスがある棟にやってきたモモだった。が、

「めんどくさいのがきたなぁ……」

　校舎三階。三年の特別進学クラス（梅、桃、桜組）の教室へとつづく渡り廊下、真っ正面からやってきたのは、──ひとりは、モモほどでないが小こ柄がらで花きや車しやなブロンドヘアが目を引くお人形のような容よう姿しをした少女。

　もうひとりは、スラリと背の高い整ととのった顔立ちをした静かな印象の男だった。

　ふたりとも右腕に判わかりやすく『風ふう紀き委員』と書かれた腕わん章しようをしている。

　朝のあいさつの列に姿がなかった、キキ・デイジーロックとレスター・ポルファスだ。

　通称、学園の『姫』と『王子』。

「たしかに、キキのほうはとなりにはべらかせたい姫キャラだけど、となりのあっちはダメだ。あたしのほうが王子だっつーの」

　やはり『偽にせ王子』が気に入らないモモは、声にならない声で、つぶやいた。しかしそんなことを表には出さない。眼鏡めがねを両手で直し、きょどきょどとするしぐさをする。もちろん演技だ。

　こないだはなんとなくごまかしたけど……。

　このふたり、なんだかなぁ……。

　引っかかる。

　でも、今は、こいつらを相手にしてる場合じゃないんだけど……、

「……ん？　ヘンじゃね？」

　としかし、モモは気づいた。

　ふたりの様よう子すがいつもと違っている。いや。正せい確かくには、おかしいのは、レスターひとり。キキはそれを気づかっているというかんじだ。

「ああ〜」

　モモが正面にいるのに気づいたのは、レスター。ではなく、そのとなりにいる──歩くとお花畑が周囲に見えるほえほえ感を丸出しにしたキキのほうだった。

「おはようございます〜っ」

　レスターより少し先を小走りに、ほえほえとうれしそうにキキが駆かけ寄ってきた。ぺこりとおじぎする。

「おはようございます……っ」

　必殺のはにかみで、やや困った表情をうかべながら、モモもぺこり返しする。

　が、一いつ瞬しゆんにして、モモは、ハッとなった。

　長いブロンドがカールして胸もとまでかかっていたせいで気づかなかった。

「あたしとしたことが、しくじった！」

　なんてこったい。

　この娘こ──







　巨乳あるぷすさんみやくだわっ!!







「おそろしい娘っ！　ほえほえしてスリムなクセに！　Ｄ？　いやさ！　こりゃ、Ｅか、Ｆか、もっと……!?　しかも、まだ成長中と見た!!」

　モモフリーダム。心の中で思っただけで、発音しなかったからまだましだったが。

　ダニエルが元気だったら、

「ば、ば、ば、ば、ば、ば、ば、バカじゃないの!?　なにがおそろしいって!?」

　と身をよじってツッコんでいただろうけれど。それがむずかしい現在、リュックの中で、

「モモ、フリーダム……っ」

　うわごとっぽくしか言えない。

「どうしたんですかぁ？」

　ほえほえとしたゆったりおっとり口く調ちようで、キキのタレ目が、モモの眼鏡めがねの奥の視し線せんに気づく。しかしさすがに、モモがスケベオヤジみたく、自分の胸もとに興きよう味み津しん々しんでヨダレ洪こう水ずい注意報発令中になっているとは思いもしていないよう。

「い…いえ、その……すこし、びっくりしちゃって……（胸の大きさに）」

　モモが言う。伏し目がちに。（胸を見つつ）

「あっ、ごめんなさいっ。いきなり、話しかけてしまって……以前、ごあいさつさせていただいただけだったのに……っ」

　一度面めん識しきがあるだけだということを思い出したのか、なれなれしくしたことにモモが驚おどろいたのだと思ったのか、キキが、ぺこり、また頭を下げた。ゆれる。

「だいじょうぶですっ。こちらこそ、すみませんっ」

　モモもぺこり。キキもぺこり。

　モモはもう一度ぺこって、キキがつられてぺこるのを確かく認にんしつつ、顔を上げるついでに、うしろからやってきたレスターのほうに視線を向けた。

「……なに、こいつ？」

　聞こえないようにつぶやいた。

　なにしろ、レスターが、某ぼう新造人間のようなマスクをして、暗い金きん色いろの髪からのぞくその目が、真まっ赤かに充血していたからだ。
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　やってきたレスターは、一いつ瞬しゆん、モモのほうを見たが、すぐに視し線せんを外した。

「三年の教室に何か用があるのか？」

　とか、キザったらしいカンにさわるような口く調ちようで言われるかと思ったが、体調不良か、レスターはモモのとなりをするり、通りすぎていってしまう。

「ごめんなさい、咲サヶカ本モトモモさんっ。レス……あ……レスター先せん輩ぱい、身体からだの調子がすぐれないみたいなんです……」

　レスターの代わりに、キキが説明をしてくれた。いつもは、『レス』と親しく呼んでいるようだが、モモが一年生で、レスターが三年ということを意い識しきしたのか、わざわざ言い直した。

「学校にくるまでは、なんともなかったんですけど、急に息苦しそうになって。これが噂うわさに聞く『花粉ＳＨＯＷシヨウ』かしら？」

　のんきに言って、頬ほおに手をあてるキキ。

「ああ、レスっ……あ、レスター先輩っ。フラフラしていますよ。すみません、咲ヶ本モモさん。これで、失礼しますっ」

　丁てい寧ねいに、ぺこり、おじぎをしてから、キキはレスターのあとを早足で追いかけた。彼女の通ったあとは、お花畑に見える。

　気がした。

「レス、だいじょうぶですか？」

　寄り添うように腕うでをとったキキだったが、レスターは、するりとその手をほどく。

　その行動は、紳士的に見えて、

「ないじょうむな」




　──ものっそい、鼻づまりの声。




　大丈夫だ。と言ったらしい。

「ぷっ！」

　モモは思わずふきだしてしまいそうになった。

「なに、今の！『ないじょむ』って！　……プッ！　かっこわる!!」

　レスターの鼻づまりの科白せりふを真ま似ねて、離はなれていく背中を笑った。

　それに気づいてないだろうけれど、風ふう紀き委員としての本分を思い出したのか、レスターがゆっくりとこちらを振り返った。

「早く教室に戻ったほうがいい。もうすぐ、予よ鈴れいが鳴る」

　鼻声でそう言って、モモに注意をうながした。しかし、自分たちは教室には戻らずにその場から離れていく。あっちには風紀委員の本部がある。いちおう、あんな状態でも委員会に顔を出しにいくのかもしれない。

　キキとレスターが登場するタイミングの良さに、自分たちがやってきたから『現れた』と思ったモモだったが、

「深読みしすぎかな……でも、やっぱおもしろくないやつー。鼻づまってるし」

　毒づく。けれどすぐ、くふふー。とモモはまた、レスターの鼻声を思い出して笑った。

　そして、笑った。

　でも。

　笑ってらんなかった。

　モモも。




　　　　♪




「────……どぅびばでん」

　鼻づまってた。

　すみません。いったい誰だれにあやまっているのか。

　モモは、一年桜組の教室の机で、ぐったり。というか、スライムのように、でろ〜んとなっている。

　時刻は、お昼どき。たった今、四限目の数学が終わり、めでたく昼休みになった。

　しかし、モモは、時間をおうごとに、強さを増していく『カレー臭しゆう』にノックアウト寸前にまでなってしまっていた。プラス。そんな状態で、学園内をいつものように休み時間のたびに偵め察ぐっていたから、症状はよけい悪化。

　しかも、なんの成果もなかった。目の前は、一寸先が見えないほどのカレーイエロー。原因はいまだに不明のまま……。

「大丈夫、モモちゃん？」

　心配したクラスメイトが、どうしたのかと近づいてきた。

「だいじょーぶ……」

　ものっそい鼻づまりで、いつものオトナびているのに子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスは、影かげも形もない。

「だいじょーぶなのれす」

　頭がぽやーっとして、視界もハッキリしない鼻はつまってる。言語もおかしい。まんが的なちょっとおバカちゃんな子供風。鼻水は垂れてません。

　モモは、スライムのまますべるように席を立って、リュックを背負いこんだ。

　一いつ瞬しゆん、前の席に座っている那ナ由ユ多タソラが、こっちを見ていた気がしたが、今はそんなの気にしてられなかった。

　まずは、この『カレー臭』をなんとかしないと！

　あしたには、自分がカレーなのか、カレーが自分なのか判わからなくなってしまいそう。

「どうにかなっちゃぅぅ……」

　ギリギリのところで意い識しきを保ち、モモは、教室をあとにした。

　本当だったら、このまま学園から抜けだしてしまいたかったけど、セキュリティシステムはこの時間、封ふう鎖さされている。こっそり抜けだしてもいいが、情報操そう作さ担当のダニエルは完全にダウン中なのか、リュックのなかでうんともすんとも言わなかった。モモ的には強行突破が一番楽な選せん択たく肢しでも、それをやるとあとあと面めん倒どうくさそうだ。

「家うちの者がちょっと……」

　という言いい訳わけも、もう、すでに何回かやっているし。

　とりあえず、いつもの屋上に行こう。

　那ナ由ユ多タソラがあとからくるかもしれないけれど、べつに困ることじゃない。

　今、困っているのは、脳に染みこんでくる『カレー臭しゆう』と視界をさえぎるカレーイエローの靄モヤのほう。

「ひぃ……屋上、こんな遠かったっけぇ……」

　そうこうしているうちにさらに激はげしさを増す『カレー臭』と濃こさを増すカレーイエロー。さらにモモを苦しめる。

「もう、とうぶん、カレーとか見たくない。臭においもヤダっ」

　もはや、泣き言。

　しかし。それに追い打ちをかけるように、学食へ向かうだろう生徒たちが、

「何たべよっかー」

「きょうは、なんかカレーうどんかなー」

「私、アレにしよー。カレー南なん蛮ばん」

「じゃあ、わたしは、あえてここで、カレーライス」

「ふつうじゃん、それっ。キーマカレーは？」

　みんながみんなカレーの話題しかしない。

「…………どいつもこいつも、カレーカレー言って……！　あたしになんかウラミでも!?」

　しかも、それだけで終わらなかった。

　屋上までの道のり、すれ違うひとすれ違うひと、

「カレーライスかな」

「逆に、ライスカレー」

「やっぱ、カレーうどん」

「カレー南蛮」

「ドライカレー。カレーピラフ」

「ビーフかポークかチキンかマトンか。キーマもいい」

「カレーピザもありだね」

「カレーラーメンは？」







　──ザ・カレーの話題。







　今すれ違った男子生徒は、カレーパンとカレーまんを手にしていた。

「みんな、どんだけカレー好きだよッッ!?」

　ようやく、やっと、屋上に出てきたモモは、誰だれもいないのを確かく認にんする前に、倒れこむように地面に膝ひざをついた。

「……もうちょいで、心がくじけそうだったよ……」

　それでも『カレー臭しゆう』がしなくなったワケじゃない。あいかわらず、脳の奥のほうまで臭ってくる。視界が黄ばんでいるのも同じく。

「みんな、カレーカレーって……聞いてるだけで、胸焼けまでしてきた……くわぁっ！　なんなのっ、コレはっ！」

　モモは、リュックに八つ当たりの背負い投げを喰くらわせた。

　ばびゅん！　と派は手でに飛んでいって、屋上をかこう金かな網あみにぶつかる。その衝しよう撃げきで、あきらかに許容量をオーバーしているはずの、山のような荷物が屋上の地面にこぼれでてきた。

「ん……ダニエル？」

　そういえば、ずっとダニエルがリュックの中にいたはずだ。けど、

「いない……死んだ？」

　荷物の山の中に、ダニエルの姿がなかった。

　はてと、首をひねって考えてみる。

「……まあ、いいか」

「よくないでしょ！」

　あさってのほうから声が返ってきた。

「なぬ？　…………空そら耳みみか……」

　あさってのほうを向く。でも、何もいない。

　と、

「そっちじゃないでしょ！　あきらかに、こっち！」

「なんと！　…………いない。やっぱ、空耳か……」

「──モモぉ！　わざとやってるでしょ!?」

「わざとです！」

　言って、モモが向いた屋上の入り口、鉄の扉とびらの前に、尖せん端たんだけが白いしっぽを支えにして器用に二足歩行で立つ──真っ黒の猫がいた。

「猫じゃないし！　猫、っぽいだけ!!」

　かわいらしい男の子のような声。ダニエルが、さっきまで『カレー臭しゆう』にノックアウトされていたはずなのに、復活していた。しかも、

「……なに、それ……めちゃめちゃ、カッコワルっ！」

　モモが顔をしかめた。

　ダニエルは、ガスマスクのようなモノ（口の部分に変な機き械かいがとりつけてある）で顔（頭）をおおっていた。フーコー、フーコーしている。

「キモッ！」

「気持ちワルくないよ！」

「キショ！」

「気色ワルくないよ！　しかたないでしょ、急ごしらえなんだもんっ！」

　ぷーっ、とダニエルは不ふ機き嫌げんに頬ほおをふくらませる。が、ガスマスクのせいで、暗黒面が、フーコーフーコーしているようにしか見えない。

「……キモティワルイ……」

「でも！　これで、『カレー臭』も視界不良もずいぶん軽減できるんだよ？」

「……………………え？　マ・ジ・で？」

「マ・ジ・で！　つけてみたら、判わかるよ。ほら、コレ。モモの分も作っておいたから」

　そう言って、ダニエルは、自分のとはべつのピンクなガスマスク的なモノ（口のところにおかしな機械のようなモノがとりつけてある）を取り出した。

「この現象の原因が、例のラムズヘッドがばらまいてるモディファイされた〝幻魔ゲルマ〟なんだとしたら、データを取れば対策できないこともないかなって思ってたんだ」

　どうやら。ダニエルは、ずっと、『カレー臭』にノックアウトされながらも、『カレー臭』と『黄ばんだ視界』に対する装置を作っていたらしい。

「で。正せい確かくじゃないかもしれないけど、『カレー臭』だったり視界不良は一種の『過剰反応アレルギー』かもしれないんだよ。ってゆうのは、ボクらだけがクラクラしたりしているけど、普通の人間たちは大丈夫でしょ？　たぶん、モモやボクの持ってる〝幻魔〟が、モディファイ〝幻魔〟の影えい響きようを拒こばんでいるというか、拒否反応を起こしているんじゃないかって。それでクラクラする原因とおなじようなモノをぶつけてね。相そう殺さいすることができれば遮しや断だん可能なワケで。これがあれば頭クラクラもずいぶん楽になるんだ。まあ、完かん璧ぺきに遮断するには情報も時間もなかったけど。それに何な故ぜかリュックの中に入ってたガスマスクしかなかったから、元にするモノにももうちょっとした材料があれば、ちゃんとしたやつが作れたんだよ？」

　饒じよう舌ぜつに語ってダニエルは、手（前まえ脚あし）に持ったガスマスクをひらひらさせる。

　が、

「や……──やだっ！　そんなみっともないもん身につけたくない！　美少女には無理すぎ！」

　モモは、断固拒否だった。ダニエルの説明の半分も聞いちゃいなかった。ぶんぶんと力いっぱい目いっぱい首を左右に振る。

「ちょっ！　だから、しょーがないんだっていってるじゃないか」

「でも、いやなのっ！　そんなもん！」

「そんなもんてゆうか！　このマスクの元にしたガスマスクって、最初からモモのリュックの中にあったやつだけど？」

「しっ……、知るかぁ！」

　ちょっとごまかした。何故、学園生活にガスマスクが必要か。いや、必要でない。

「そんなこといってさ。ずっと、このままでいいの？」

　ダニエルが訊きく。

「なにがかな？　ダニエルくん……？」

　うすうす判わかっていても、モモはとぼけて言った。なんとかマスクをかぶらない方向で。

「ああそう。じゃあ、ずっとそのまま、『カレー臭しゆう』に苦しんでればいいよ」

　フーコーフーコーしながら、ダニエルが言う。

　このマスクを装着すれば、今の苦しみが軽減する。フーコーフーコー。

「……ぐっ！」

　モモの中で葛かつ藤とうがはじまっていた。

　美少女が、ガスマスクなんてつけてしまったら……？

　美少女の一番『美』のところに、マスクをして隠してしまうようなもんじゃないか？　それじゃ、ただの少女だ。というか、ガスマスクが付いたら、それ以下かもしれない。

「うぉ……っ。で、で、でも……この、ものっそい『カレー臭』から解放されるのか……」

「うん。そうだよ」

　ダニエルは、マスクをひらひらさせ、フーコーフーコーする。

「きゅ、究極の選せん択たく！」

　叫ぶ、モモ。

「そこまでの問題なの、コレって……」

　あきれ顔のダニエル。でも、マスクで顔が見えない。

「ぐぐぐぅ、背に腹は代えられないとかなんとかいうし……意味は判んないけど……！　でも、このままってゆうーのは、ふにゅー……っ！」

　脳内にまで侵入してくる『カレー臭』に思考回路はショート寸前。

「ぐにゅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ、もうダメだぁ！」

　ついには、あきらめた。




　　　　♪




「──けっきょく、アレよね。美少女は、なにやっても美少女のままなのよね。こまっちゃうわー。ハァ[image: ][image: ][image: ]」

　さっきまでの葛かつ藤とうはなんだったんだろうか。

　苦しみから解き放たれたモモは、頬ほおに手をあてながら困った風ふうに言った。

　目に痛いどぎついピンク色のガスマスク風の対『カレー臭しゆう』マスクで、フーコーフーコーしながら。

「コレはコレでイケるんじゃない？　ガスマスク少女の需要も……（略）」

　モモの萌もえに対するあくなき追求の話は長くなりそうだったので、

「で。ガスマスクで使った技術の応用を使って、『カレー臭』の反応が大きいところを見つけられるようになったんだ。ほら、ちょっと、コレ見て」

　ダニエルがカットインした。

「んだよー。ひとが盛り上がってるところを……お？」

　不満そうにしながらも、モモはダニエルが差しだした超情報端末デバイスが空中に吐き出す立体映像をのぞきこんだ。すぐに、目を丸くする。

「なんじゃこりゃあ……」

　映像は、花はな園ぞの学がく園えんのメインの学食の様よう子すだった。

「ど……どいつもこいつも……カレー……」

　食堂にはキャパシティーをオーバーする生徒たちが押し寄せていた。

　注文が『カレー』に殺到している。

　ファミレスを軽く超えるメニュー数をほこる花園学園の食堂（トラットリアハナゾンヌという名前で生徒たちには親しまれている）のカレー以外には目をくれず、みんながみんな、

「おばちゃん、カレーねー」

「おばちゃん、カレーうどん」

「おばちゃん、カレーピラフ」

「おばちゃん、カレー丼」

「おばちゃん、カツカレー」

「おばちゃん、カレー、マトンのやつー」

　カレー。

　食堂のおばちゃんたちは、額ひたいに汗しながらも、

「はいよーっ！」

　それを華か麗れいにさばいていく。

「華麗にカレーを！」

　あまりのおばちゃんたちの呼吸のあった手て際ぎわのよさと、トラットリアハナゾンヌにいる数百人の生徒が全員カレーを食べていることにおののくモモ。

「華麗にカレーを……なんて、低空飛行なギャグをいうフリじゃなくてね！」

　思わずダニエルがツッコむ。さすがにオヤジギャグはマズイと思った。

「え？　違うの？」

　としかし……モモは真顔だった。ギャグのつもりじゃなかったらしい。

「…………うんうん。天然か……たまに、あるね……モモ……」

「てっ！　天然じゃねーよっ。計算だよっ！」

　天然なひとほど、天然じゃないって言いたがる。

「はいはい……」

「はいはいじゃねーしっ！」

「判わかったから。落ちついて。ね、ね？」

　ダニエルのしょうがないコだなぁ、というよゆうたっぷりの上から目め線せん。

「ムカツクーっ！」

　モモはフーコーフーコーしながら、足をばたばたさせ何度も地面を踏みつける。そのたびに、ミニミニなスカートがひらひらひらひらひらひらひらひらして、ダニエルはちょっとドキドキした。それはナイショだ。フーコーフーコー。

「でさ。さっきの映像をふまえて、本当に見てほしいのは、こっち……」

　そう言って、ダニエルは、デバイスを操そう作さし、映像を切りかえた。

　今度は、食堂ほど開けていない場所だったが、数えるのもたいへんな数の生徒たちが集まっているのが確かく認にんできた。

「これ、何ど処こ？」

　モモは、映像をじーっとフーコーフーコーしながら見つめる。

　そこは、文化部系の部室が集まる古い建物の一角だった。

　さらにその一箇所、一部へ屋やに生徒たちが集中している。

「なんかの？　順番待ち？」

　モモがつぶやいた。

「そうみたいだねー。ほら、ここ見て……」

　尖せん端たんだけが白いしっぽの先を、ちょんちょんと立体映像に触れさせると、その部分だけが、ズームアップしていく。

「んー？」

　目をこらす。生徒たちが列をなしているその先にある部屋、開け放たれた入り口の扉とびらのところにプレートがはっ付けてあった。何か書いてある。

「か……？　れー……？　ぶ……？　かれーぶ？」







　──カレー部ぅぅっっ!?







「なんの部活だよ！　なにすんの!?　どうせなら、苺いちご大だい福ふく部ぶにしろよーっ！」

　さすがのモモもツッコまずにはいられない！

　からいより甘い！　甘いは無敵！

　すると、その『カレー部』のプレートがある部屋の奥から、誰だれかの声が聞こえてきた。

「──はいはいっ！　大丈夫ですから、みなさん、押さないで！　ちゃんと全員、『入部』させてあげますから！」

　キリキリとした甲かん高だかい神経質そうな男の声だ。でも、何処かうれしそうに声がはしゃいでいる。

「だれ？」

　モモのフーコーする声に反応して、映像がさらにズームアップしていく。ダニエルが、デバイスを操そう作さしている。

　映像は、生徒たちの頭の上を通りすぎて、部室の入り口を越えて、『カレー部』の中へ侵入していく。

　数畳のひどくせまい部室の中にもひとがぎゅーぎゅーにつまっていた。

「入部お願ねがいしまーす！」

「入部させてください！」

「入部希望します！」

　各自が口々に話すその生徒たちをこえると、その先に、──ひとりの人物が机に向かって座っていた。

「はいっ！　ええっと貴方あなたは……はいはい。二年生の、はいはい……はいはい……。それで、貴方は、チキンですか？　ビーフですか？　ポーク？　それとも、マトン？　おー！　合あい挽びき肉ですか！　なかなか、通ですねぇ。頼もしい。即戦力ですよ！　あはは、あはは、あはは……」

　と、生徒が書いた『入部届』の紙をひとりひとりから受け取り、うれしそうにいちいちうなずきながら、確かく認にんの作業をしていた。

　カレー部の即戦力ってなんだろう？

　その人物。

　真っ黒髪の毛。

　七しち三さん。

　いや、むしろ、八はち二に。

　整せい髪はつ料りようでぺっとり。

　マダムっぽい尖とがった眼鏡めがね。

　左肩から判わかりやすく『カレー部部長キヤプテン』のたすきをかけている。

　そして、右腕には、判りやすく、




『生徒会』




　の、腕わん章しようがあった。

「…………コイツかぁ……っ」

　モモがいつになく低くうなった。暗黒面がフーコーフーコーしている。

「どうやら今回の一件は、コイツが原因っぽいね。『臭におい』の発信源もほぼ同じみたい。それに、カレー部には、たったひとりしか部員がいなかったみたいだしさ、今日きようの朝まではねー……。ていうか……」

　判りやすい。

　カレー臭しゆう。

　カレー狂乱。

　カレー色に染まる世界。

　みんなが『カレー臭』に染まる中で、モモやダニエルたち、特異な存在だけが、拒否反応アレルギーを起こしている。それは、あのモディファイされた〝幻魔ゲルマ〟が関係しているせいもあるだろう。

　それらが、合わさっていった結果、判りやすくしぼられたのは、

「やってくれる。……生徒会長とやら！」

　今回の『カレー臭』騒さわぎ。

　黒くろ幕まくは、

　カレー部たったひとりの部員で、部長。

　そして、全校生徒の頂点にたつ生徒会の、







　──会長だった。







「でも、もし仮に、まだ推測だけど。これだけの数の人間に影えい響きようを、それも完かん璧ぺきに近いマインドコントロールをしかけているんだとしたら……相当に強い〝意志〟を持っているのか、もともとの〝幻魔ゲルマ〟の〝意志〟なのか……。ちょっと驚おどろいたよ……。カレーだけど」

　ダニエルは、立体映像の中の生徒会長を観かん察さつするようにじーっと見つめる。

「一応、気をつけておかないと……こいつの情報も〝敵〟の情報もそろってないしさ。でも、モディファイ〝幻魔〟でここまでのことができるなんて、あなどれないかもね……考えを少し改めなきゃ……」

「──なめたまねしやがって。やってやれだぜ……っ！」

　モモがガスマスク越しにも判るくらい殺気立っていた。

「……って、モモ……聞いてた？　今のボクの話、聞いて……」

「キーッ、ぐっちゃんぐっちょんにしてやるんだからっ！」

　ダニエルの話なんて、聞いちゃいなかった。

「……まったくさぁ、ほんとにさぁ……」

　がっくりとうなだれるダニエルだった。




　　　　♪




「いやー……。まさに、夢のようだなぁ……」

　放ほう課か後ご。その七しち三さん分わけの男は、大勢の生徒たちがおしかけた騒さわがしさから解放され、ひとり、夕ゆう陽ひに長く伸のびる影かげを引きずり、我わが家やへと歩いている。

「我が『カレー部』に、あんなにもたくさんの新入部員が……ハハハっ」

　さわやかな笑え顔がおで、男は、マダムみたいに尖とがった眼鏡めがねをクイクイ、右手の中指でなおす。

「これで、新しんトウキョウ王オウ子ジ花はな園ぞの学がく園えん高等部伝統の『カレー部』も安あん泰たいだ。ハハハっ」

　さわやかに夕ゆう陽ひに向かって、拳こぶしを上げながら、男は笑う。

　ふっとさわやかに鼻を鳴らしながら、男は、沈みゆく夕陽に、さわやかに目を細める。

「ああ、これもあの『羊さん』と、この……」

　男は、立ち止まり、左手のひらをそっと、ひらいた。

　そこには、斜陽を吸いこむように鈍にぶく光るちいさな〝石〟があった。

「フハハハ、この〝石〟さえあれば、もう、私は、無敵だ！」

　ひらいた手をもう一度にぎりしめる。

　すると、〝石〟が男の〝意志〟に反応して、というよりも──男の意志を取りこんで、変化をはじめた。それと同時に、男にも変化が起こる。

　男の手の中の〝石〟が完全に形を変え、銀ぎん色いろの丸みと曲きよく線せんを持った、匙さじ──つまり、スプーンに変わった。カレースプーン。

「うはははは！　うは……うへへへへへへへへへへへっっっ」

　さわやかを気取っていた笑えみがくずれ、お下品な笑いになる。唾つばきまきちらして、白目むきたおす。

『夢』だったものが、ただの欲望へと変わっていく。

　キレイナモノナンテナイ。

　ハキダセバイイ。

　ゼンブ、サラケダセバイイ。

「ヒャーッハッハッハッハッハッハッハッハッッハッハッハッハッッハッ!!」

　男の夢は、部員ひとりの部活動を盛り上げることだった。

　新入部員。

　熱あつい語らい。

　時には、喧けん嘩かをし、時には、励はげまし合う。

　そんな楽しくて熱い部活動にしたい。

　このままでは、伝統ある部活動が失なくなってしまうかもしれない。

　自分が終わらせてしまう。

　そうならないように。

　そうしないために。

「私は、やったぞぉぉぉぉぉぉっぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　夢が叶かなった。

　夕ゆう陽ひの向こうに、明日あしたが見える。

　夢は叶った。

　でも、

　夢は、

　夢のまま。

　夢は、夢と消えた。




　その瞬しゆん間かん。




　ものすごいスピードで何かが飛んできた。

　カンフー映画のような奇声を発しながら。

「──ちゃあ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」







　ずごぉぉぉぉっ!!







「ぶべらっ!!」

　ものすごい衝しよう撃げき。

　そこから、男の記き憶おくはない。

　視点、変わって。




　その何かは、真っ白い〝制服〟を着て、ミニミニのスカートをひらひらさせながら、飛んできた。

　両足をそろえて、いまだかつて見たことがないような、ひどく綺き麗れいな──ドロップキックだった。

　それが、夕ゆう陽ひに向かって吠ほえていた男の頭部に、クリティカルヒットした。

「やっぱり、オマエか！　このもやしマダム眼鏡めがね七しち三さん野郎っ！　カレーの具にしてやる！　……って、アレ？」

　真っ白い制服の、少女は、とてもオトナびているのにひどく子供っぽい不思議な響きの声ウイスパーヴオイスで言って、きょろきょろした。

　男がいない。

「──ってゆうか、こんな住宅街のど真ん中でいきなりおっぱじめないでよ！」

　かわいらしい男の子の声が聞こえた。

　住宅街の通りの真ん中。物陰から転がるようにして、真っ黒の猫がパタパタと出てきた。

「ダニエル！　アイツ、逃げくさった！」

　少女は、真っ黒の猫に言った。

「逃げてないと思うよ……？」

　としかし、黒猫は、白い目で少女を見る。

「だって、いないじゃん！」

　少女の身振り手振りをくわえてのアピールに、しかし、黒猫はものすごい冷めた表情で、器用に前まえ脚あしで『あっち』を指ししめした。

「……ん？　あれ？」

　少女は、はてと首をかしげる。

『あっち』で、男が……屍しかばねのように転がっていた。

「なぜ？」

「何な故ぜじゃないし！　自分で今、たった今、ものすごいエキサイティングなドロップキックをあびせてたでしょ!?」

「うん！　たしかに！」

「たしかにじゃなくて……。ううん……もう、いいや。とりあえず、そいつの、〝幻魔ゲルマ〟を回収しちゃおうよ……」

　少女に対して物事の整せい合ごう性せいや話の流れを求めるのをすっかりあきらめて、黒猫が言った。

「おうし！」

　少女は、自分が吹っ飛ばした男に、駆かけ寄っていく。男は、ゴミの収集用のネットにからまっていた。

「……な、なんなんだ……おまえは！」

　近づいてくる少女に、ヒステリックな悲鳴を上げる男。

　何しろ、黒猫は猫なのにしゃべっているし、さらに、少女も黒猫も──ガスマスクをして、フーコーフーコーしていた。

「『なんだ』って？　知りたいか？　ならば、答えてやろう！」

　すっかり、その気になってる少女は、ハイテンションで、夕焼けをバックにポーズを決めながら、言った。

「──正義の味方、超美少女愛騎士ラヴリーナイトガスマスクセーラーシニガミ、モモレンジャーマンプリンス！　オマエを[image: ][image: ][image: ]ぼつこぼこにしてあげるっ[image: ]」

　もう、いろんな要素が入りすぎて何がなんだかよく判わからなくなっている。

　しかも、[image: ][image: ][image: ]ぼつこぼこ。

　まるで、悪役の科白せりふだった。ぜんぜん、正義の味方っぽくない。とくに、

「ガスマスクなあたりがね……」

　黒猫が比重の大きな頭をがっくりと垂れた。もちろん、自分もガスマスク着用中。フーコー。

　しかし、少女のテンションはますますうなぎのぼってく。

「命がおしかったら、今すぐ『カレー部』を廃部にしろ！」

　要求が完全に、正義の味方じゃない。

「い、嫌いやだ！　カレー部の存続と発展は、私の『夢』なんだ！」

　男は、ゴミネットにからまって必死にもがきながら悲鳴のように叫んだ。

　しかし、

「──知るかッ、ボケ！」

　少女が下品に怒ど鳴なる。

「勝手に、たくさんのなんも知らないひとを巻きこんでおいて、何が夢だよ」

　不思議な響きの声ウイスパーヴオイスが、スゥーっ、と男の心の中に染みこんでいく。

　……ただ、

　ガスマスクだったので、真剣さがなかなか伝わりづらいのもまた、事実……。

「それは……！　それは……、カレー部に所属してみれば判るはずだ！　だから、まずは、部に所属してもらってから……」

　男はもがく。さっきのドロップキックの衝しよう撃げきで割れてしまった眼鏡めがねがするりと男の顔から地面に落ちた。レンズが砕くだける。

「そうだ！　そうだよ！　みんなカレーが好きなんだろう？　それなのに、どうして普ふ段だんは見向きもしないんだ!?　食べたいときにだけ食べて、何がカレー好きだ！」

　男は、グッと力を入れ手にした〝スプーン〟を握りしめた。

　それを目の前の少女に向ける。眼鏡めがねがないせいで視界はぼやけていたが、かまわずに。

「これで、君もカレーを好きになるんだ！　カレー愛!!」







　どうぅぅっぅぅぅぅぅっぅうっぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっぅぅうぅぅぅぅぅっぅぅぅうぅっぅぅ──!!







　音で表現可能なくらいの、『カレー臭しゆう』と、視界を失わせるほどの、黄き色いろいモヤが男からあふれ出し、少女を襲おそった。

「溢あふれんばかりのカレーに、いや、むしろ、カリーに対するこの愛念を伝えることができる！　この〝石〟のおかげだ！　私はチカラを手に入れたんだ！　これですべての人間がカリー。いや、クゥアゥリィを愛してくれるはずだ！　私は願ねがいを叶かなえる!!」

　男の顔は興こう奮ふんして、目立って紅あかく染まる。

　だが。

「──それが勝手だっての！」

　黄色いモヤを突き抜けて、男に向けて手が伸びてきた。

　そして、スプーンを持った手をつかんだ。

　とても花きや車しやな指が、痛いくらいに男の腕にくいこむ。

「離はなせーっ！」

「離さない！」

　少女は、顔を覆おおっていた奇妙なマスクをするりと取った。

「き、君は!?」

　男が驚おどろき声を上げる。その少女に覚えがあった。

「あのときのっ！」

　朝、校門の前で見つけた。学園でちょっとした話題になっている転校生。不ふ思し議ぎな雰囲気と誰だれもが目をとめてしまう容よう姿しをした女の子。

　少女はマスクを外したことで、ダイレクトに男の〝意志〟が具現化した『カレー臭』の影えい響きようを受けてしまう。一いつ瞬しゆん、顔をしかめた。

　しかし、少女はひるむことなく、黒目がちな瞳ひとみに秘める意志が、男を見やる。意志の強さが、男の意志を撃うち抜こうとする。

「自分の好きなモノくらい自分で決めるよ。あんただってそうでしょ？　好きだから、こんなことしてる。でも──それで本当に、しあわせ？」

　不思議な響きの声ウイスパーヴオイスは、もっと心の奥の奥に染みこんで、男の冷たい部分に、やさしく触れる。

「は、離せ！　離してくれ！　私は間違ってない！　夢を夢のままにしてはいられないだろうっ！」

　男が暴あばれても、手は離れなかった。少女の手も腕も指も、すべてがこんなにも花きや車しやなのに。

「夢はあんたのモノ。それはそう。けどさ。心なんて押しつけても誰だれも判わかってくれないじゃん？　それが重くなってけっきょく、投げ出しちゃったりさ。そうなって、寂しくなって哀かなしくなって傷つくのは自分かもしれない」

　強くて、やさしくて、あったかい。温度が伝わってくる。

　男は、言葉につまった。

「今までだってそうだったんじゃない？　伝えようとして、伝わらなくて。判ってほしくて、判ってもらえなくて。寂しかった？　哀しかった？　痛かった？」

　男の抵抗が徐じよ々じよに弱まっていく。今までの記き憶おくが、いうなれば男の戦いの記憶『ひとりぼっちのカレー戦争』が、少女の言葉とともに蘇よみがえってくる。つらく、哀しい歴史の数々だ……。

「無む理り矢や理りに愛してくれっていっても、誰も見向きもしないよ。だってさ、愛って与えるものじゃなくて、伝わっていくものじゃない？　たぶんさ」

　そうだ。

　ゆっくりと伝わってくる。

　重く、軽く。

　ふわりと、ずしりと。

　がっくりと男からチカラが抜け落ち、地面に膝ひざをついた。

「そう……そうだったんだ……。このカレー愛は押しつけるモノじゃない。まさに、カレーの辛さのように、じわりじわりと効きいていくスパイスなモノのはずだったんだ……なのに、私は……初心者にいきなり、耐えられないほどの辛みを与えてしまったようなモノじゃないか……私は大丈夫でも……大丈夫じゃないひともいる……カレーはみんなが大好き。でも、カレーもいろいろ……」

　カレーは奥深い。

　だから、カレーを愛する。

　それを忘れそうになっていた。

「無念だ！」

　男は、自分自身の行いを悔いた。

　そんな男に、少女が言う。

「じゃあ、そんなキミに特別に！　……じゃないけど、聴きかせてあげる！　死シニ神ガミのバラードを……!!　ゲルマドライブ！」

　少女は、首からさげていた大おお鎌ガマとワンストラップシューズのモチーフのシルバーアクセサリーを手に叫んだ。

　その刹せつ那な。

　奇き蹟せきのようなヒカリが放たれる。

　視界を遮さえぎっていたモヤを消し去る光。

　それと同時に、何ど処こからともなく──いや、空間自体が響ひびき、大音量の『音楽』が鳴りだした。

　オルタナティヴロックミュージック。

　鳴く、

　響く、

　劈つんざく、

　ロックミュージック。

　星を踊らせろ。

　空を震ふるわせろ。

　音楽。

　解き放て。

　ココロ。

　ヒカリ。

　光は、辺あたりを、半径百メートルほどを包みこんで、光のドームになる。

　対幻魔用位相空間モツシユピツトだった。

　光の中心に立っていたのは、髪の毛も服も真っ白い──そこに、誰だれもが息を呑のむような、ため息をこぼすような美しい、光をまとった天使によく似た……、

「対幻魔ゲルマ専門機き関かん、死シニ神ガミ局所属。死神『Ａ』の一〇〇一〇〇じゆうまんとんでひやく號ごう」

　死神だった。

「……シニ……ガミ……？」

　男はうつろな目で、ひどく綺き麗れいなものを見ていた。

「そう、死神……。あなたの──夢を奪う者」

　少女は、その真っ白い死神は言って、その手にした鈍にび色いろの鎌を振るった。踊るように舞まう。

「でも……その強い〝想おもい〟は失なくさないで……」

　死神の声は、やたらと心にしみる。でも、男は、力なく首を振った。

「でも、私ひとりでは……」

　ぐったりとうなだれる。あきらめた暗い表情。

「そんなことないって。あれだけの人数の人間を動かすくらいの〝意志〟があったんだから。伝え方がまずかっただけ。やっぱ、男だったら、──ハートで勝負!!」

　冗じよう談だんのように真ま面じ目めに言って、少女はにっこりと微笑ほほえんだ。

「〝意志〟……？」

「うん。大丈夫だよ、きっと」

「そうか。〝意志〟か……。伝わったんだろうか……？」

「うんうん。伝わったって、少なくともあたしにはねっ」

　やさしい声が、強く鳴った。

「ありがとう……。不ふ思し議ぎだ……君が言うと本当に、伝わるような気がするんだ。ああ、そうだ！　君が私の意志を感じ取ってくれたなら、君も我わがカレー部に……っ」

「──無理ッ」







　ええぇぇ──────────────────────っっ!?







　男と、さらに、ずっと傍そばで黙だまって「たまにはいいこと言うなぁ」と感心して、ちょっと感動すらしていた黒猫までが思わずハモった。

「モモ……!?」

　せっかく、見せ場だからと黙っていたのに台なしにするような少女の一言に、黒猫があぜんとする。

　ああ、そういえば。このひと、こういうひとだった……！

「え……？　だって、今……ええ？」

　としかし、そんなこと知りもしない男は、うろたえるしかない。

　いったいさっきの、想おもいがどうのこうのというくだりはなんだったんだ？

「それはそれ、これはこれ。ってやつ？」

　けろりと、死シニ神ガミの少女は言った。

　ひどいと思った。

　でも、もっとひどかったのは……。

「だってさぁ──」







　カレーは、辛かれぇ。







「──から[image: ]」

　最後の最後で、超高難易度戯れ言オヤヂギヤグだった。

　すごい破は壊かい力りよくだった。

　寒すぎて。

「うわー……」

　もう、黒猫は泣きたくなった。

　ぜんぜん、しまらない。

「じゃっ、そういうことで！　ばいばーい」

　どうしようもなく軽いノリで少女が言う。そして、何な故ぜか再び、奇妙なガスマスクを装着する。フーコーした。

　全部、台なしな気がした。

　少女は、けたけたと大笑いしながら、鈍にび色いろの鎌カマを振り下ろす。フーコーフーコーしながら。

　狂気に見えた。

「ちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょちょ、ちょま…………──」




　光が射うった。




　　　　♪




「──終わりかな？」

　真っ白い死シニ神ガミ、モモは、ガスマスクを、ぷはーっと息苦しそうに外した。

「うぉー。空気がうめぇー。ちょーうめー」

　もう、『カレー臭しゆう』もしない。黄き色いろいモヤもない。クラクラしない。

「やっぱり、『カレー臭』とか全部、生徒会長こいつの〝意志〟が具現化したモノだったんだね……。まったく、おかしな意志だったよ。それをちゃんと具現化させちゃう〝幻魔ゲルマ〟もヘンだと思うけど。これもモディファイものだからかな？　だとしたら、思ったより簡かん単たんじゃないかもだね。この一連の事件……。ハァー……それにしても……」

　黒猫、ダニエルは、何もしてないのにどっぷりつかれてよたよたしていた。

「ほんと……なんで、毎回毎回、こんなに緊きん張ちよう感かんないんだろう……」

　しかし、気は抜けない。

　先日の弓きゆう道どう部ぶの事件のとき、〝幻魔〟を回収したときに『敵』は現れた。

　終わりじゃなかった。

「……またかよ」

　ため息のように、モモがつぶやいた。

「え？　どういうこと？」

　それを聞いてダニエルがモモの傍そばに駆かけ寄る。

　モモの視し線せんの先には、気を失った──生徒会長がゴミネットにからまっている。

　けれど、その手ににぎられていたはずの、スプーンに変化した〝幻魔ゲルマ〟が失なくなっていた。

「アイツか……ラムズヘッド……！」

　バッと振り返り、モモは空と地上の間の何もない場所をにらみつける。

　ここはモモが作った位相空間の中だ。現実の空間とは切きり離はなされている。

　だが、そこには、居た。

「じゃあ、最初からずっと傍で見てたってことか……」

　ダニエルもモモと同じく、その空間に目を向けた。

　そこだけが、ぽっかりと空間が喰くわれたように、『闇やみ』になっていた。

　そして、それはゆらゆらとゆれて、

「──ひゅるるるるーっ♪」

　独特の笑い声。闇に、頭部だけが羊の人型ラムズヘツドが浮かんでいた。まるで鼻はな唄うただ。

「どうもどうも、今こん日にちは。時間的には、今こん晩ばんはと言ったほうがよろしいでしょうか？」

　とぼけた様ような口く調ちよう。

「やっぱ、出てきたか」

　モモは黒目がちな瞳ひとみをラムズヘッドに向けて、やれやれと言った。

「それは、こちらの科白せりふでしょう。前にお逢あいしたとき、言いませんでしたか？　今度邪じや魔まをすれば──殺します。と」

　闇から完全に抜け出てきたラムズヘッドは、闇色のマントに身を包んでいた。

「けど、こっちも言ったじゃん。サソリ固めで返かえり討うちにしてあげる[image: ]　ってさ！」

　軽口で返すモモ。ウィンクもおまけでつける。

「……サソリじゃなくて卍まんじじゃなかったっけ……」

　記き憶おくではそうなっていたはずだ。ダニエルは、モモのアバウトさに一応、ツッコミを入れておく。

「手ぇ出すなっつったのにさ。こいつらみんな、王子になるあたしの下僕だっつってんの」

　モモは、ずぃと一歩前へ出る。

「おもしろいことを仰おつしやる。女性である貴女あなたが、『王子』ですか？　それは、無理があるんじゃないでしょうか。おや、前も言いませんでしたか？」

　鼻はな唄うたのように笑うラムズヘッド。

　しかし、モモは、表情も変えず、

「お姫さまを助けるのは、王子さまって昔から決まってんの。だから、あたしが──王子さまになる」

　言葉を返す。

「え？」

　ダニエルも初耳だった。そんなの。しかもふざけて言っているのか、違うのか。それすらも判わからない。

　いつもいっしょのダニエルに判らなくて、ラムズヘッドに判るはずもなく、大きな頭を左右にひねっていた。

「何を仰おつしやっているのか、見当もつきませんが。まあ、いいでしょう。私は私の目的を果たさせていただきますので……」

「目的？　つーか。なんだよ、おまえらの目的は？　こんな、ひとの〝意志〟につけこんで」

　モモが苛いら立だちを抑えた声で言う。

「ハァ[image: ][image: ]、判っていませんねぇ」

　としかし、ラムズヘッドは大おお袈げ裟さに悩ましげに首を振った。マントから、にゅぅ、と出した手と腕で頭部を抱える。

「そいつらは、所しよ詮せん使い捨ての駒こまにもならないただの、エサなんですよぉ？　それに貴女あなたは悪あく名みよう高き『死シニ神ガミ』ではありませんか。人間の命など宇宙の塵ちりほどにも思ってらっしゃらないんじゃないですか」

「ハァ？」

　ラムズヘッドの言葉に、モモの声があきらかに不ふ機き嫌げんになった。

　ダニエルにはそれがはっきりと判った。

　あんまり、モモを怒らせないほうがいいと思うんだけどなぁ……。

「そうだよ。あたしは死神。死を司つかさどる者」

　モモの瞳ひとみに星の瞬またたきに似た光が宿る。

　強い光だった。

「なら、ほんとうに、死神が生と死を司るのなら、あたしは命を奪わない。この力のすべてで、──生かしてみせる」

「ひゅるるるるーっ！」

　ラムズヘッドが、ひどくおかしそうに笑い出した。

「いやー。これは驚おどろきました。話に聞いていた『死シニ神ガミ』のイメージとは、ずいぶんと違いますね。貴女、『変わり者』でしょう？」

「はい、よく言われます！」

　ディスられてるのに、モモは、にぃっ、と満面の笑えみでこたえた。何な故ぜか敬語。

「では、仕方ありませんね。そんな変わり者の貴女に話が通じそうにもなさそうなので、とりあえずは、さくっと死んでいただきましょう。幸いなことに、此こ処こはあなたが創つくってくれた位相空間の内な側かですし。暴あばれても誰だれにも文句は言われません。わざわざ、申もうし訳わけありませんねぇ」

　ぺこり、と頭部を下げるラムズヘッド。

「こちらこそ、どういたしまして」

　つられて、ぺこりとするモモ。

「ちょっと、モモ！　なに、敵と礼をかわしてるんだよぉ！　緊きん張ちよう感かんを持って、もっと、緊張感を持って！　こいつが全部、元げん凶きようなんだよ!?」

　前まえ脚あしで、モモの花きや車しやな足を、ぽむぽむたたきながら、ダニエルがなげく。

「判わかってるって。ちゃちゃーっと、ブチのめして終わりにするからっ[image: ]」

　そう言うモモは、おそらく、ぜんぜん判ってない。

　なんか、たのしそう!?

「よっしゃー、おっぱじめよーっ！」

　モモを包んでいた光が、その光度を増す。

　羽根のように外へ広がってゆく。

「そうですねー。『目的』のために邪じや魔まな──死シニ神ガミにはここらへんで、消えてもらいたいですしねぇ」

　ひゅるるるるー。ラムズヘッドは笑う。

「今日きようは、サービスで、十二％パーぐらいのチカラで相手してやるから、感かん謝しやして──ねっ!!」







[image: ]







　モモが先に動いた。

　一いつ瞬しゆんにして、ラムズヘッドとの距きよ離りを失なくす。

「速いですねぇ[image: ][image: ]」

「そりゃどう……──もっ！」

　緊きん張ちよう感かんのない会話の間に、







　どがぁぁぁぁぁぁぁん！







　モモの一いち撃げき、右フックがまともにラムズヘッドの顔がん面めんをとらえた。

　モモより一回りも二回りも大きいラムズヘッドの身体からだが軽々と、ぶっ飛んだ。







　がしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……っ！







　ラムズヘッドは、住宅のブロック塀べいを突き破って住宅の外がい壁へきに身体をめりこませ止まった。もちろん、位相空間の中のできごとは、現実世界に反映されない。

　しかし、

「なんだ今の……？　ふにゃふにゃして、全然当たった感じがしないんだけど……!?　なに、アレ？　きぐるみ？」

　派は手でに吹っ飛ばしたモモだったが、クリーンヒットの感触が、残っていなかった。

　それを証明するように、がらがらと瓦が礫れきをくずしながら、それでもラムズヘッドは、

「ひゅるるるるーっ。さすが、変わり者といっても死シニ神ガミは死神ですねぇ。今のは、ちょっと吃驚びつくりしてしまいましたよぉ。さすがに、その力は凶きよう悪あくです」

　ゆるい調ちよう子しで言った。

「ほんとかよぉ。ちょっとじゃなくて、だいぶびっくりしたんじゃないのー？」

　うそくさ。という疑うたぐり深ぶかい視し線せんをモモがラムズヘッドにぶつける。

　と、

「あ……。気づいてしまいました？」

　あっさり認めた。

「やっぱそうなんじゃん！　見み栄えはってもしょうがないじゃん。どうせ、これから、ぼっこぼこぼっこぼこにされるんだから。──あたしに！」

　モモが、はしゃぐ。

「まっ、ほんとはさ。あんたが言う通り、ここらの人間がどうなろうと、あたしの知ったこっちゃないんだよねー。あたしはあたしの仕事をやるだけ。〝幻魔ゲルマ〟を回収して、そんで、目の前の〝敵〟をぶっ飛ばす！　だからさー、さっさとぶん殴らせろっつーの！　なかなかあんたが事件起こさないから、何も起きなくて、うっぷんたまってんの！」

　身もフタもないことを言うモモだったが、ダニエルは、それが本心からの科白せりふじゃないことを知っている。

　だって、モモは、〝想おもい〟を知っているから。

　そして、結果的に、モモの行動のすべてが、ひとを助けることに繋つながっていることも。

「ひゅるるるるーっ。さすが、任務遂行のためにたやすく命を奪う、宇宙の嫌われ者『死シニ神ガミ』だけはありますねぇ。しかも、変わり者ときている」

「サンクスっ[image: ]」

　ラムズヘッドの嫌いやみに、モモはぺろり、と舌を出して、かわいくこたえた。

「ただ、残念なことに。私だけの力では、死神の貴女あなたに勝てる可能性は非常に低いと言わざるを得ません」

　ラムズヘッドはまた、あっさりとそんなことをゲロる。

「判わかってんじゃん。じゃあ、おとなしくやられ──」

「ませんっ♪」

　モモの科白にカットインして、ラムズヘッドは、ひゅるるるるーっと奇妙な笑い声を発した。

「先さき程ほども言った通り。貴女には此こ処こで死んでいただきます。死神など、『目的』には邪じや魔まなだけの存在なんです！」

　そして、ラムズヘッドが動いた。

「さっき手に入れたばかりの、この〝意志〟……」

　マントから伸びるラムズヘッドの手には、生徒会長が持っていた『スプーン』がにぎられていた。

「そんなもん、どうする気？」

　モモが眉まゆをひそめて訊きく。

　いくら誰だれにでも扱えるように改良モデイフアイされた〝幻魔〟だったとしても。いくら数百人いっせいに『カレー』の虜とりこにさせるくらいの影えい響きようをあたえた強い〝意志〟を吸いこんでいるとしても、そんなくらいでは、モモに勝てないのは、さっきまでで証明されているはずだ。

　それなのに、ラムズヘッドは、よゆうをかましながら、鼻はな唄うたのように、

「ひゅるるるるーっ♪」

　笑った。

「おいでなさい。私のかわいい子供よ。大たい樹じゆとなるのです〝独マ活フ〟よっ！」

　ラムズヘッドが叫んで、さっき自分が出てきた『闇やみ』に向かって、スプーンを放りこんだ。

「なにやってんの？」

　モモにもダニエルにも意味不明の行動だった。

　が、もちろん、意味はあった。







　──バクン……ッ！







『闇』が大口を開けて、スプーンを喰くらった。

「なにアレ！」

　ダニエルは我わが目めを疑ったが、今、たしかに目の前で、闇が大口を開けた。

　スプーンを咀そ嚼しやくする音。




　バリボリバリボリバリバリバリリリっ。




　けっして、耳には心ここ地ちよくない。

　むしろ、耳みみ障ざわりだ。

「って、おいおい……マジでか……！」

　モモが呆あきれるように肩をすくませた。

「闇が……出てくる……」

　ダニエルは、黄おう金ごん色いろの瞳ひとみを白黒させて、ぶったまげた。







　ずるる、がしゃん。

　ずるるるる、がしゃん。しゅー。

　がしゃん。

　しゅー。

　ずる。

　がしゃん、がしゃん、がしゃん……。







　闇から出現しようとする闇は、位相空間上に現れると形を、その全ぜん貌ぼうをさらしていく。

　それは、

「機き械かい………違う……樹き？」

　ダニエルがつぶやいた。

　闇やみが形作ったのは、機械でも樹でもないおぞましい姿をした──スチームパンクの機械仕かけでできた、つぎはぎだらけの大たい樹じゆだった。あちらこちらが、ミシミシと音を立てきしみながら、水蒸気のような、しかし黄き緑みどり色いろの煙を吐いている。

「き、気持ちワルぅぅ……」

　独マ活フという機械の大樹は、ずるずるずると自分の身体からだを引きずってモモへと向かってきている。根っこに相当する部分が、うねうねと動いている。そこが不気味さをさらに増していた。

「ああ、独活よ……なんという、うつくしい姿に育ったのでしょうっ。もうすぐだよ、まもなくだよ。あとひとつで、オマエは完全になれる」

　いっぽう、ラムズヘッドは、うっとりした声で、自分が育てたマフに陶とう酔すいしきっていた。

　やっと、判わかった。

　ラムズヘッドは、モディファイ〝幻魔ゲルマ〟を作り出したり、〝意志〟を持った者にそれをあたえて、意志を取りこむ。そして、その増幅した意志を持った〝石〟を、この目の前のスチームパンクの化け物を生み出すためにバラまいていたんだ。

　この化け物は、ひとの〝意志〟を喰くらって成長するようになっているらしい。

「まったく、なにやっかいなことやってくれてんのぉ……っ！」

　モモはグチる。しかし、グチがラムズヘッドの耳に届くことはなかった。

　しかも、

「なにしてんの、アレ……？」

　モモが首を思いっきりひねった。

「ああ、私の可愛かわいい子よ……」

　ふらふらと浮かび上がったラムズヘッドは、モモに向けてうねうね動くマフの真っ正面に立っていた。

　そして、興こう奮ふんした声で言った。

「さあ、私を──お食べなさい。私の〝意志〟を受け取りなさい。それであなたは、完全になれる。そして世界を破は壊かいと再生へと導みちびくのです!!」

　モモとダニエルは、目を見開いた。







　──バグンッ。







　自分を育てたラムズヘッドを、何の躊ちゆう躇ちよもなく、もともと感情なんてモノが存在してすらいないのか、マフが頭から喰くらった。







　ぺきぽき、むしゃむしゃ、ばき……、




　ごきゅら……っ。







　辺あたりに咀そ嚼しやくする音が響ひびき、それを呑のみこんだ。とたん、マフがミシミシと音を立て、ピーッピーッと火にかけたやかんが沸ふつ騰とうするときのように、圧あつ縮しゆくされた水蒸気のような意志をあたりに放ち、みるみるうちに巨大化していく。

「も、モモ……っ!?　あんなヤツもこんな気持ち悪いのもはじめて見たよ……！　自分の〝意志〟を自分ごと食べさせるなんて……。あ、もしかして！　自分の意志をあのバケモノに同化させるため……!?」

　しかし言いながらもダニエルの脳内コンピュータはキュルキュルと高速回転をしていた。自分の超情報端末デバイスを取り出した。素す早ばやく戦せん闘とう用ようのシステムを構こう築ちくする。これで、すぐにでもモモをサポートできる。

「目標はかなり大きいから、ドライヴモードを切りかえる？　中ちゆう距きよ離りから遠距離の射しや撃げきが有効だと思うんだけど。いつでも言って、準備はオッケーだよ？」

　ダニエルが訊たずねる。が、

「サンキュー、ダニエル。でも……今日きようは、あたしひとりでやる」

　そう、モモは言った。視し線せんは、迫りくる大たい樹じゆのシルエットをしたスチームパンクのバケモノに釘くぎづけだった。

「このところ、暴あばれたりてなかったからさぁ。こいつ、ひとじゃないんだし。やっちゃってもいいよね？」

　声がはずんでいた。

　それじゃ、ちょっとした戦せん闘とう狂きようじゃないか。とか、ダニエルは思ったが、

「……いいよ。その代わり、ちゃっちゃとやってよ。現実世界に影えい響きようが出るといけないからね」

　モモに暴れる『ゴーサイン』を出した。

　とたん、

「さんきゅー、ダニー。ダイスキッ[image: ]」

　モモの声がはずんだ。そして、あっという間に、

「よっしゃぁぁぁぁぁぁぁっ！　ぶっとばぁぁぁぁぁす!!」

　飛び出していった。

「やれやれだよ、ほんと……」

　呆あきれながらも、ダニエルは、やっぱりモモはモモだからと思った。

　信頼しているんだ。これでも。

　誰だれかが傷ついたり、泣いていたりするのが嫌いで。でも、その誰かといっしょにおなじように傷ついたり、泣いたりしようとする。

　誰かが傷つくなら、自分が傷つけばいいと思っている。それがモモだ。そして同時に、その想おもいが、幻魔ゲルマに関する対象の命を簡かん単たんに奪ってしまう〝死シニ神ガミ〟たちのなかで、モモを『特異』な存在にしていた。

　モモが奪うのは、命じゃない。

　幻魔に関したときの『記き憶おく』だけだ。

　あとのことは、そのひとたちにゆだねる。

　正しいのか、間違っているのかは判わからない。

　でも、モモはそのために、この前も、今も戦う。

　そうして、モモに関かかわったひとたちは、自分がもう戻れないところに行っていたことを忘れ、戻ってきたことも忘れたまま、またこの世界の一部として呼吸をはじめるんだ。

　モモに関わったひとは、あるひとはやりなおすきっかけを得て、あるひとは、また同じ過あやまちを繰くり返して、堕おちていくだけ。

　そんな哀かなしい現実を何度も、何度も目にしてきた。そのたびに、モモは傷ついて、心を苦しくさせる。だけど、モモはそれでも強くあろうとする。

　そこまでして、モモが『死神』でいる理由っていったいなんなんだろう。

　これまで、何度もその疑問にぶち当たったけれど、ダニエルに答えは出ていない。

　モモに訊きいても教えてくれなさそうだし。

　でも。

　知っていることがある。

「モモは、〝想い〟の重さを知ってる。だから、──ものすごく強いんだ」




　マフのうねうねと動く機き械かいの枝の部分や根っこの部分が、ふところに飛びこんだモモにまとわりついた。

「こなくそがっ！」

　普ふ段だんは使わない鎌カマを一いつ閃せん。

　ガシャンガラガラ！　とけたたましい音を立て、くずれていく枝や根っこ。

「──コークスクリュー……ぱぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んち!!」

　叫んだ。

　ふっとんだ。




　大たい樹じゆの、マフのほうがだ。




　見た目は、巨大怪かい獣じゆうと小こ柄がらな美少女なのに、力の差は、真ま逆ぎやくだった。

　モモが怪かい獣じゆうで、それも宇宙怪獣クラス。

「だから、今日きようはサービスだって。なんなら、もっとサービス十三％くらい力出しちゃおうかなぁ？」

　と言いつつ、モモは動く。瞬しゆん時じに、襲おそってくる枝や根っこを鎌カマでなぎ落とし、マフへの間合いを詰める。それでも枝や根っこはモモを襲い、モモの手足にからみついてくる。

「こなくそぉぉぉぉぉぉっ！」

　身動きが取れなくなってしまう。

　しかし、

「たぁぁぁぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　かけ声は、なんだかかわいらしかったが、やってることは、──おそろしかった。

　モモは鎌を一いつ閃せん。自分の胴回りよりも太い枝や根っこを切り落とす。地面に着地するなり、マフに飛びかかった。







[image: ]







　マフの根っこがモモをはねのけようとするが、またも、マフが吹っ飛んだ。

　モモの蹴けり一発で。

　マフの中に喰くわれたラムズヘッドの〝意志〟は、意志が空間にもれて出てきてしまっていた。かなり動揺している。

『ここまでの力の差が……!?　馬ば鹿かな！　そんなことがあるはずがない！　たかが死シニ神ガミのひとりやふたり！　私のマフは、完かん璧ぺきのはずなのです!!　私のマフは、この世界を〝再生〟させるために生まれてきたのですよ!?』

「再生!?　なにいってんだ[image: ][image: ]！　つーか、考えごとがだだ漏れだぞーん！」

　モモが叫ぶ。

『愚おろかな人間どもがいるかぎり世界は、変わらない。変われない。永遠にこのままだ！　それではあまりにも哀かなしいではありませんか!?　このまま終わっていくだけの世界など！　しかし、私にはそれを変えるチカラがある！　このマフと私の〝意志〟なら、世界を変えてみせられる』

「寝言か!?　勝手に決めんな！　人が命を運ぶことは変わらない。この世界は、そうやってできてるの！　おまえは自分の〝意志〟を大おお袈げ裟さな理想でごまかして、ただ、手に入れたチカラを見せびらかしたいだけじゃん」

『違う！　私がやらなければならない！　私はそのために選ばれた者だ！　それはすなわち、この〝意志〟とチカラを使うことを世界に許されたということ！　世界は、滅び生まれ変わることを望んでいる！」

「それがおまえの『目的』かッッ！　なら、あたしがそれをブチのめして、この世界を守る！　ぜったいに守ってみせる！　それがあたしの『目的』だ!!」







　ぐぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん!!







　マフが啼ないた。

　いや。正せい確かくには、マフの中にいるラムズヘッドの〝意志〟がだ。

　しかし、

　ラムズヘッドは、知らなかった。

　目の前にいる死神は、普通じゃない。

『何な故ぜだ！　何故だ！　何故だ！』

「それは、──あたしだから！　じゃあ、とどめっ！　うりゃぁ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

　まったくしまらないかけ声とともに、光と波動が辺あたり一帯を呑のみこんだ。

　光が弾はじける。

　それと同時に、崩れていくスチームパンクのバケモノ、マフが爆発し弾け飛んだ。

　体内に取りこんだ大量の〝幻魔ゲルマ〟やモディファイ〝幻魔〟もいっしょに。

「…………げっ……」

「…………うげっ……」

　モモも、ダニエルも、

「やっちまった……」

　と、後悔した。

　回収しなければならないはずの〝幻魔〟が爆ばく発はつの影えい響きようで、位相空間に作用してしまった。何が起こったのか、まったく判わからない。ただ、幻魔が歪ゆがみの生じた位相空間の壁かべを突き抜けて、王オウ子ジ町ちようのいたるところにばらまかれてしまった。

　これじゃ、何かの拍子に、誰だれが〝幻魔〟を拾ったとしてもおかしくない。それがモディファイ〝幻魔〟なら、まためんどうなことになるし、オリジナルの〝幻魔〟であっても、ただのそこらへんにころがっている〝石〟と同じ状態ならいいが、ひとの〝意志〟に反応して、作用したり影えい響きようをおよぼしはじめる可能性も……。

「ありえねー。やー、ちまーっ、たー……」

　モモが、夕焼けの沈んでいく遠くを眺めてながら、遠い目をして、つぶやいた。

　後悔先に立たず。










　　　　♪




　次の日。

　昼休みの学食で、めずらしい人物が、めずらしいものを食べていた。

「んーっ！　んまーい！」

　にんじん、たまねぎ、じゃがいも。

　お肉は、チキン。

　そう、チキンカレー。

「おいしいよ？」

　カレーを食べている少女の周りには、誰だれもいなかった。傍かたわらに巨大なリュックがあるだけだ。

　この時間、いつもなら生徒たちでにぎわっているが、少女の周りだけひとがいない。

　みんな、離はなれたところに座っていた。

　それは、どうしてか？

　イジメ。

　とかじゃない。

　むしろ、少女のほうがみんなをイジメているといってもいいかもしれない。

　何な故ぜなら、みんな今日きようはどうしてか、

「カレーなんか、見るのも、臭においもイヤ！」

　だからだ。

　臭いだけで、胸焼けがする。

「どうして？」

　みんな理由が判わからない。

　そういえば、昨日きのう、家に帰ったら、自分がカレー臭くさくてしょうがないことに気がついた。お風ふ呂ろに入っても取れないし、お腹なかもカレーを腹いっぱい目いっぱいいっぱいいっぱい食べたあとみたいだった。

「どうして？」

　みんな、それを知らない。

　今、ひとりでカレーを食べている少女が、誰にも知らないところで事件を解決していたことを。

「……ねぇ、モモ……」

　少女の傍らのリュックの中から、かわいらしい男の子の声がした。みんな離れた場所にいるので判らないだろうと、なかからもそもそはい出てきたのは真っ黒の猫、ダニエルだ。

「なに？　ダニエル？　あ、ダニエルも食べたい？　カレー。けど、猫とか犬ってたまねぎだめなんじゃなかったっけ？」

「猫じゃないし、猫、っぽいだけだから」

　毎度おなじみのツッコミを返した相手の少女は、もちろん、咲サヶカ本モトモモだ。

「てゆうか……。モモ、カレー嫌いなんじゃなかったの？」

　そうだ。昨日きのう、そんなことをさんざん言ってた。

　ところが、

「ゆってねぇよ」

　モモは、きっぱり首を振った。

「からいのが苦にが手てなの。無理なの、からいの」

　じゃあ。

　今、あなたがおいしそうに食べているそれは？

「カレーだけど？」

「やっぱ、カレーじゃないか！」

　ダニエルの抗こう議ぎに近いツッコミに、しかしモモは、きょとんとして首をかしげる。

　そして、

「甘口だよ？」







　ちーん。




　合がつ掌しよう。







　ごちそうさまでした。











　　　　Destruction Baby(Side-C) - fin.









[image: ]








終奏「メリーさんのひつじ。」
outroduction: Mary Had a Little Lamb






　　　　♪




「…………ハァハァハァハァ……」

　闇やみの中を、頭部だけが羊の人型ラムズヘツドだったものがはいつくばっていた。

　爆ばく発はつが起こったことで、ラムズヘッドも外へ吐き出されていた。

　闇をずるずるとはい回る。

「くそっ！　くそっ！　くそっ！　あの、死シニ神ガミめ！」

　その口く調ちように、いつもの余裕はない。

　化けの皮がはがれかかっていた。

　ぼろぼろの頭部から、もうひとつの顔が──目がのぞいている。

「──結局はさー、オマエみたいなレベルの低いヤツじゃダメなんだー。最初から判わかってたことだったんだけどねー？」

　明あっ軽かるい口調が闇に鳴なり響ひびく。

「ひぃ！」

　闇をはいつくばっていたラムズヘッドだったモノが悲鳴をあげた。

「よう、負け犬。……あ、この場合は、羊か？」

　とぼけた風ふうに言う。

「相手は……死神、だっけか？　そんなのにやられて、のこのこ逃げてきたの？」

　そこにぼんやりと浮かび上がっていたのは、頭だけが羊の人型ラムズヘツドだった。もう一体のラムズヘッドだ。

　闇色のマントから伸び出た足で、ラムズヘッドだったものを踏みつけている。

「ったくさぁ。なんで、こっちに『独マ活フ』を渡さないで、こんなのに渡したワケ、〝マザー・メリー〟は？」

　ラムズヘッドは、誰だれかに訊たずねるように言った。

「貴様、その汚い足をどけろ！　誰に足を向けているか、判っているのか!?」

　足の下で、ラムズヘッドだったものがわめく。

「まったく、さわがしいんだよ、っと……！」

　ラムズヘッドは、マントから腕を出し、その指ゆび尖さきで、ラムズヘッドだったモノの背中をなぞった。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁっ！」

　とたん、金属をこすりあわせたような悲鳴を上げるラムズヘッドだったモノ。

　ラムズヘッドがなぞった部分から、身体からだが、まっぷたつになっていた。

「だから、うっさいんだって。オマエは、負けて逃げてきたんだ。マザーに懺ざん悔げしろ……」

　そう言って、指がラムズヘッドだったモノの頭部に触れた。

　刹せつ那な、




　ズブブブブブブブブブ……っ。




　ラムズヘッドの手が、ラムズヘッドだったモノの頭部にめりこんでいた。声もない。ひゅっ、と空気だけが口から漏れた。

「クソのくせにでしゃばりやがって。なあ？」

　手を引き抜くと、ぬちゃっという耳みみ障ざわりな音とともに、羊の頭部から、『人』の頭部が見えた。中身だ。まだ、ピクピクと中身が微かすかに動く。

「ふん。さすが、しぶといな。なら……しばらく本当の『闇やみ』の中で、マザーの許しを待ってるがいい」

　ラムズヘッドが言って、ラムズヘッドだったモノを闇の中に押しこんでいく。水に沈むように消えていく。そして、すぐに見えなくなってしまった。

　ラムズヘッドはそれには目もくれずに、

「オマエは、どうする？」

　向こうの闇に訊きいた。

　すると、闇がゆらゆらとゆれて、

「そうですね。どうしましょうか？」

　頭部だけが羊の人型ラムズヘツドになった。

　もう一体、べつのだ。

「こっちが訊いてんだっつーの」

　ラムズヘッドがおかしそうに笑う。

「まあ、しばらくは様よう子す見みという感じでしょうか？」

　べつのラムズヘッドが言う。

「チッ……。仕方ない。そうだな、〝死シニ神ガミ〟とかいうのも気にならないといえば嘘うそになるしな。話は前に聞いていたが、できそこないでも『マフ』を吹き飛ばしたとなる……と。ああ、それに……死神だけじゃない。ほかのももぐりこんできてるみたいらしいな……まったく、面めん倒どう臭くせぇ」

　ラムズヘッドが返した。

「我われ々われには、マザーがついていますよ。すべては、マザー・メリーの仰おおせの儘ままに」

　ラムズヘッドがうなずいた。

　闇やみが揺れる。

　揺れる。

　ゆっくりと、揺れる。

　はやく、揺れる。

　ただ、揺れていた。











　　　　ballad of a shinigami from

　　　　momo the girl god of death "Unknown Star's Bolero"

　　　　1st album: Destruction Baby - all over.







to be continued....










らくがき。Afterword of Graffiti in "Destruction Baby"






　　　　♪




　はじめまして、ハセガワケイスケです。

　電でん撃げき文庫／アスキー・メディアワークスさんで、『しにがみのバラッド。』『みずたまぱにっく。』『じーちゃん・ぢぇっと！』シリーズなどを書かせていただいております。

　今回のこの物語り、『シニガミノバラッド。アンノウンスターズ。』は、現在、大絶賛刊行中（笑）の電撃文庫MAGAZINE（Prologue.2, Vol.1,Vol.2）に掲載された連載バージョンに、加筆修正ののち再構成した文庫バージョンです。連載をはじめたときは無我夢中でした。こうやって一冊にまとまってみると、ちょっと不思議な感じがします。ちゃんとまとまっているんだろうかと、不安にもなります。苦笑

　話は変わりますが。ここからつらつらと書かせていただいていることは、ハセガワ個人の妄もう想そう（笑）というか、なんとなく頭に浮かんだことです。『あとがき』よりも『らくがき』のようなモノだと思ってください。なので、のんびりとお暇のあるときにでも、お付き合いいただければと。もちろん、読み飛ばして頂いただいてもかまいません。







　というアレで。




　のんびりでも早足でも、日々の暮らしの中で、ふとした瞬しゆん間かんに岐き路ろに立ったこと、立たされたこと、立たなくてはならなかったことがあります。そのとき、左に道がありました。右にも道がありました。どちらに進むのが正しいのか迷います。ひどく頭を悩ませました。どちらとも選ばない。という選せん択たく肢しはなく、逃げることもできずに、むしろ、逃げる勇気もなくビクビクしながら、ひとつの道を選びました。また、歩いていくと、岐路に立ちます。今度は、どうしたらいいのでしょう。右か左か、前かうしろか、はたまた上か下か。そうして歩き続けているワケです。そうして、今、此こ処こに立っているワケです。

　しかしながら、「正しい選択だった」と言うことは、記き憶おくにあるかぎりあまりなかったかもしれません。自分自身としても恥ずかしい話ですが、間違ってばかりでした。選んだ道を進んでいくと、そこは崖がけの上だったりもしました。そこで飛び降りる勇気でもあればまた違ったのかもしれませんが、来た道を逆に戻るしかありません。ボクは方ほう向こう音おん痴ちなので、戻るときにも道を間違ったりしました。苦笑

　あるときは、誰だれかが「そっちは違うんじゃない」とわざわざ間違った道をやってきて、ボクを連れ戻しにきてくれたこともあります。「いや、こっちでいいんだ」とさらに進んでみたりもしましたが、結局は、間違っていたのでまた戻ることになりました。すると、いつか間違った岐き路ろのところで、誰だれかが笑え顔がおで待っていてくれます。

「戻ってくると思ってたよ。さあ、今度はどの道を行こうか」

　たとえば、これからまた、たくさんの岐路に立つことでしょう。そのとき、道を選ぶか、逃げ出すか、それも選択です。正しい道を進むよりも、間違った道を選んでしまうほうが多いかもしれません。間違ってしまったとき、それでも、そのまま進み続けますか？　来た道を戻りますか？　それとも、誰かが迎えに来てくれるのを待ちますか？　それもやはり、選択だと思います。

　きっと、これからも選び続けるでしょう。

　この物語りに出てくる登場人物たちの様に。

　これは、あなたのための物語りです。

　ひとつひとつ、ひとりひとり、選んできた物語りです。

　だから、あなたが選ぶとき、その傍そばに少しでもいっしょにいて、その道を進むことができればいいなぁと思います。

　もしか。戻らなければならないことがあったなら、そのときもいっしょいるのなら、とてもしあわせなことだなぁ、と想おもい描いてみます。

　この物語りが、あなたの選ぶ道のひとつになりますよう。

　だから──




　どうか、おもしろければ笑ってください。

　どうか、つまらなければ笑ってやってください。




　そして、この本を、物語りをめぐる、

　すべてのひとたちに、こころから感かん謝しやさせてください。




　ありがとう。








二〇〇八年某月某日　夏のうたを聴ききながら




ハセガワケイスケ
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──選んでください。それがあなたのための道です。
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（喉につまりました）
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